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鏡石町告示第５２号 

 

 第９回鏡石町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

  令和３年８月３０日 

 

鏡石町長  遠 藤 栄 作 

 

 １ 期  日  令和３年９月２日 

 

 ２ 場  所  鏡石町役場議会議場 



－2－ 

○応招・不応招議員 

 

応招議員（１０名） 

    １番  畑   幸 一 君       ２番  角 田 真 美 君 

    ３番  橋 本 喜 一 君       ４番  菊 地   洋 君 

    ５番  小 林 政 次 君       ７番  渡 辺 定 己 君 

    ８番  大河原 正 雄 君       ９番  今 泉 文 克 君 

   １１番  円 谷   寛 君      １２番  古 川 文 雄 君 

 

不応招議員（なし） 



第 １ 号 
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令和３年第９回鏡石町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

令和３年９月２日（木）午前１０時開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 町長の説明 

日程第 ５ 認定第  ３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算認定について 

日程第 ６ 報告第 ４６号 令和２年度鏡石町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告 

              について 

日程第 ７ 議案第１８７号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 

日程第 ８ 議案第１７２号 教育長の任命につき同意を求めることについて 

日程第 ９ 議案第１７３号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

日程第１０ 議案第１７４号 鏡石町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 議案第１７５号 鏡石町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の 

              一部を改正する条例の制定について 

日程第１２ 議案第１７６号 手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１３ 議案第１７７号 令和２年度鏡石町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分につ 

              いて 

日程第１４ 常任委員会委員の改選について 

日程第１５ 議会運営委員会委員の改選について 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１０名） 

     １番  畑   幸 一 君      ２番  角 田 真 美 君 

     ３番  橋 本 喜 一 君      ４番  菊 地   洋 君 

     ５番  小 林 政 次 君      ７番  渡 辺 定 己 君 

     ８番  大河原 正 雄 君      ９番  今 泉 文 克 君 

    １１番  円 谷   寛 君     １２番  古 川 文 雄 君 
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欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 遠 藤 栄 作 君 副 町 長 小 貫 忠 男 君 

教 育 長 渡 部 修 一 君 総 務 課 長 橋 本 喜 宏 君 

税務町民課長 倉 田 知 典 君 
福 祉 こ ど も 
課 長 栁 沼 和 吉 君 

健康環境課長 大河原 正 義 君 産 業 課 長 菊 地 勝 弘 君 

上 下 水 道 課 
副 課 長 吉 田 光 則 君 都市建設課長 吉 田 竹 雄 君 

教 育 課 長 根 本   博 君 
会 計 管 理 者 
兼 出 納 室 長 佐 藤 喜 伸 君 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 圓 谷 康 誠 君 

農 業 委 員 会 
会 長 菊 地 栄 助 君 

選 挙 管 理 
委員会委員長 草 野 孝 重 君 監 査 委 員 根 本 次 男 君 

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 緑 川 憲 一   主 任 主 査 鈴 木 淳 子   
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開会 午前１０時００分 

◎開会の宣告 

○議長（古川文雄君） ただいまから第９回鏡石町議会定例会を開会いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議会運営委員長報告 

○議長（古川文雄君） 初めに、本定例会の運営について、議会運営委員長から報告を求めま

す。 

  ４番、菊地洋君。 

〔議会運営委員長 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（議会運営委員長 菊地 洋君） 皆さん、おはようございます。 

  ご報告申し上げます。 

  第９回鏡石町議会定例会会期予定表。 

  令和３年９月２日木曜招集、日次、日、曜、会議内容の順でご報告申し上げます。 

〔以下、「会期予定表」により報告する。〕 

──────────────────────────────────────────── 

◎招集者挨拶 

○議長（古川文雄君） 本定例会に当たり、町長から挨拶があります。 

  町長、遠藤栄作君。 

〔町長 遠藤栄作君 登壇〕 

○町長（遠藤栄作君） おはようございます。 

  第９回鏡石町議会定例会の開会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

  本日ここに、第９回鏡石町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様には公私と

もお忙しいところご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。厚くお礼を申し上げる

次第であります。 

  さて、2020東京オリンピックは、史上最多のメダル獲得の記録とともに、８月８日に全

日程を終了しました。日本の代表として競技に打ち込む姿は、メダルの獲得の有無にかかわ

らず、日本中に勇気と感動の記憶も与えてくれました。 

  さて、一昨年以降、世界で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症でありますが、

ワクチン接種が進んでいるにもかかわらず、感染力の強い変異株の出現により、感染拡大は

一向に収まる気配がありません。福島県においても、先月は過去最多の2,500人を超える感

染者が報告されております。 

  町としましても、新型コロナウイルス感染症対策については、ワクチン接種を含めまして
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万全を期してまいりますので、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

  今定例会につきましては、決算認定のほか、各行政委員の選任、各会計補正予算など、合

わせまして18件を提案するものであります。 

  何とぞよろしくご審議をいただき、認定、承認、同意、議決を賜りますようお願い申し上

げまして、開会に当たってのご挨拶といたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（古川文雄君） ただいまの出席議員数は10名です。定足数に達していますので、直ち

に本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（古川文雄君） 本日の議事は、お手元に配付したとおり、議事日程第１号により運営

いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（古川文雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第113条の規定によって、４番、菊地洋君、５

番、小林政次君、７番、渡辺定己君の３名を指名いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（古川文雄君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から９月14日までの13日間としたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は13日間と決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（古川文雄君） 日程第３、諸般の報告を求めます。 

  閉会中の議会庶務報告につきましては、お手元に配付の報告書によりご了承願います。 

  次に、例月出納検査の報告を求めます。 

  代表監査委員、根本次男君。 
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〔監査委員 根本次男君 登壇〕 

○監査委員（根本次男君） おはようございます。 

  例月出納検査の結果を報告申し上げます。 

  お手元の３か月分の報告書、これを項目ごとにまとめて報告いたします。 

  例月出納検査報告書。 

  １、検査の対象、令和３年５月分、令和３年６月分、令和３年７月分、以上について、そ

れぞれ一般会計、上水道事業会計、９特別会計、各基金、歳入歳出外現金について、現金、

預金等の出納保管状況を検査いたしました。 

  ２、実施年月日、令和３年５月分につきましては、令和３年６月25日金曜日、午前９時

52分から午後零時15分まで、令和３年６月分につきましては、令和３年７月26日月曜日、

午前９時50分から午前11時58分まで、令和３年７月分につきましては、令和３年８月24日

火曜日、午前９時54分から午前11時45分まで、以上のとおり実施いたしました。 

  ３、実施場所、各月とも議会会議室で実施いたしました。 

  ４、出席者職氏名、６月と７月の検査の際は、会計管理者兼出納室長、上下水道課課長ほ

か２名の計４名、８月の検査時は、会計管理者兼出納室長、上下水道課副課長ほか１名の計

３名、以上の方々の出席をいただきました。 

  ５、検査の手続、各月分とも検査の対象となった各会計、各基金及び歳入歳出外現金の出

納事務について、計数は正確か、現金、預金の保管状況は適正かに主眼を置き、それぞれ関

係帳簿、証書との照合、その他通常実施すべき検査手続を実施いたしました。 

  ６、検査の結果、検査調書記載の計数と関係諸帳簿、証書類により計数審査を行い、各対

象月の末日現在における各金融機関提出の預金等残高証明書を照合した結果、令和３年５月

分、令和３年６月分、令和３年７月分とも各会計、各基金及び歳入歳出外現金の全てについ

て計数上の誤りはございませんでした。 

  なお、各月末日現在における現金、預金、基金の残高は添付資料のとおりでございます。 

  以上のとおり報告いたします。 

○議長（古川文雄君） 次に、事務組合等議会の報告を求めます。 

  初めに、須賀川地方広域消防組合の報告を求めます。 

  ３番、橋本喜一君。 

〔須賀川地方広域消防組合議会議員 橋本喜一君 登壇〕 

○３番（須賀川地方広域消防組合議会議員 橋本喜一君） おはようございます。 

  それでは、報告いたします。 

  須賀川地方広域消防組合議会報告書。 

  令和３年第１回須賀川地方広域消防組合議会臨時会日程表。 
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  議事日程第１号、令和３年７月９日金曜日、午後２時開議。 

  第１、会期の決定。 

  第２、会議録署名議員の指名。 

  第３、議案第６号 専決処分の承認を求めることについて。 

  第４、議案第７号 災害対応特殊救急自動車・高度救命処置用資機材購入契約締結につい

て。 

  第５、議案第８号 災害対応特殊消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）購入契約締結について。 

  いずれの議案も可決、承認されました。 

  なお、詳しい内容は、お配りの冊子をお目通しください。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（古川文雄君） 次に、公立岩瀬病院企業団の報告を求めます。 

  ８番、大河原正雄君。 

〔公立岩瀬病院企業団議会議員 大河原正雄君 登壇〕 

○８番（公立岩瀬病院企業団議会議員 大河原正雄君） おはようございます。 

  公立岩瀬病院企業団議会報告をいたします。 

  令和３年６月公立岩瀬病院企業団議会定例会議事日程、令和３年６月30日水曜、午後２時

開会。 

  議事日程第１号。 

  第１、会期の決定。 

  第２、会議録署名議員の指名。 

  第３、議案第５号 令和３年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計補正予算（第１号）。 

  第４、議案第６号 公立岩瀬病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例。 

  なお、議案２件はいずれも可決、承認されております。 

  なお、詳しくはお手元に配付の冊子にお目通しをいただきたいと思います。 

  報告を終わります。 

○議長（古川文雄君） 以上をもって諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎町長の説明 

○議長（古川文雄君） 日程第４、所信及び行政報告として町長の説明を求めます。 

  町長、遠藤栄作君。 

〔町長 遠藤栄作君 登壇〕 

○町長（遠藤栄作君） 本日ここに、第９回鏡石町議会定例会の開会に当たり、町政運営に当

たっての所信の一端を申し述べるとともに、提出いたしました議案の概要についてご説明を
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申し上げます。議員各位並びに町民の皆様の一層のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

  １年延期となっておりました東京2020オリンピックは、７月23日に開会し、世界的なコ

ロナ禍の状況の中でありましたが、33競技339種目が実施され、８月８日に閉会しました。

世界各国から一流のアスリートが参加し、最高の競技を行い、勇気と希望、さらには感動を

いただいたところです。また、日本選手団にあっても、金メダル27個を含む過去最多となる

58個のメダルを獲得しました。 

  また、８月24日からは東京2020パラリンピックが開催されており、パラアスリートの熱

い戦いが繰り広げられております。 

  ただ、当初の「復興五輪」のコンセプトは、このコロナ禍のことを差し引いても、その理

念からは大きくかけ離れてしまい、いまだに風評被害に苦しんでいる本町を含む被災地にと

って大変残念なことであったと感じております。 

  ７月から８月にかけては、大雨による被害が日本列島を襲っています。７月３日に静岡県

熱海市で大規模な土石流が発生し、多くの死亡者と住宅被害をもたらしました。さらに、先

月11日からの大雨は、九州地方を中心に全国各地に甚大な被害をもたらしました。本町でも

長時間にわたり警報が発令されておりましたが、幸いにも被害はなかったものの、改めて自

然災害の恐ろしさを感じていたところです。 

  次に、一昨年より感染拡大が続いている新型コロナウイルス感染症につきましては、従来

型より感染力が強いとされている変異株が全世界レベルで猛威を振るっております。英国や

米国などワクチン接種が比較的進んでいる国々でも、感染の再拡大が報告されております。 

  日本でも、今までは首都圏が中心であった感染拡大は地方都市にも広がっており、感染者

数は連日過去最大を記録しているところです。ただ、同時にワクチン接種も進んでおり、日

本国内で８月26日には１億2,340万回を超えての接種が行われ、２回目の接種が終了した方

は5,400万人を突破しました。 

  本県の感染状況につきましては、８月に１か月の感染者数としては過去最高の2,500人を

超える感染者数が報告されております。８月８日から新型インフルエンザ等対策特別措置法

によるまん延防止等重点措置として本県が指定されました。これにより、感染拡大が著しい

いわき市と郡山市、福島市がまん延防止等重点地域に指定されております。 

  本町においても、陽性者の数は増えているものの、クラスター等の発生は報告されておら

ず、感染拡大防止に協力いただいている町民の皆様に感謝を申し上げたいと思います。引き

続き徹底した感染防止対策をお願いしたいと思います。 

  鏡石町におけるワクチン接種状況につきましては、国が定めた接種順位に基づき、65歳以

上の高齢者から順次ワクチン接種を進めているところです。 

  65歳以上の高齢者では、ワクチン接種を希望された方の２回目の接種がほぼ７月下旬で終
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了しており、８月30日現在、65歳以上の高齢者数の3,637人に対して、１回目の接種人数は

3,373人で、接種率は92.7％、２回目の接種人数は3,320人で、接種率は91.3％となってお

ります。 

  12歳から65歳未満の方には、接種券の送付が８月16日で完了しており、８月30日現在の

接種状況は、対象者数の7,712人に対して、１回目の接種人数は3,984人で、接種率は

51.7％、２回目の接種人数は2,417人で、接種率は31.3％となっております。 

  国から供給されるワクチンについては、全国的なワクチンの供給不足が続いており、希望

する量が十分に供給されない状況となっております。ただ、国の見通しでは、10月末までに

は12歳以上の対象者の８割分のワクチンが供給されることとなっておりますので、町内医療

機関とも連携しながら、町民へのワクチン接種を全力で取り組んでまいります。 

  新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、６月に開催予定であった鏡石あやめ祭

り、８月上旬のふるさと祭り、10月に予定しておりました鏡石「牧場の朝」秋祭り・オラン

ダ祭りについては、全てが中止となっております。 

  また、この感染拡大によりまして、県は２回目の県独自の非常事態宣言を県内全域に発令

しております。これによりまして、酒類などを提供する飲食店への営業時間短縮要請があり、

協力した事業者へは県より１日当たり２万5,000円から７万円の協力金や、飲食店以外にも、

売上減一時金として要件を満たした中小事業者を対象に一律20万円を支給する支援策が示さ

れました。町としましても、県の動向をしっかり見極めて対応してまいりたいと考えており

ます。 

  ６月21日から２年ぶりに観覧を開始している田んぼアートにつきましては、十分な感染症

対策を取りながら実施しております。図書館展望室への入場を少人数に制限して、その間は

２階の視聴覚室において田んぼアートの作成や歴史について展示を鑑賞いただいております。

観覧者は８月７日に１万人を突破しており、今後も感染対策を取りながらＰＲに努めていき

たいと考えております。 

  次に、水稲の生育状況でありますが、先月、本年の作況指数が全国で102の「やや良」に

なるとの予測が発表されました。７月中旬以降に気温の高い日や好天が続き、最終的には

103だった平成28年産以来５年ぶりの高水準になる見込みであります。 

  ただし、高い作況指数とは反対に、新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、外食産業

が休業して業務用米の消費が大幅に落ち込み、食用米の供給過剰が懸念されております。予

測どおりの米の収穫量になれば、取引価格の下落が心配されるところであります。このよう

に、需給と供給のバランスが崩れますと、令和３年産米の取引価格にも多大な影響を及ぼし、

さらなる米価の下落も懸念されるところです。 

  また、農作物の果樹については、４月に凍霜害の被害があり、６月の臨時議会において果
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樹農家に対する緊急対策事業に関連する補正予算を議決いただいたところであります。その

後、６月に果樹と露地きゅうりに降ひょう被害が確認されました。そしてさらに、お盆前か

らの数日間、例年以上の降雨や低温によって、そ菜など水稲以外の収穫量の減少と品質の低

下が懸念されるところでありますが、今後の天候回復により、実りある収穫期が迎えられる

ことを願うものであります。 

  国が進めております阿武隈川緊急治水対策プロジェクトの成田地区への遊水地の整備につ

きましては、６月に地元説明会が開催されました。事業は、計画面積が約150ヘクタールの

広大な範囲であり、区域の中には約70世帯の住宅が含まれ、全戸移転となる全面買収方式と

発表されました。 

  町としましては、４月に都市建設課内に阿武隈川流域の治水対策のために専門部署を設置

しておりましたが、このたびの国の方針を踏まえ、７月に遊水地営農対策室を産業課内に設

置しました。これによりまして、遊水地対象地区における住宅や農地、営農に関する相談な

どについて相談を受け付けております。気軽に相談していただきたいと思います。 

  両対策室では、早速、遊水地計画により農地や住宅移転の対象となった皆さんの意向を把

握するため、アンケート調査を実施しました。現段階では、移転や営農に関して具体的に考

えがまとまっていない状況が多く見受けられますので、地元協議会等と連携し、対象者の皆

さんの力になれるよう積極的に情報の提供などをしていきたいと思います。 

  次に、今年度の主な主要事業の執行状況についてご報告いたします。 

  健康福祉センター整備事業につきましては、令和２年６月25日付で一般財団法人ふくしま

市町村支援機構と契約を締結し、現在、実施設計業務が最終段階となりました。これに伴い

事業費の予算措置が必要となり、本定例会に補正予算を計上しておりますので、ご審議をい

ただき、議決賜りますようお願い申し上げます。 

  本年で４年目を迎えたまちの駅かんかんてらすにつきましては、国の示す新しい生活様式

に伴う感染症対策を実施しながら営業を続けております。今回の県の非常事態宣言にかかわ

らず、いわゆる３密回避のため、店内のテーブル、椅子を撤去し、商工会と連携し、キッチ

ンカーを積極的に活用し、売上維持を図っております。今後は、ソーシャルディスタンスの

確保や３密回避策などの感染症予防対策などをさらに考慮した上で、毎年恒例となっている

収穫祭など各種イベントを実施していきたいと考えております。 

  地域連携交流事業として、郡山女子大学との連携の中で、町の健康課題である塩分摂取率

の改善のため、減塩をテーマとした健康教室を３回開催しました。それぞれ研修や調理実習

などを行い、減塩メニューに取り組みました。 

  さらに、第二小学校の４年生から６年生の各学年において、子供が不足しやすい栄養素の

鉄分について学ぶ特別授業も１回実施したところです。 
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  また、鏡石町の特産品を使用した商品化に向けたふるさと特産品商品開発事業におきまし

ては、株式会社八芳園に業務を委託し、現在、イチゴを原材料とした商品開発を進めている

ところであります。 

  若者や子育て世帯の定住促進、二、三世帯同居、近居を促進し、定住人口の増加と地域活

性化を目的として、町外からの定住及び移住するために取得した住宅に対して補助を交付す

る来て「かがみいし」住宅取得支援事業につきましては、７件の申請に対して220万円を交

付いたしました。 

  次に、第５次総合計画に基づく５つの行政分野別目標の事業について申し上げます。 

  １つ目の「町民と力を合わせて、新しい鏡石をつくります」として、マイナンバーカード

の発行状況につきましては、７月末現在、3,616件の申請に対し3,211件を交付していると

ころであり、住基人口に対する交付率で約26％となっております。今後も国の政策を注視し

ながら、引き続き本制度の周知等を図るなど、カード発行の推進に努めるものであります。 

  町税等収納率向上対策事業につきましては、収納グループ設置から５年が経過し、収納額

及び収納率の向上のための方策が徐々に効果を上げております。中でも、平成28年度から本

格的に運用しましたコンビニ収納業務について、令和２年度の利用件数では、普通税と国保

税を合わせ１万917件、令和元年度比616件の増、税額で約１億5,100万円、同じく約500万

円の増と、利便性も相まって、毎年増加をしております。特に、現年度分の国民健康保険税

の収納率は、収納グループ設置前と比較し、9.44ポイント上昇しております。 

  また、個人町民税特別徴収分及び法人町民税については、電子申告に加え、電子納税を導

入することで、法人納税者の事務軽減を図ることなど、一層の利便性向上に努めているとこ

ろです。 

  ２つ目の「心豊かな人を育て、地域文化を大切にする鏡石をつくります」として、第二小

学校整備事業においては、第１期工事として、校舎内トイレ洋式化と手洗い自動水栓化を進

めており、今月末には完了となる予定です。また、第２期工事として計画している照明ＬＥ

Ｄ化、内装改修工事については、実施設計業務を進めており、本定例会において改修工事に

係る補正予算を計上させていただいているところであります。改修工事に当たっては、令和

４年度までの２か年の継続事業として進めていく予定でありますので、ご審議をいただき、

議決賜りますようお願いいたします。 

  元気キッズサポーター派遣事業は、子供の運動に関する関心や意欲を高めるとともに、体

力向上を図るため、かがみいしスポーツクラブに委託しているところです。元気キッズサポ

ーターを各小学校に派遣し、陸上指導のほかに、ボール運動、跳び箱、水泳事業等を幅広く

取り入れ、児童の基礎体力の向上を図っているところであります。 

  児童生徒の学力向上支援事業として、標準学力調査による個々の達成率から弱点などを探
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し出し、分析し、その結果を基に、教職員の研修会などを実施し、教職員の資質向上に努め

ております。また、中学生の学習意欲と学力向上につなげるため、鏡石中学校が行う各種検

定、英語、数学、漢字の受験者を対象に受験料の補助を行っております。さらに、中学３年

生を対象に、英数学力向上講座を夏季休業と２、３学期の土曜日を活用し、実施していると

ころであります。 

  生涯学習文化協会の主催事業については、例年より開催時期がずれ込んでいたところです

が、ジョイフルライフ講座やカルチャー講座を順次開設しているところであります。 

  昨年度は中止となりました少年の主張鏡石町大会は、発表者を各小学校の５年生と６年生

各１名、中学校では各学年１名とし、聴衆者も限定して、８月６日に町図書館で開催しまし

た。その中でも、たくさんの夢や希望、日頃感じたことや考えていることなどを丁寧にしっ

かりと発表していました。 

  今年度の文化講演会は、先の実行委員会で開催要項が決定され、12月８日に、感染対策の

関係上、広い会場とするため、須賀川市文化センターを借用し、講師にスポーツジャーナリ

スト、増田明美氏をお迎えし、開催を予定しております。今後、開催に向けての準備を進め、

多くの皆様をお迎えできるよう努めてまいります。 

  ３年ぶりの開催となる第15回鏡石駅伝・ロードレース大会は、11月７日に開催を計画し

ております。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、参加の要件を町内在住者、町

内在勤・在学者、町内のスポーツ団体に加盟している者と限定し、さらに駅伝の部も３区間

のみとして、現在、エントリーを募集しております。 

  町民保健と健康づくりの支援における集団健診については、９月４日から９日までの５日

間実施してまいります。今年度の集団健診も、新型コロナウイルスの感染予防対策として、

会場を鳥見山体育館のみとし、１日当たりの受診者の定員を設け、全て事前予約としたとこ

ろであります。 

  医療機関での個別健診については、９月１日から来年１月31日まで実施しており、このコ

ロナ禍におきましても、より多くの町民の皆さんに自分の健康チェックのために受診してい

ただけるよう努めているところであります。 

  ３つ目の「地域で支えあう、人にやさしい鏡石をつくります」につきましては、百歳賀寿

事業としまして、５月20日、高久田区の安藤ヤエ子さんに町長賀寿を贈呈し、長寿のお祝い

をいたしました。本人に長寿の秘訣を聞きますと、何でも食べることだそうで、特に肉が好

きとのことです。 

  今年度の敬老会については、毎年９月に鳥見山体育館において開催しておりましたが、新

型コロナウイルス感染症拡大防止、感染した場合の重篤化など、皆様の安全・安心を最優先

に考え、誠に残念でありますが、昨年に引き続き開催を中止といたしました。敬老会を心待
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ちにされている皆様には大変申し訳ございませんが、ご理解いただきますようお願いいたし

ます。 

  なお、敬老祝品については、９月18日土曜日、各地区の集会所で引換えできるよう準備を

し、対象者1,705名に通知したところであります。 

  新型コロナウイルス感染症に伴う低所得の子育て世帯のうち、ひとり親以外の子育て世帯

生活特別給付金は、町において給付事業を実施し、８月18日現在の給付状況は、対象児童

124人、給付金額620万円を給付しました。また、対象児童が令和４年２月までに出生した

児童も追加されるなど、支給要件が変更になったため、特別給付金の追加分を本定例会に補

正予算を計上しておりますので、ご審議をいただき、議決賜りますようお願い申し上げます。 

  空き家対策事業につきましては、福島県宅地建物取引業協会と空き家バンクに関する協定

を締結し、登録物件の現地調査及び売買、賃貸借仲介をお願いしており、本年度は１件の新

規の登録がありました。現在、空き家バンクに登録されている物件は４棟となっております。 

  高齢者が当事者となる交通事故を減らし、かつ公共交通機関の利用促進のため、高齢者運

転免許証自主返納者サポート事業については、今年度は７月末現在10名の方から申請があり、

公共バス等の利用券各１万円分を交付しました。 

  認定こども園整備事業における岡ノ内幼稚園の園舎増改築については、令和２年度と３年

度の２か年事業として、国・県の交付金が決定しました。現在、既存園舎の改築工事に着手

し、令和４年４月開園に向けて事務を進めているところであります。 

  子育て支援関連事業としての、のびのび子育て応援券支給事業につきましては、次世代を

担う子供の健やかな成長などを目的に、出生された新生児の保護者に商品券を給付しており

ますが、今年度は７月末までに31件の給付を行ったところであります。 

  新たな子育て支援として、妊娠中の健診記録や子供の予防接種のスケジュール管理、町か

らのお知らせをお届けするため、株式会社エムティーアイコンタクトセンター母子手帳アプ

リに、「すくすくアプリかがみいし」として８月から導入しましたので、子育て環境の充実

を図るため、町の情報をより身近に分かりやすく提供してまいります。 

  また、婚姻を祝福するとともに、鏡石町の魅力発信を目的としたオリジナル結婚記念証に

ついても、７月末までに６組のカップルに記念証及びフォルダーを発行したところでありま

す。 

  天栄村との広域事業として取り組んでおります消費生活相談事業につきましては、最近増

加しているネット取引や投資などの問題について、７月末までに５件の相談が寄せられてお

ります。県消費生活相談センターとの連携協力の下、相談者の問題解決や被害の未然防止対

策を図っているところであります。 

  ４つ目の「新しい産業を開花させ、活力あふれる鏡石をつくります」としての農地再生プ
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ロジェクト事業については、年々増加している耕作放棄地の有効活用として、菜種とエゴマ

栽培による「田んぼで油を採ろう・かがみいし油田計画」に基づき実施しているところであ

ります。生産拡大に向けて、栽培技術の確立や機械化による労力軽減を図るために、実証ほ

場を設け、関係機関と連携しながら事業の推進を図っているところであります。今年は実証

ほ場を含め約９ヘクタールの栽培面積で約５トン程度の収量があり、約1,700キログラム程

度の菜種油が見込まれます。これらは、昨年に引き続き、学校給食への活用や、かんかんて

らすにおいて販売する予定であります。 

  高久田地区基盤整備事業につきましては、計画審査予定地区となったことから、７月に東

北農政局による現地調査とヒアリングが実施されました。現在、事業採択に向けて事務を進

めているところであります。今後も、地権者の皆さんに進捗状況やほ場整備の課題などを随

時お知らせして、事業の推進を図ってまいります。 

  ５つ目の「快適に暮らせ、住んでみたくなる鏡石、訪ねてみたくなる鏡石をつくります」

につきましては、２月に発生しました福島県沖を震源とする地震により被害のあった道路等

につきましては、国による災害査定を受け、復旧工事を６月に発注しました。都市施設災害

の町民プールについても、復旧工事を８月に発注し、農業施設災害の梨池は、施設の利用状

況に合わせた復旧工事の発注準備を進めております。 

  また、地震による被災者支援策として、準半壊以上の損壊住宅に対する住宅応急修理制度

と、福島県と町による一部損壊の被災住宅修理事業等の住まいに係る支援を継続中でありま

す。さらに、岡ノ内地内の被災した公共下水道管渠については、９月末の完了に向け工事を

進めております。 

  幹線道路網の整備事業では、社会資本整備総合交付金事業として、消防署から鳥見山公園

までの笠石476号線歩道舗装工事を発注しました。また、その他の路線についても発注準備

を進めております。 

  鏡石駅東第１土地区画整理事業につきましては、健康福祉センター建設予定地の北側に整

備する５号緑地の第１期工事、県道成田鏡田線道路改良工事、区画道路の築造工事２件を発

注しました。 

  平成22年度より開始された上水道第５次拡張事業における新浄水場建設工事につきまして

は、令和２年度末までに管理棟をはじめとした建築工事がおおむね完了し、現在は配水池、

調整池、電気機械設備工事などを順次進めており、工事につきましては予定どおり進捗して

おります。 

  公共下水道事業においては、社会資本整備総合交付金事業により、国道４号拡幅事業関連

で雨水管渠の付け替え工事を発注しました。また、駅東第１土地区画整理事業第３工区の下

水道管渠築造工事設計業務を委託し、工事発注の準備を進めています。さらに、長寿命化対



－16－ 

策として、マンホールポンプの交換工事を発注し、工事を進めております。 

  農業集落排水事業では、農山漁村地域整備交付金により、下水道管渠の敷設替え工事を発

注し、工事を進めているところです。 

  次に、令和２年度決算の概要について申し上げます。 

  一般会計決算額は、歳入87億8,198万6,000円、前年比143.06％、歳出84億3,502万9,000

円、前年比145.38％となりました。 

  主たる要因として、歳入においては、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として措置

された特別定額給付金と、感染防止対策及び新しい生活様式へ向けた新型コロナ感染症対応

地方創生臨時交付金により国庫支出金が大きく膨らんだことや、令和元年東日本台風の影響

による繰越金や災害復旧事業による地方債が増加したことであります。 

  国難でもある新型コロナウイルス感染症対策と災害対策により、当初予定事業からの転換

が多く求められ、一般会計では23事業が翌年度に繰り越すこととなりました。 

  形式収支では３億4,695万7,000円、対前年比103.12％、翌年度繰越財源を差し引いた実

質収支で１億7,727万円、対前年比95.03％の黒字決算となりました。 

  上水道事業会計を除く一般会計を含めた全10会計の総決算は121億7,180万4,000円、対前

年比127.48％の歳入に対し、116億8,198万8,000円、対前年比129.28％の歳出となり、実質

収支３億601万8,000円、対前年比90.75％が剰余金となり、次年度への繰越しとなりました。 

  普通会計の起債償還は３億7,691万円、対前年比101.27％、473万1,000円の増、前年度末

残高は57億1,353万8,000円、対前年比104.77％、２億6,026万2,000円の増となりました。

今後、社会資本整備総合交付金事業の採択や駅東第１土地区画整理事業の進展のための起債

発行のほか、保健福祉の拠点となる健康福祉センターの建設事業、駅東口整備事業、上水道

第５次拡張事業への継続した出資や公共施設の老朽化対策による起債発行が見込まれること

から、計画的な財政運営が迫られております。 

  また、地方公共団体の財政健全化判断比率については、実質公債費比率8.1％、対前年度

比0.4ポイントの改善したものの、将来負担比率については30.2％、対前年度比10.1ポイン

トの上昇となりました。 

  なお、上水道事業会計につきましては、給水人口が１万1,956人、前年度比34人減、給水

契約4,856件、前年度比51件増、年間給水量は124万2,573立方メートルで、前年度に比べ２

万4,116立方メートルの増加となり、１日平均給水量は3,404立方メートルでした。 

  消費税を除いた収益的収支における収支決算においては、収入決算で２億6,983万9,000

円、支出決算が災害による特別損失を計上し３億2,073万7,000円で、収支差額は5,089万

8,000円の当年度純損失となりました。 

  次に、今定例会に提出いたしました議案の概要について申し上げます。 
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  認定第３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算認定については、一般会計を含めた10

の特別会計並びに上水道事業会計の全11会計について決算の認定をお願いするものでありま

す。 

  報告第46号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき報告するものであり、

議案第172号 教育長の任命につき同意を求めることにつきましては、現教育長であります

渡部修一氏が今月30日をもって任期満了を迎えるため、再任の同意をお願いいたしたく提案

するものであります。 

  議案第173号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることにつきましては、現委員で

あります藤島絵美氏が今月30日をもって任期満了を迎えるため、再任の同意をお願いしたく

提案するものであります。 

  議案第174号 鏡石町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定、議案第175号 鏡

石町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定、議

案第176号 手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定の３つの条例の改正案につきまし

ては、上位法である行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律、いわゆるマイナンバー法が改正されたことによる条例の一部改正であります。 

  議案第177号 令和２年度鏡石町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分につきましては、

決算に伴う剰余金の処分について、地方公営企業法の規定に基づき議会の議決をお願いする

ものであります。 

  議案第178号 令和３年度鏡石町一般会計補正予算（第４号）につきましては、主な歳入

として、学校施設環境改善交付金2,662万4,000円、財政調整基金繰入金7,896万円、庁舎等

新築基金繰入金7,940万円、令和２年度繰越金１億4,726万9,000円の増額であります。主な

歳出については、健康福祉センター建設費１億2,400万円、財政調整基金積立金7,500万円、

主要幹線道路舗装補修工事3,500万円、鏡石第二小改修工事等9,297万5,000円、総額で４億

4,351万5,000円の増額補正予算であります。 

  議案第179号 令和３年度鏡石町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）については、

前年度繰越金に伴う積立金などの補正予算であり、議案第180号 令和３年度鏡石町後期高

齢者医療特別会計補正予算（第１号）については、前年度繰越金の整理等であります。 

  議案第181号 令和３年度鏡石町介護保険特別会計補正予算（第１号）につきましては、

前年度繰越金の整理と国・県等の補助金、給付費負担金等の確定に伴う増額補正で、議案第

182号 令和３年度鏡石町工業団地事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、前年

度繰越金の整理であります。 

  議案第183号 令和３年度鏡石町鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計補正予算（第２

号）につきましては、前年度繰越金の整理と区画内の調整池などの設計費等の増額補正で、
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議案第184号 令和３年度鏡石町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）及び議案第

185号 令和３年度鏡石町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、

前年度繰越金の整理であります。 

  議案第186号 令和３年度鏡石町上水道事業会計補正予算（第１号）につきましては、補

正額のない組替え予算となっております。 

  議案第187号 監査委員の選任につき同意を求めることについては、欠員となっておりま

す監査委員についての選任に同意を求めるものであります。 

  以上、今定例会に当たりまして、町政運営と提出いたしました議案の概要についてご説明

申し上げました。何とぞよろしくご審議いただき、認定、承認、同意、議決を賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） ここで換気のため５分間休議といたします。 

休議 午前１１時０３分 

 

開議 午前１１時０８分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎認定第３号及び報告第４６号の上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（古川文雄君） 日程第５、認定第３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算認定に

ついて及び日程第６、報告第46号 令和２年度鏡石町財政健全化判断比率及び資金不足比率

の報告についてを一括議題としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがいまして、日程第５及び日程第６についての２件を一括議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  副町長、小貫忠男君。 

〔副町長 小貫忠男君 登壇〕 

○副町長（小貫忠男君） ただいま一括上程されました認定第３号 令和２年度鏡石町各会計

歳入歳出決算認定並びに報告第46号 令和２年度鏡石町財政健全化判断比率及び資金不足比

率の報告につきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

  私のほうからは認定第３号についてご説明をし、報告第46号につきましては総務課長より

ご説明をいたします。 

  それでは、認定第３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算認定について提案理由のご

説明を申し上げます。 
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  議案書１ページをお開き願います。 

  こちらにつきましては、地方自治法並びに地方公営企業法の規定に基づき、令和２年度一

般会計並びに国民健康保険特別会計などの９特別会計及び上水道事業会計を合わせました11

会計の決算が整いましたことから、監査委員の審査意見書と主要な施策の成果及び予算執行

実績報告書を添えて提出いたしますので、審査をお願いするものでございます。 

  各会計の決算概要につきましては、別冊決算書の１、２ページの総括表によりご説明をさ

せていただきます。 

  なお、詳細につきましては、会期中に設置が予定されております決算審査特別委員会にお

いてご説明をさせていただきますので、あらかじめご了承をお願いいたします。 

  それでは、別冊決算書の１ページをお開き願います。 

  １、２ページ、こちらは10会計の総括表でございます。 

  まず、１番が一般会計で、歳入が87億8,198万6,000円、歳出が84億3,502万9,000円、歳

入から歳出を差し引いた形式収支が３億4,695万7,000円、次に形式収支から翌年度に繰り

越すべき財源を差し引いた実質収支が１億7,727万円、次に令和２年度実質収支から令和元

年度の実質収支を差し引いた単年度収支が927万9,000円のマイナスとなったところでござ

います。 

  次に、２、国民健康保険特別会計でございますが、歳入が13億2,603万円、歳出が12億

931万3,000円、形式収支並びに実質収支が１億1,671万7,000円、単年度収支が2,178万

3,000円のマイナスとなっております。 

  次に、３が後期高齢者医療特別会計でございますが、歳入が１億2,057万9,000円、歳出

が１億1,986万円、形式収支並びに実質収支が71万9,000円、単年度収支が5,000円のマイナ

スとなっております。 

  次に、介護保険特別会計でございますが、歳入が10億9,161万2,000円、歳出が10億8,880

万5,000円、形式収支並びに実質収支が280万7,000円、単年度収支が399万4,000円のマイナ

スとなっております。 

  次に、５、土地取得事業特別会計でございますが、歳入が1,840万4,000円、歳出が1,832

万円、形式収支並びに実質収支が８万4,000円、単年度収支が２万1,000円の黒字となって

おります。 

  次に、６、工業団地事業特別会計でございますが、歳入が4,489万7,000円、歳出が4,466

万7,000円、形式収支並びに実質収支が23万円、単年度収支が13万2,000円のマイナスとな

っております。 

  次に、７、鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計でございますが、歳入が１億7,068万

5,000円、歳出が１億5,270万2,000円、形式収支が1,798万3,000円、実質収支が424万1,000
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円、単年度収支が373万5,000円の黒字となっております。 

  次に、８、育英資金貸付費特別会計でございますが、歳入が466万9,000円、歳出が466万

7,000円、形式収支並びに実質収支が2,000円、単年度収支が1,000円の黒字となっておりま

す。 

  次に、９、公共下水道事業特別会計でございますが、歳入が５億187万6,000円、歳出が

４億9,855万1,000円、形式収支が332万5,000円、実質収支が300万7,000円、単年度収支が

11万1,000円の黒字となっております。 

  次に、10、農業集落排水事業特別会計でございますが、歳入が１億1,106万6,000円、歳

出が１億1,007万4,000円、形式収支が99万2,000円、実質収支が94万1,000円、単年度収支

が13万5,000円の黒字となっております。 

  10会計の合計でございますが、歳入が121億7,180万4,000円、歳出が116億8,198万8,000

円、形式収支が４億8,981万6,000円、実質収支が３億601万8,000円、単年度収支につきま

しては3,119万円のマイナスとなっております。 

  次に、上水道事業会計についてご説明を申し上げます。 

  別冊の上水道事業決算書をご覧いただきたいと思います。 

  令和２年度鏡石町上水道事業決算書、こちらの１ページから３ページにつきましては総括

事項でございますが、令和２年度末の給水人口、年間給水量、そして事業実績の概要につい

てまとめたものでございます。 

  それでは、決算の概要につきましては４ページのほうでご説明をさせていただきますので、

４ページをお開き願います。 

  ４ページにつきましては、令和２年度上水道事業決算報告書で、（１）収益的収入及び支

出でございます。 

  ５ページのほうをお願いいたします。 

  収入につきましては、営業収益並びに営業外収益及び特別利益を合わせまして、水道事業

収益については決算額が３億9,879万5,249円となりました。 

  次、支出になります。支出につきましては、営業費用並びに営業外費用及び特別損失を合

わせて、水道事業費用につきましては決算額が３億2,977万1,186円となりました。 

  当年度は差引き6,902万4,063円の黒字決算となったところでございます。 

  次に、６ページをお願いいたします。 

  ６ページにつきましては、（２）資本的収入及び支出についてでございます。 

  ７ページのほうになります。 

  収入につきましては、企業債、出資金並びに負担金及び国庫補助金を合わせました資本的

収入につきましては決算額が12億4,705万2,100円となりました。 
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  次に、支出につきましては、建設改良費と企業債償還金を合わせました資本的支出につき

ましては決算額が14億2,794万6,295円となりました。 

  次に、６ページの表の下をご覧いただきたいと思います。 

  資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億8,089万4,195円は、過年度分損益勘定留

保資金１億2,409万8,318円、建設改良積立金4,000万円、当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額１億2,364万3,234円のうち、未収の消費税及び地方消費税還付金等１億684

万7,357円を除いた1,679万5,877円で補塡をしたところでございます。 

  以上、認定第３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算についてご説明を申し上げまし

た。ご審議をいただき、認定賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（古川文雄君） 総務課長、橋本喜宏君。 

〔総務課長 橋本喜宏君 登壇〕 

○総務課長（橋本喜宏君） 続きまして、議案書の２ページ、報告第46号 令和２年度鏡石町

財政健全化判断比率及び資金不足比率につきましてご報告申し上げます。 

  本報告につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく４指標並びに

資金不足比率を、同法第３条第１項及び第22条第１項の規定によりまして、監査委員の意見

を付して報告するものでございます。 

  別冊にあります令和２年度鏡石町財政健全化審査意見書が配付されておりますので、そち

らでご説明申し上げます。 

  まず、１ページをお開きください。 

  １ページの２の審査結果、（１）総合意見の一覧表の記載のとおり、令和２年度４指標の

うち、表の①実質赤字比率、②連結実質赤字比率につきましては、実質赤字額が発生しない

ため該当しておりません。 

  ③の実質公債費比率につきましては、令和２年度が8.1％と前年度比で0.4ポイント改善

されましたが、④の将来負担比率につきましては、令和２年度が30.2％と前年比10.1ポイ

ント上昇しました。 

  実質公債費比率につきましては、前年比で0.4ポイント改善され、単年度におきましても

0.02356％となり、前年度と比べまして0.3963ポイント改善しております。 

  その要因としましては、公債費及び公債費に準じる債務負担行為に係る事業費分が減少し

たことや、計算の分母となります標準税収入額等が増加したことによるものでございます。 

  ④の将来負担比率につきましては、既発債におきます地方債の残高、債務負担行為に基づ

く予定支出額、公営企業債等繰入れ見込額など将来負担額全体と将来負担軽減効果のある基

金や基準財政需要額算入見込額を控除した後に、これを標準財政規模で除して算定されるも

のでございます。 
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  今回の将来負担比率の上昇の要因としましては、公営企業における企業債残高が減少した

ものの、普通会計等の地方債の増加によるものでございます。 

  次に、２ページの令和２年度水道事業会計経営健全化審査意見書についてでございますが、

令和２年度において水道事業会計における資金の不足がなかったため該当しませんでした。 

  以上、監査委員の意見を付して提案理由のご説明を申し上げ、ご報告いたします。審議い

ただき、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  ここで、監査委員から決算審査の意見を求めるとともに、報告第46号 令和２年度鏡石町

財政健全化判断比率及び資金不足比率の審査意見の報告を求めます。 

  代表監査委員、根本次男君。 

〔監査委員 根本次男君 登壇〕 

○監査委員（根本次男君） 各審査の結果を報告申し上げます。 

  初めに、各会計の決算関連の報告を申し上げます。 

  令和２年度鏡石町各会計決算及び各基金の運用状況審査意見書 

 第１ 審査の概要 

 １ 審査の対象 

  （１）令和２年度鏡石町一般会計歳入歳出決算 

  （２）令和２年度鏡石町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

  （３）令和２年度鏡石町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

  （４）令和２年度鏡石町介護保険特別会計歳入歳出決算 

  （５）令和２年度鏡石町土地取得事業特別会計歳入歳出決算 

  （６）令和２年度鏡石町工業団地事業特別会計歳入歳出決算 

  （７）令和２年度鏡石町鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算 

  （８）令和２年度鏡石町育英資金貸付費特別会計歳入歳出決算 

  （９）令和２年度鏡石町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

  （10）令和２年度鏡石町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

  （11）令和２年度鏡石町上水道事業会計歳入歳出決算 

  （12）令和２年度鏡石町決算付属書類 

  （13）令和２年度各基金の運用状況 

 ２ 審査の期間 

  令和３年８月３日から令和３年８月６日まで。 

  ただし、上水道事業会計は令和３年５月25日に実施した。 

 ３ 審査の手続 
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  この審査に当たっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別

明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書、各基金の運用状況等及び主要施策の成

果と予算執行実績報告書について、関係法令に準拠して作成されているか、財産運営は健全

か、財産の管理は適正か、さらに予算が適正かつ効率的に執行されているかなどに主眼を置

き、関係職員の説明を聴取し、関係証拠書類との照合等通常実施すべき審査手続を実施した

ほか、必要と認めるその他の審査手続を実施した。 

 第２ 審査の結果 

  審査に付された一般会計、特別会計及び上水道事業会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算

事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書は法令に準拠して作成されてお

り、決算計数は関係帳簿及び証拠書類と照合した結果、誤りないものと認められた。 

  また、各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸帳簿及び証拠書類と符合し

ており、誤りのないものと認められた。 

  なお、一般会計、特別会計、上水道事業会計ほかの決算概要及び意見は次のとおりである。 

  以下につきましては、細目にわたりますため、省略させていただきます。 

  決算関連については以上のとおりでございます。 

  続きまして、財政健全化審査の結果を報告申し上げます。 

  令和２年度財政健全化審査意見書 

 １ 審査の概要 

  この財政健全化審査は、町長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

 ２ 審査の結果 

 （１）総合意見 

  審査に付された下記、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、

いずれも適正に作成されているものと認められる。 

  比率は記載のとおりです。 

 （２）個別意見 

  ①実質赤字比率について 

  令和２年度は実質赤字額がないため、早期健全化基準に該当しない。 

  ②連結実質赤字比率について 

  令和２年度は連結実質赤字額がないため、早期健全化基準に該当しない。 

  ③実質公債費比率について 

  令和２年度の実質公債費比率は8.1％となっており、早期健全化基準の25.0％と比較する

と、これを下回っている。 
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  ④将来負担比率について 

  令和２年度の将来負担比率は30.2％となっており、早期健全化基準の350.0％と比較する

と、これを下回っている。 

 （３）是正改善を要する事項 

  特に指摘すべき事項はない。 

  財政健全化審査につきましては以上のとおりでございます。 

  最後に、水道事業会計経営健全化審査の結果を報告申し上げます。 

  令和２年度水道事業会計経営健全化審査意見書 

 １ 審査の概要 

  この経営健全化審査は、町長から提出された資金不足比率及びその算定の基礎となる事項

を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施した。 

 ２ 審査の結果 

 （１）総合意見 

  審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、い

ずれも適正に作成されているものと認められる。 

  比率は記載のとおりです。 

 （２）個別意見 

  ①資金不足比率について 

  令和２年度は資金不足額がないため、経営健全化基準に該当しない。 

 （３）是正改善を要する事項 

  特に指摘すべき事項はない。 

  以上、各審査の結果並びに意見を申し上げました。 

○議長（古川文雄君） これより決算に関する一括質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  ここでお諮りいたします。 

  認定第３号の件については、決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審議すること

としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、認定第３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算認定についての件は、決
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算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決しました。 

  なお、報告第46号につきましては、報告までといたします。 

  ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第５条

第２項の規定によって、議長において指名いたします。 

  令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算審査特別委員会の委員に、１番、畑幸一君、２番、

角田真美君、３番、橋本喜一君、４番、菊地洋君、７番、渡辺定己君、８番、大河原正雄君、

９番、今泉文克君、11番、円谷寛君の８名を指名いたします。 

  ここで決算審査特別委員会の正副委員長選任のため暫時休議いたします。 

休議 午前１１時３３分 

 

開議 午前１１時４１分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

  畑議員から体調不良のため少し休ませてくれという申出がありましたので、報告いたしま

す。 

  決算審査特別委員会の正副委員長が選任されましたので、報告いたします。 

  令和２年度鏡石町各会計決算審査特別委員会の委員長に11番、円谷寛君、同副委員長に８

番、大河原正雄君が選任されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１８７号の上程、説明、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第７、議案第187号 監査委員の選任につき同意を求めることに

ついての件を議題といたします。 

  本件については、９番、今泉文克君の一身上に関する事件でありますので、地方自治法第

117条の規定により、９番、今泉文克君の退席を求めます。 

〔９番 今泉文克君 退席〕 

○議長（古川文雄君） 局長に議案を朗読させます。 

○議会事務局長（緑川憲一君） 〔第１８７号議案を朗読〕 

○議長（古川文雄君） 次に、提出者から提案理由の説明を求めます。 

  町長、遠藤栄作君。 

〔町長 遠藤栄作君 登壇〕 

○町長（遠藤栄作君） ただいま上程されました議案第187号 監査委員の選任につき同意を

求めることにつきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

  鏡石町鏡沼246番地在住の今泉文克氏を監査委員に選任したいので、地方自治法第196条

第１項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 
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  今泉氏は、町の行政にも精通され、識見も高く、監査委員として適任と考えますので、選

任されたく、ご同意いただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきま

す。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本案については、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行います。 

  議案第187号 監査委員の選任につき同意を求めることについての件を採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（古川文雄君） 起立多数であります。 

  したがって、議案第187号 監査委員の選任につき同意を求めることについての件は同意

することに決しました。 

  ここで、９番、今泉文克君の入室を求めます。 

〔９番 今泉文克君 入室〕 

○議長（古川文雄君） 暫時休議いたします。 

休議 午前１１時４６分 

 

開議 午前１１時４７分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７２号の上程、説明、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第８、議案第172号 教育長の任命につき同意を求めることにつ

いての件を議題といたします。 

  ここで、関係者であります教育長、渡部修一君の退席を求めます。 

〔教育長 渡部修一君 退席〕 

○議長（古川文雄君） 局長に議案を朗読させます。 

○議会事務局長（緑川憲一君） 〔第１７２号議案を朗読〕 

○議長（古川文雄君） 次に、提出者から提案理由の説明を求めます。 

  町長、遠藤栄作君。 

〔町長 遠藤栄作君 登壇〕 

○町長（遠藤栄作君） ただいま上程されました議案第172号 教育長の任命につき同意を求

めることにつきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

  このたび、現教育長であります渡部修一氏が９月30日をもちまして任期満了となりますの

で、再任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、
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議会の同意をいただきたく提案するものであります。 

  渡部氏につきましては、教育長として平成30年10月から３年間、教育行政の長として経

験と指導力を発揮され、また、温厚で人柄もよく、教育長として最適任でありますので、議

会の皆様の同意をお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本案については、質疑、討論を省略して、直ちに採決を行います。 

  議案第172号 教育長の任命につき同意を求めることについての件を採決いたします。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（古川文雄君） 起立多数であります。 

  したがいまして、議案第172号 教育長の任命につき同意を求めることについての件は同

意することに決しました。 

  ここで退席者の入席を求めます。 

〔教育長 渡部修一君 入室〕 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７３号の上程、説明、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第９、議案第173号 教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについての件を議題といたします。 

  局長に議案を朗読させます。 

○議会事務局長（緑川憲一君） 〔第１７３号議案を朗読〕 

○議長（古川文雄君） 次に、提出者から提案理由の説明を求めます。 

  町長、遠藤栄作君。 

〔町長 遠藤栄作君 登壇〕 

○町長（遠藤栄作君） ただいま上程されました議案第173号 教育委員会委員の任命につき

同意を求めることにつきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

  このたび、現委員であります藤島絵美氏が９月30日をもちまして任期満了となりますので、

再任いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議

会の同意をいただきたく提案するものであります。 

  藤島氏は、平成29年10月から４年間、教育委員としてお務めいただいており、また、温

厚で人柄もよく、教育行政の識見を有し、教育委員として最適任でありますので、議会の皆

様の同意をお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  本案については、質疑、討論を省略して、直ちに採決を行います。 
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  議案第173号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについての件を採決いたし

ます。 

  本案は原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（古川文雄君） 起立全員であります。 

  したがって、議案第173号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについての件

は同意することに決しました。 

  ここで、議事の都合により、昼食を挟み、午後１時まで休議といたします。 

休議 午前１１時５３分 

 

開議 午後 １時００分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第10、議案第174号 鏡石町個人情報保護条例の一部を改正する

条例の制定についての件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、橋本喜宏君。 

〔総務課長 橋本喜宏君 登壇〕 

○総務課長（橋本喜宏君） ただいま上程されました議案第174号 鏡石町個人情報保護条例

の一部を改正する条例の制定につきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

  議案書５ページをお願いします。 

  このたびの鏡石町個人情報保護条例の改正につきましては、上位法であります行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法の

一部が改正されたことによるものでございます。 

  内容につきましては、特定個人情報の提供を制限しております法律の中で、19条において

その制限の例外規定が書いてありますが、そちらの規定のほうに１号が加えられたことによ

ります号の番号ずれで起こったものでございます。具体的には、その法律の第19条に、間に

４号が加えられまして、その以下の号が１つずつずれることになります。 

  また、情報提供ネットワークシステムの所管が今般できましたデジタル庁のほうに変更に

なりましたことによりまして、所管の大臣の名前が総務大臣から内閣総理大臣に変更したも

のでございます。 

  改正条文につきましては、条例第21条の３中「総務大臣」を「内閣総理大臣」に、「第
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19条第７号」を「第19条第８号」に改めるものでございます。 

  附則につきましては、施行期日を公布の日からとするものでございます。 

  以上、議案第174号につきまして提案理由の説明を申し上げました。ご審議いただき、議

決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第174号 鏡石町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定についての

件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第11、議案第175号 鏡石町個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部を改正する条例の制定についての件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、橋本喜宏君。 

〔総務課長 橋本喜宏君 登壇〕 

○総務課長（橋本喜宏君） ただいま上程されました議案第175号 鏡石町個人番号の利用及

び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定につきまして提案理由のご

説明を申し上げます。 

  議案書６ページをお願いします。 
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  このたびの鏡石町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例の制定につきましては、先ほどの議案第174号と同様に、上位法であります行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法の

一部が改正されたことによるものでございます。 

  内容につきましては、特定個人情報の提供を制限している法律第19号における例外規定に

１号が加えられたことによります号の番号ずれでございます。具体的には、第19条に第４号

が加えられたため、以下の号が１つずつずれることによるものでございます。 

  改正条文につきましては、条例第１条及び第５条第１項中「第19条第10号」を「第19条

第11号」に改めるものでございます。 

  附則につきましては、施行期日を公布の日からとするものでございます。 

  以上、議案第175号につきまして提案理由のご説明を申し上げました。ご審議いただき、

議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了します。 

  これより議案第175号 鏡石町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一

部を改正する条例の制定についての件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第12、議案第176号 手数料徴収条例の一部を改正する条例の制
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定についての件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  税務町民課長、倉田知典君。 

〔税務町民課長 倉田知典君 登壇〕 

○税務町民課長（倉田知典君） ただいま上程されました議案第176号 手数料徴収条例の一

部を改正する条例の制定につきまして提案理由のご説明を申し上げます。 

  議案書７ページをお願いいたします。 

  このたびの条例改正につきましては、マイナンバーカードの再交付について、町が手数料

を徴収していましたが、上位法であります行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律の一部改正により、マイナンバーカードの再交付手数料を地方共同

法人地方公共団体情報システム機構Ｊ－ＬＩＳが徴収することになり、その徴収事務を住所

地の市町村に委託する内容に変更されることになったことから、規定の整理を行うものでご

ざいます。 

  議案書の表をご覧ください。 

  手数料徴収条例別表、住民基本台帳の項から、行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律第２条第７項に規定する個人番号カードの再交付手数料の項

目を削除し、次の表のとおりと改正するものです。 

  附則として、この条例は令和３年９月１日から施行するものです。 

  以上、上程されました議案第176号 手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定につき

まして提案理由の説明を申し上げました。ご審議いただき、議決賜りますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第176号 手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定についての件を採決
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いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第13、議案第177号 令和２年度鏡石町上水道事業会計未処分利

益剰余金の処分についての件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  上下水道課副課長、吉田光則君。 

〔上下水道課副課長 吉田光則君 登壇〕 

○上下水道課副課長（吉田光則君） ただいま上程されました議案第177号 令和２年度鏡石

町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分についての提案理由をご説明申し上げます。 

  議案書８ページをお願いします。 

  このたびの未処分利益剰余金の処分につきましては、前年度決算における未処分利益剰余

金の一部について、特定の目的に使用するための積立金への積立てによる処分を行いたく、

地方公営企業法第32条第２項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

  処分の内容になります。未処分利益剰余金、令和２年度末の残高987万8,641円、議会の

議決による処分額400万円。内訳になります。減債積立金への積立て100万円、建設改良積

立金の積立て300万円、処分後の残高587万8,641円になります。 

  以上、議案第177号 令和２年度鏡石町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

に係る提案理由をご説明申し上げました。ご審議いただき、議決賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第177号 令和２年度鏡石町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

ての件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎常任委員会委員の改選について 

○議長（古川文雄君） 日程第14、常任委員会委員の改選についての件を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  常任委員会委員の改選については、委員会条例第５条第２項の規定により、議長において

指名したいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議長において指名いたします。 

  初めに、総務文教常任委員会委員に、３番、橋本喜一君、４番、菊地洋君、５番、小林政

次君、７番、渡辺定己君、12番、古川、以上の５名を指名いたします。 

  次に、産業厚生常任委員会委員に、１番、畑幸一君、２番、角田真美君、８番、大河原正

雄君、９番、今泉文克君、11番、円谷寛君、以上の５名を指名いたします。 

  次に、広報広聴常任委員会委員に、１番、畑幸一君、２番、角田真美君、３番、橋本喜一

君、４番、菊地洋君、５番、小林政次君、７番、渡辺定己君、以上の６名を指名いたします。 

  ここで、総務文教、産業厚生、各常任委員会をそれぞれ開催していただき、正副委員長の

互選を行い、議長まで報告願います。 

  暫時休議いたします。 

休議 午後 １時２０分 

 

開議 午後 １時３９分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 
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  ここで、総務文教、産業厚生、各常任委員会で互選されました正副委員長をご報告いたし

ます。 

  総務文教常任委員長、菊地洋君、同副委員長、橋本喜一君、産業厚生常任委員長、大河原

正雄君、同副委員長、角田真美君。 

  以上で報告を終わります。 

  引き続き、広報広聴常任委員会を開催していただき、正副委員長の互選を行い、議長まで

報告願います。 

  暫時休議します。 

休議 午後 １時３９分 

 

開議 午後 ２時０５分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

  ここで広報広聴常任委員会で互選されました正副委員長をご報告いたします。 

  広報広聴常任委員長、角田真美君、同副委員長、小林政次君。 

  以上で報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議会運営委員会委員の改選について 

○議長（古川文雄君） 日程第15号、議会運営委員会委員の改選についての件を議題といたし

ます。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会委員の改選については、委員会条例第５条第２項の規定により、議長にお

いて指名したいと思います。 

  議会運営委員会委員に、１番、畑幸一君、２番、角田真美君、３番、橋本喜一君、４番、

菊地洋君、７番、渡辺定己君、８番、大河原正雄君、以上の６名を指名いたします。 

  ここで議会運営委員会を開催していただき、正副委員長の互選を行い、議長まで報告願い

ます。 

  暫時休議いたします。 

休議 午後 ２時０７分 

 

開議 午後 ２時２６分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

  ここで議会運営委員会で互選されました正副委員長をご報告いたします。 

  議会運営委員会委員長、橋本喜一君、同副委員長、菊地洋君。 
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  以上で報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（古川文雄君） 以上をもちまして本日の日程は全部終了いたしました。 

  これにて散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

散会 午後 ２時２６分 

 



第 ２ 号 
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令和３年第９回鏡石町議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

令和３年９月３日（金）午前１０時開議 

日程第 １ 一般質問 

──────────────────────────────────────────── 
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開議 午前１０時００分 

◎開議の宣告 

○議長（古川文雄君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10人です。定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開き

ます。 

  本日の議事は、議事日程第２号により運営いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（古川文雄君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 今 泉 文 克 君 

○議長（古川文雄君） 初めに、９番、今泉文克君の一般質問の発言を許します。 

  ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） おはようございます。９番、今泉文克です。町９月定例議会において、

一般質問でトップを取らせていただきます。 

  さて、東京オリンピック、そしてパラリンピックがただいま開催中でございます。連日、

多くのアスリートたちが与えられたステージで精いっぱい汗を流し、たくさんの感動を与え

てくれています。特に、パラリンピックではアスリートのあの姿には涙が出るようなシーン

が幾つもありました。 

  そんな中で、福島県においては、東日本大震災あるいは放射能汚染、２月の福島県沖地震、

最近の汚染水の海洋放出など、非常に、続けて福島県だけがなぜかいろんなことが起きてい

るかと思います。 

  そんな中ではございますが、うれしい話もありました。８月２日から国、復興庁の力添え

によりまして、東京山手線の電車の中に宙づりポスターが出ました。皆様もご存じかと思い

ますが、我が鏡石町の岩瀬農業高校の生徒たちの努力、そしてたくさんの活動が紹介された

ところでございます。岩農がＧＧＡＰ、これが日本酒の取得の数字になっているということ

で、大変うれしいことでございます。それが首都圏の方々に大変目についているところでご

ざいます。 

  先週は、また我が町笠石の飛澤良男さん、登久子さんご夫婦が、県の農業賞を受賞いたし

ました。おめでとうございます。また、今日は午後から、この県農業賞の受賞祝賀会が県庁、
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杉妻会館のほうで行われるところでございます。大変うれしいことでございます。 

  そして、昨日はあの雨の中ではございましたが、岩瀬管内の中学校の駅伝競走がありまし

て、我が鏡石中学校の生徒たちが頑張って、男子Ａで優勝するというすばらしい努力の結果

が出ました。この後、10月に行われます県大会での活躍を期待するものであります。 

  それでは、通告した内容につきまして一般質問に入らせていただきます。 

  １番目は、全国高等学校総合体育大会の県内決定についてでございます。 

  過日の新聞で、2024年、令和６年度からは全国サッカーのインターハイの会場が福島県

楢葉のＪヴィレッジですることに決定したそうでございます。毎年、全国の高校生が集うサ

ッカーの甲子園とも思われる大会であり、我が鏡石町は、以前に国体のサッカー競技で利用

された鳥見山陸上競技場と多目的グラウンドを有し、すばらしい施設があり、日本サッカー

協会の田嶋会長は、高校総体をＪヴィレッジで永久にすることに定着したいというふうな発

言をされております。野球は甲子園、サッカーはＪヴィレッジとなる予定になりました。鏡

石町も、それに向けて今から準備していくことがよろしいのかと思います。そのためには何

をすべきか、今から考えて計画すべきであるというふうに感じております。 

  それで最初に、鳥見山陸上競技場、多目的グラウンドは、近年老朽化しつつあります。こ

の現状を、整備計画等どのように計画されておるのか、町のほうにお尋ねいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  教育課長。 

○教育課長（根本 博君） おはようございます。 

  ９番議員の全国高等学校総合体育大会の県内開催について、そのうちの（１）番、鳥見山

陸上競技場の関係施設の整備状況をどのように計画するかについて、ご答弁申し上げます。 

  先ほど、質問の中にありましたが、全国高等学校総合体育大会、インターハイの男子サッ

カーの大会については、Ｊヴィレッジの固定開催について、夏季の大会のため猛暑からのプ

レーを避け冷涼な環境の中で開催したいということで、全国高等学校体育連盟から打診があ

り、去る７月５日に内堀県知事の定例記者会見の席上で発表されました。 

  ご質問の陸上競技場の関係施設の整備状況でございますが、まず鳥見山陸上競技場のイン

フィールド、天然芝グラウンドにつきましては、都市建設課の公園緑地管理業務の委託によ

り、毎年度、芝刈りや施肥、養生を行い、グラウンド整備を行っています。 

  また、平成26年の人口芝化によりリニューアルオープンした、年間を通じて多くのサッカ

ー利用をいただいている多目的広場グラウンドについては、教育課の人工芝定期メンテナン

ス業務委託により、芝生の隆起やゴムチップをならすためのブラッシングを毎年度行い、良

好な状況の維持に努めているところでございます。 

  陸上競技場の改修計画につきましては、まず利用の多いトラック走路のウレタン層部を優
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先的に、続いてはメインスタンドの防水や写真判定室の塗装を長寿命化計画に基づき実施を

計画しております。 

  今後とも、公園整備担当である都市建設課と連携しながら、関係施設の適切な利用環境の

整備に努めてまいります。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 20年、25年経過してきて、維持管理もなかなか大変なところでござ

いますが、非常に、行ってみますと多くのサッカーファンの方々、あるいは選手の方々が練

習に、県内、あるいは遠くから来られているのが目につく、すばらしい環境になっているな

というふうに思っております。 

  まだ、インターハイの福島県決定までには、開催までには時間がありますが、今から一つ

一つそれを受入れできるような準備をすることが、福島県の鏡石にこういうすばらしい競技

場、あるいはサブグラウンドがあるんだということを伝えることができる、訴える、自慢で

きることがあると思いますから、それらについて計画的に進めていただきたいなというふう

に思っているところでございます。 

  もし、このようにインターハイの開催が決まって、鏡石町の鳥見山がその練習場とか、あ

るいは大会前の利用に使われるということがあった場合には、２番目になりますが、町内に

宿泊してもらうようなことが多くなると思います。そのとき宿泊する施設がない、あるいは

いろいろ遠くまでの送迎する対応もできないということでは使われません。 

  我が町のそういうふうな関連施設、そういうふうなことについても、今から地域の中で、

町の施策としても考えていただけないかというふうに思いますが、それらはどんなふうにな

っておりますか。 

  あるいは、サッカー協会の関連者の方々、インターハイの方々、それから全国の出場する

と思われるサッカーの有名高校なんかにも、ダイレクトメールやら、あるいは多くのアプロ

ーチをして、鏡石町にはこういうふうなすばらしいものがあるんですよ、楢葉までは高速を

使えば早く行けるんですよというふうに訴えながら、やっぱり少しでも利用を高めていく働

きかけを今からする必要性があると思います。そのことによって、鏡石がまた多くの方に知

られるというふうなことが期待できると思いますから、その辺の考え方を町のほうにお尋ね

いたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  教育課長。 

○教育課長（根本 博君） ９番議員の町内宿泊、送迎機関等の利便性、有効性の確立と各関
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係者への働きかけの考えについての答弁をいたします。 

  令和６年度から、大会開催では選手やスタッフ、保護者ら観客など、合わせて約３万

5,000人の方が来県されると予想されています。このたびお話があったように、町でも事前

合宿などで大会に向けた練習の拠点として、鳥見山陸上競技場を有効活用していただける機

会となると考えております。 

  さらに、利用者の増加に加え、交流人口の拡大による地域経済の活性化にもつながるもの

と考えております。 

  ご質問に対しては、現在のところ町の具体的な考えはまだありませんが、これまでも町内

の宿泊施設を利用し、鳥見山施設でのサッカー合宿が行われたこともあることから、今後の

地域振興策としても大変有効なものと考えられますので、各関係機関、団体と連携、さらに

は協議を図り、検討していく必要があると考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） ３番目に入りますが、これは、あそこをもしそのような形で、全国の

有名校が毎年、鏡石に来て練習するんだ、あるいは練習試合をしているんだということにな

りますと、そういうふうなことで地域の盛り上がりも出てきます。幸いにして、鏡石町はサ

ッカーのスポーツ少年団があったり、中学校が頑張ったり、あるいは県のクラブチームが使

ったりということで、非常にレベルの高い技術でサッカーが行われると思います。 

  町内のサッカーの普及とそれから技術向上にも、その方々のプレーを見て、チームが、選

手たちが大きく成長することが期待されますから、そういうふうなことを考えると、その見

たり勉強できる場を考えていかなくちゃならない。それは急にはできませんから、現段階か

ら、そういうふうに段階的に技術が向上するような、運営ができるようなカリキュラムをつ

くっていくことが必要であると思います。 

  そういう構築を教育のほうでは考えておられるか、お伺いします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（渡部修一君） おはようございます。 

  ９番議員の今のご質問にご答弁申し上げます。 

  今回発表されたインターハイ男子サッカーの県内固定開催では、県全体のサッカーの競技

力の向上につながることがまず期待されております。現在、鏡石町内でのサッカースポーツ

の普及や技術の向上の機会といたしましては、議員がおっしゃったように、小学生のスポー

ツ少年団活動をはじめ、かがみいしスポーツクラブでの小学校低学年を対象とした初心者向
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けのサッカー教室の開催や、幼稚園におけるサッカー体験授業等が実施されているところで

あります。 

  また、各種の大会関係では、ゴールデンウイークに開催される中学生の鏡石ジュニアサッ

カーフェスティバルや、毎年夏に開催されている小学生の牧場の朝少年サッカー交流大会が

長く行われておりまして、町内外のチームとの交流を通した若い世代の育成も続いておりま

す。 

  町としましては、今回のインターハイ県内固定開催を契機にしまして、町内でのサッカー

活動が盛んになり、活動の機会が活発化することを期待しているところですので、小学校や

中学校の子供たちへも地域住民のご協力を得ながら、県と連携し、またかがみいしスポーツ

クラブ等の協力を深めて具体的な計画を作成し、サッカースポーツの普及と技術の向上に継

続的に努めてまいりたいと考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 町長。 

○町長（遠藤栄作君） 私のほうからもこのサッカーについての点、２つほど申し上げますけ

れども、まずサッカーを普及、あとさらに技術力の向上、そういったことも含めて、自治体

がサッカーを応援する、そういった自治体が全国にあります。鏡石町もその自治体に参加を

して、私自身も日本サッカー協会の本部で何度か出席をさせてもらって、田嶋会長ともお会

いをしております。 

  そういう中で、来週10日でありますけれども、鏡石町がいわゆる日本サッカー協会100周

年記念ということでのその中で、鏡石町も表彰を受けることになりました。10日で間違いな

いと思いますけれども、なりました。そういうことで、町を挙げてサッカー等についてはそ

ういった考え方でしているということで、補足してご説明申し上げておきます。 

  以上です。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 我が町が、長田町長の時代に、こんな立派な陸上競技場を造ってどう

するんだというふうな声もありましたけれども、国体を受けて、その後、今日まで経費はか

かりました、維持管理の。でも、そのことによって多くの子供たちが成長したり、陸上なん

かも全国に多くのアスリートを出す町になりました。そういう意味では、頑張ってああいう

施設を、ハードをしっかりと造って、それをどうソフトで使っていくかというふうなこと、

あのかがみいしスポーツクラブなんかも一生懸命やってくれていますから、一体となって、

やっぱりこれからも大きく伸張して、100周年の表彰に恥ずかしくない町づくりになるよう

に、私どもは期待するものであります。 
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  それでは、２番目の質問に入らせていただきます。 

  ２番目は、大水害後の成田と鏡石町の町づくり、これは大変なことが成田の方々には起き

ました。歴史上初めてのことであり、そして、宿と言われた宿町だったのが、それがなくな

ってしまうという我が町の大きい出来事でございます。この度重なる成田地区は大変なこと

で、特に宿屋敷は何回か水害のあれを頑張ってきたんですが、ここにきて変わります。今回

は、生命までが脅かされました。 

  その対応策として、国は住民の移転と水害時の遊水地にする決定がされたところでござい

ます。簡単に言いますけれども、あそこに住む80戸近くの住民の方々の思いは、たくさんの

思い出があったと思うんです。それが全て、今回なくなろうとしております。そうした場合

に、町としては多くのことを考えなくちゃならないと思いますが、これが被災者の方々が遊

水地設置と移転説明会を受けたかとは思います。それに向けて、町はいろいろあると思うん

ですが、その住民の方々の移転意向は町としては把握されておられるんでしょうか。お伺い

いたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） おはようございます。 

  ９番議員の質問にご答弁申し上げます。 

  町では、今般の遊水地事業計画により、移転対象となる水害から居住地を守る成田地区推

進協議会の会員であります67世帯に対し、説明会を受けた現段階での皆様のお考えを確認す

べく、第１回目となる住宅移転に関する意向調査を４月１日に発送し、行ったところでござ

います。 

  意向の調査の内容としましては、１、国の説明会への出席の有無、２、遊水地事業につい

て賛成かどうか、３としましては移転先で必要としている敷地の面積、４が移転先の選定に

おける考え方、５としまして現在考えている移転先、６、今後の営農継続についての６項目

についての調査を行いました。 

  現在、まだ集約作業や、まだ未回答の方に対して回答の依頼を進めている状況でございま

す。改めて、これにつきましてはご報告をさせていただきたいと考えてございますが、国に

よる事業の詳細についてもまだまだ不確定な部分もあり、移転に関し未定や検討中といった

回答も多く見られました。 

  今後も、意向調査につきましては引き続き実施し、皆様の意向の把握に努め、皆様のお考

えに対応してまいりたいというふうに考えております。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 
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〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 何回か会議をやっているから、もうこういうものが、調査が大体行っ

ているのかなと思っていたらば、まだ今、集計中ということであれば、また後でこの数字、

成田の宿の方々の思い、特に課長は成田のあの一望を見渡せるところで小さい頃からずっと

成田を見てきていますから、一番心の中に残っているものがあると思いますから、力添えに

なって頑張ってやってください。 

  それでは２番目には、新たな移転地として、被災者の方々が、今、町が進めています駅東

地区を希望した場合は、可能だとは思うんですがどうなのか、可能なのか。可能であれば、

何戸くらいの住宅地がここにできる可能性があるのか。それから、今すぐにでも家を造りた

い方もおると思います。この方々が希望した場合には、この方々の声に応えるためにも早急

な移転希望には対応できるような条件になっているのか、お伺いいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ９番議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

  鏡石駅東第１土地区画整理事業は、現在、第３工区の道路の築造工事や緑地の工事、造成

工事、上下水道の工事を施工しており、第３工区の中の健康福祉センター予定地周辺、これ

につきましては令和５年度に保留地販売や民有地の引渡しを予定しております。 

  現在把握してございます遊水地整備の現段階におけるスケジュールについてですが、国の

説明としましては、令和４年度に宅地部分の用地調査を実施し、早ければ令和５年度に補償

の協議をすると予定されております。契約につきましては、それら協議が調った後、移転先

がおおむね決まった段階で行うことになると考えられますので、駅東区画整理事業の中での

対応ができるものと考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） そうしますと、これからまだ時間がかかりますからね。でも、すぐ対

応できるように準備は進めるよう強く求めるものであります。 

  ３番に入りますが、成田地区が、地区としての集団移転というのを望んだ場合に、町は考

えておられるのかどうかをお伺いします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） ご答弁申し上げます。 

  まず、先ほど課長のほうから、いわゆる国のほう、国の遊水地計画が決定になってからの
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第１回目の調査は行ったということで、これについては後ほど議会のほうに説明をするとい

うことになっております。そういう中で、令和元年度、水害が10月にありました。これは、

早速、その当時はあの水害から38日目に、地区の区長さん以下役員の方とお話をしてござい

ます、どうするかと。そういう中でも、私のほうから、やはりあの地区の命と財産を守るの

には集団移転、移転しかないということを申し上げさせていただきました。 

  そういう中で、12月にアンケート調査も実施してございます。そういう中で、結果として

はその当時の、いわゆる今の国のほうでの遊水地計画は全くない段階でありましたけれども、

回答率が63％、そういう中で、できるだけ早い段階で集団での高台移転をしたい、そういっ

た方が15％、すぐには難しいが将来的には集団高台移転をしたいが38％、合わせまして

53％、これは回答を得た方の割合です、そういったことで調査をしたということです。その

後、今、課長が言われたように、国の発表についてはこれから申し上げるということであり

ます。 

  この成田地区の集団移転というご質問でありますけれども、いわゆる国における遊水地事

業においては、事業範囲内の土地については全面買収方式によるということで示されました。

そして、この移転対象となる土地、さらには建物については当然、補償の対象になると。38

日後にいわゆる令和元年の12月にはこういったものが全くなかった状態の回答、そういった

ことで今回は移転の補償の対象になるということであります。 

  そういうことで、居住地の移転については、この補償金を元手に移転することとなるわけ

でありますけれども、移転対象となる世帯の皆様におきましてはそれぞれの考え方があると

思いますので、移転先の決定についてはご本人の意向が最も優先されるべきなのかなという

ふうに思っております。 

  町としては当然、成田地区内での移転、そういった希望する皆様のご意向に沿うような対

応を図っていきたいと。ただ、どの場所というご質問でありますけれども、これについては

協議会も設立もしてございます。意向も含めてしているので、いわゆるこういったことの調

整も含めながらしていきたいということでありますので、現時点においてはどの場所という

ふうには決定はしておりません。ただ、この流れからすると、できれば４年度予算等になる

かもしれませんけれども、いわゆるある程度の候補地について概略的な計画、そういったも

のをつくるような、そういった仕組みにできればいいなと現時点では考えているということ

であります。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） （４）番で総括させていただきますが、町は第６次計画をただいま策
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定中でございます。また、これは我々議会のほうにも細かい話が出ないで、この本議会中の

中で説明会があるということで日程は組まれたようでございます。それで、３番の中でも、

ここで記載してはおいたんですが、もし成田という地区、行政区の根幹となるべき地区が、

町の中の新しいところに集団で成田をつくるというふうなことができた場合には、町長はど

のように組み込む考えであるのか。あるいはその最適な場所と、最適は１つしかないんです

が、ここがいいだろうという場所を何箇所か、今からもう選定したり、あるいはそれに伴う

ところの町づくりのインフラの整備とか、あるいは今まであった行政とかそういうのが関連

してきますから、その辺は考えておられるのかお伺いいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） 町のほうでどの辺の場所、先ほども言ったように場所はまだ決めてご

ざいませんけれども、内部的にはやはりこういったところしかないんだろうなと、そういっ

た内部的には検討はしているというのも事実であります。ただ、今、発表する段階ではない

ということであります。これは協議会との意見調整もしなければならないと、そういったこ

となので、その辺についてはご了承いただきたいと。 

  そういう中で町としては、ご承知のように、４月からは治水対策室、これも設けました。

さらにこの７月には営農対策室も設けました。そういうことで事前に、この第６次総合計画

に入る前にこういった対応をして、しっかりと成田地区の遊水地に関する対応をしていると

いうこともご理解をいただきたいと思います。 

  そういう中で、第６次総合計画においてどのような計画を６次の中でしているのかという

ことでありますけれども、国の阿武隈川緊急治水対策プロジェクトによりまして、成田地区

においては居住地、さらには営農など様々な課題が想定されるということでありますので、

新たな第６次総合計画、これはまだ素案でありますけれども、素案では都市環境・地域防

災・生活居住の基本目標の中で、災害に強いまちづくりとしまして、防災対策の強化の施策

の一つとしまして、洪水対策事業の支援として、この阿武隈川治水対策プロジェクトに対す

るいわゆる事業の推進のための支援については、地元住民をはじめ国・県との調整を図って

いくこと、そういった文言を盛り込んでいきたいということで考えているところであります。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） まだ先だというふうな感覚でいると、すぐにたちまちその日がきます

から、いち早くやっぱりこれらについてはしっかりと、執行は忙しくて大変だじゃなくてや

らなくちゃならない大事なことですから、町長は頭の中に入れて、急がせて、町の基本方針
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をしっかりとつくっていかないとまずいと思います。６次計画の中でも、強くそれは出して

いっていただきたいと思います。 

  それでは、５番目の、なぜこの成田の諸問題というふうなことを上げたかというと、宿屋

敷の方々の今までの生活、それから隣組とかあるいは親戚とか、人間関係とか、今までの培

ってきた何百年、あるいは何千年にわたる先祖からのあれがあります。それが、今回大きく

変わってきますから。あれがそのまま集団移転するなら、それはある程度続くのかと思うん

ですが、しかし現実にはばらばらになってくると思うんです、生活している方々の思いが違

いますから。これを機会に新たなことを求める方もいれば、やっぱり従来のような隣との、

あるいは親戚とのつながりを、人の結びつきをやっていきたいという考えもあると思います

から。 

  町長は、ばらばらにするのか集団移転にするのか、そうなった場合に地域づくりまでのビ

ジョンを考えておられるのかどうかというふうなこと、ここまで行っていないのかとは思う

んですが、そういうふうな方針、そしてそれを、成田の方々の将来における安全な、そして

幸せな生活をつくれるような、はっきり言って、あそこの河原がなくなれば成田のなりわい

が終わってしまうんですよ。 

  これは鏡石だけではなくて玉川も同じ、矢吹も同じ。そういうふうなことではおのおの力

は、足並みをそろえることもあるかと思うんですが、成田は成田独自の地域づくりの、鏡石

の中の町づくりの考えとして、町長は指導力と誘導をやっぱりやっていく責務がありますか

ら、そういうふうなことについてどのように考えておられるのか、お伺いいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） いずれにしても、この成田地区についてはこういった災害が起きてし

まった。過去には、多分最も大きい水害だったのは昭和16年、太平洋戦争の始まり、そのと

きが多分今と同じような、今よりももっと大きかった災害だったかもしれません。そういう

中で、その間にも61年の8.5水害とかもございました。そういう中で、この成田地区につい

ては大変そういう水害があったということであります。 

  これも、６月の議会の中でもご質問があって、私のほうで答弁をさせてもらいましたけれ

ども、まず国の遊水地計画については、成田地区の皆さんにはこれまでにない重大な決断に

迫られることになりますけれども、しかし何といっても命と財産を守ることが大事なんだと

いうことでお話をさせてもらいました。 

  そういう中だからこそ、私は令和元年の水害の38日後に、地域の皆さんとお話をしながら、

そしてまだ遊水地も決まっていない中でのアンケート調査も実施をさせていただいたと、そ

ういったことで私のそういった思いについては十分ご理解をいただきたいなというふうに思
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っております。 

  人間関係、いろいろ当然あると思います。そういう中で、この回答については、これまで

も今言ったように成田地区は大きな水害に見舞われてきましたけれども、その都度、親戚、

そして地域の住民の皆さんの協力、支援により苦難を乗り越えてきたと。これは当然、人と

人のつながりによるというふうに考えております。これから、本事業を進めていく上でも、

家族や親族といった身近な人間関係、さらには隣組などの人間関係は非常に大切であるとい

うふうに認識しております。住民の心を第一に考え、個人の意思を尊重し、総合的な視点に

立って、地域住民の皆さんと町が協働しながら、より効果的な居住地づくりが進められるよ

う、そういうふうに考えているということであります。 

  全員が同じ場所で集団移転できればよろしいんでしょうけれども、なかなか個人、いろい

ろありましてできない可能性もある。そういった部分については、しっかりとこれからもア

ンケート調査等含め、個人のお話を聞きながら進めていきたいということであります。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 成田という鏡石の歴史のある地区、そして陣ケ岡遺跡から始まったこ

の岩瀬管内のスタートの、長きにわたる大きな変革でございます。それをつくり変えるわけ

ですから、町長は成田の各戸の方々の考えをよく集積して、そしてそれがよかったというふ

うな声が必ず最後には聞こえるような、何回も何回も地区の方々と話合いをしたり意見を聞

いて、次の政策を強く進めるように、私はもっと強く求めるわけでございます。何とかお願

いという言葉で、これは閉じさせていただきます。 

  それでは、３番目は駅東開発の今後についてお尋ねします。 

  平成５年にスタートした185ヘクタールの鏡石町最大の駅東開発は、今日、30年近くにな

ろうとしました。途中、185ヘクタールというあまりの大規模を３分の１に分けて、平成11

年には鏡石町鏡石駅東第１土地区画整理事業、非常に長い事業になったわけです。だから事

業も長いんだかもしれないけれどもなりました。その第１次開発分として185ヘクタールの

中の56.3ヘクタールについて、住宅740戸、居住地2,400の計画で町づくりがスタートしま

した。途中で、無理のある事業であるため大幅に変更し、この56.3ヘクタールを住宅地19

ヘクタールに減少し、公共用地11.3ヘクタール、新たに出てきたのが準工業団地26ヘクタ

ールが誕生したのでございます。これは、町長も担当したから一番お分かりのことと思いま

す。 

  その中で（１）番ですが、現在の住宅団地計画での今までの総建設戸数がありますが、ト

ータル的に、この駅東に建設戸数の予定としては何戸、第１土地区画整理の56町歩の中には
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予定されているのか。現在の完了した戸数は何戸になっているのか。また、居住人口計画の

予定は何名を計画しておられるように現在はなっているのか、お尋ねいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ９番議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

  鏡石駅東第１土地区画整理事業、これの事業計画でございますが、これらについては

56.3ヘクタール全体で、ヘクタール当たり40人という人の張りつきを想定して進めてござ

います。56.3のうち、住宅地の面積としましては41ヘクタールを計画していることになっ

ております。これにより計算しまして、駅東第１土地区画整理事業全体で居住人口計画とし

ましては約1,650人となってございます。 

  建設戸数でございます。既に販売終了してございます第１工区の世帯の人数、１世帯当た

り平均3.05人となってございますので、この数字を使わせていただきまして、全体計画

1,650人を3.05で割りますと、おおむね540戸が全体計画の中で想定している住宅の数でご

ざいます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 以前の全員協議会で、最近の一番新しいこの56町歩の中の全体的な図

面、あるいはその詳細の分かるような資料を提出いただくようにお願いはしていたはずなん

ですよね。まだそれが提出されていないものですから、質問するのにも何かどこかちょっと

抜けたような感じになってしまうんですが、取りあえず、それについては提出することを強

く求めるものであります。 

  それでは、（２）番目になりますが、今回、大水害に遭った成田宿屋敷の方々が、先ほど

も言いましたが駅東に移転希望した場合は、優先的な造成された住居は考えることができる

のかどうか。現段階では保健センターの周辺だけの数字しかまだ出ていませんが、それも含

めながら、成田の方々が入る予定がある工地ができるのかどうかお尋ねいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ９番議員のご質問へご答弁を申し上げます。 

  成田地区から駅東第１土地区画整理事業地内への移転希望につきましては、保留地を優先

的に販売できるかどうかを検討したいと考えてございます。 

  また、区画整理事業の中には民有地がかなりございます。これにつきましても、その土地

所有者の方と移転希望者をつなぐことができるか等、移転をする成田の方が希望する土地へ



－50－ 

住むことができるよう取り組んでまいりたいと思ってございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 今後の駅東住宅予定地の面積というんですか、それを再度お伺いさせ

ていただきます。幾らぐらいあるのか。 

  そして、これは住宅地として使える土地であるかどうかも重ねてお伺いします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ９番議員のご質問へご答弁を申し上げます。その戸数は何戸

ぐらい可能なのかというご質問へご答弁させていただきます。 

  駅東第１土地区画整理事業の第３工区につきましては、保留地が1.2ヘクタールのため、

移転対象の方からの希望が多い100坪で考えますと、約35区画が販売可能となります。 

  また、民有地、個人の方が持っている土地でございますが、これにつきましては、個人で

区画を分割するため、戸数については今のところはちょっと未定ではございますが、面積と

しては4.4ヘクタールございます。4.4ヘクタールの民有地が販売可能となります。先ほど

申しました100坪で計算しますと約132区画ということで、保留地で35区画、民有地で132区

画が第３工区の中に販売できる住宅地ができるというふうに、計算上、成り立つということ

でございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） それでは、（４）番に入ります。 

  ここに、準工業団地が平成21年に26ヘクタールを確保して計画がスタートしました。し

かし、以後12年間、一社の進出もなく話題にもならない状態でございます。 

  企業誘致という名前は毎年、予算の中で10万、20万予算化されているんですが、現在の

ところまで全然ありません。近隣の市町村と比べ、大きな企業進出は遅れが生じております。

今の時代に町長はオーダーメードと言っておられますが、企業は多様性が高まり、既製服を

求めるのが現実だと思います。駅東も多様に進むべきであるというふうに思います。 

  現在、新たな企業の誘致話題はないのですか。また、今日まで一社もない原因の把握はさ

れておられるんですか。お伺いいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  産業課長。 
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○産業課長（菊地勝弘君） ９番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  駅東第１土地区画整理事業地内の準工業地域に新たな企業の誘致話題については、企業か

ら現地の状況等についての問合せは数社ありましたが、正式に進出の話は現在ございません。 

  原因については、土地区画整理事業の準工業地内第４及び第５工区が未整備であることか

ら、そちらが原因だというふうに考えられます。区画整理事業の進捗状況を確認しながら、

担当課と連携を取り、企業誘致活動に努めてまいりたいというふうに考えております。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） 町長。 

○町長（遠藤栄作君） 私のほうからも補足して申し上げますけれども、まずこの駅東の土地

区画整理事業、これについては当初、私も担当をしたことがございます。その後、以降であ

りますけれども、先ほど議員が言われた、21年だと思いますけれども準工になったというこ

とであります。その当時は当然担当者ではありません。多分、当初のこの駅東の56ヘクター

ルの総事業費は67億だったはずです。21年、準工地をつくったときの総事業費は41億円で

す。そういうことからすると、二十何億下がっているということであります。 

  この準工地でありますけれども、次のニプロの関係もあるんですが、いわゆるこのときに

オーダーメード方式ということをされたと。ですから私が町長になってからオーダーメード

方式と言ったわけではない。以前変更した、前町長時代の中でのオーダーメード方式であり

ます。まずそこを１つ確認しておきたいと思います。 

  このオーダーメード方式、いわゆるニプロの話もありますけれども、ある南の地区、この

前もお話しした例えば白河、ここはオーダーメード方式と言っておりますけれども、ここは

全部県有地、所有地なんですね。だからオーダーメード方式が成立すると。 

  我が町のオーダーメード方式、これは町有地がばらばらにある、どちらかというと民有地

があるということなんですね。ですから、オーダーメード方式をするのには相当時間もかか

るし手間暇もかかるということで、すぐにはできない、オーダーメード方式だと。ですから、

今ばらばらになっているああいったものをまずまとめるということも、当然必要かもしれま

せんし、それを区画整理の中でまとめるという方法、そうしていかなければ、本当のオーダ

ーメード方式なり、なかなかできないという、今回もそういった状況で時間がかかって、い

わゆる会社の予定には合わない、こういった準工になっているという、そんなことでありま

すので、駅東については、中身を見ますと平成12年に市街化区域になっております。それか

ら平成21年、私が就任するまでにおいては、多分、工事といったらばいわゆる中学校の南側、

あの道路とあともう少し、もう１本、そんな程度ではなかったのかなということだと思いま

す。 

  本格的な第１工区工事が始まったのは26年からです。そして平成30年から約５年、この
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中で１工区がほぼ完了したと。先ほど申しあげましたように、当初67億のところから41億

にしたということは、道路を間引きしたということですから、例えばこの41億の中身で区画

整理をやっておったならば、多分、個人が再度道路を設置しなければ住宅地としては売れな

い状況になってしまう。そうするとますます遅れてしまう。ですから、この第１工区につい

ては、やはり時間はかかりましたけれども、道路をしっかりとつくって、即販売できる、そ

ういった区画整理に直したということであります。 

  そういったことで、この駅東についての流れについてもご理解いただければありがたいな

というふうに思います。 

  以上です。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 確かに、町長が言っているオーダーメードは前町長の時代に計画され

た事業でございます、それは分かっております。でも、町長も今、言われましたが、その時

代ではなくなったんだということを言っておられますが、もう、皆さんもそう思っています

から、ここでやっぱり、既製服を買うようにチェンジしましょう。やっぱりそうしないと大

変な苦労をしますから、ここで工業団地の運用については思いきり皆さんでやっていただき

たい。そのための努力をしてもらいたいというふうに思っております。 

  それでは、３番目の……。 

○議長（古川文雄君） 今泉さん、②は。 

○９番（今泉文克君） はい。 

○議長（古川文雄君） ②、（４）の②です。 

○９番（今泉文克君） ごめんなさい。（４）の②でございます。 

  ②、東日本大震災、福島県沖地震によって、我が町を代表する企業、ニプロファーマが鏡

石では大変な被害を受けました。その中で、新たな工場建設が発表されて、鏡石駅東進出計

画もありますが、どのようになっておるのでしょうか。ニプロ新工場建設が可能であれば、

町は工場敷地を無償で提供して誘致する、そういうふうな有利性を考えてもよろしいんじゃ

ないかと思います。今、白河の企業誘致も出ましたが、私も工業の森というところ見てきま

した。山の上にすごいところを造成して造りまして、そこに三菱開発関係企業が進出して、

鈴木市長も県の企業局長をやった方だからその有利性もあったんでしょうけれども。 

  我が町は、今、駅東に26町歩ありますが、これをニプロが来たいと言うのであれば、私は

無償でやってもいいだろうというふうに思います。平成11年には10アール650万でした。そ

してこれは、約10ヘクタール、10町歩買うと６億5,000万くらいになっていますね。笠石の

方々のところにそれが行きました。 
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  これは、もしかして現在１反歩300万として計画すると10町歩で３億円。あるいは100万

として見た場合、実勢的な姿から見ると１億円。このくらいの金になりますね。だから、無

償でやるということは大変なことかもしれないんですが、ニプロが誘致されてくるのであれ

ば、このくらいの用地は無償で提供して、鏡石町の今後に影響する、そして新工場、固定資

産税、社員の雇用、駅東の大きな開発、鏡石町の企業イメージ、関連会社などの進出、もろ

もろでニプロの企業城下町が鏡石の新しいキャッチフレーズの一つとなってもいいんじゃな

いでしょうか。そういう点からすると、地代の無償も今の時代必要になってきているんじゃ

ないかというふうに思っております。その辺は、町長はどのように考えておられるか、お伺

いします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） ご答弁申し上げます。 

  ニプロの進出について、駅東の準工について、ニプロの中身に合わせたいわゆる無償で提

供してはよいのではないかということでありますけれども、これは議会の中でも、全協の中

でも、いわゆる町の所有についてはそういった提案もさせていただきました。 

  ただ、民地について、今100万とか300万とかという話がありましたけれども、これは地

権者がどう思うかでありますけれども、あそこについては市街化区域であるということなの

で、そういったことが可能かどうか。これは地権者にも当たってみなければ分かりませんけ

れども、なかなか１工区、今３工区しておりますけれども、そういったことからすると、な

かなかそういうふうにはいかないのかなと。その地権者の立場になれば。私はこの無償とい

うことについてはそういう考え方であります。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 本当だよね。無償というのはなかなかできないというのは町長の考え

方ですよね。 

  でも、あれがいつになったらできるのか、何ができるのだかって、全然予定が立たない。

そのときに町がこうやってずっと年月ばっかり経っていますから、あれは今後もひょっとし

たら、ニプロが今、新しい工場を白河に造りたいとかという話も、先日もしておられたとい

うことですね。そうなってくると、鏡石はいつになったら本当の工場ができるのか。非常に

私は、我々の時代にあの駅東に、やっぱりニプロというすばらしい日本を代表する企業の一

つが新たに定着してくれれば、もうすごい鏡石町のイメージも上がってくると思いますから、

ぜひとも私はそういうことを政策として検討してはどうかなと思うんですが、なかなかでき
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ないというと何でもできないわけですから、それができないんだこっちゃ、それ以上は言っ

ても無理だからね。 

  ただ、そういうふうに無償で提供して、新しい工場を造ってもらって、そこに固定資産税

が入った、あるいはうちの息子、娘が務めたんだ、家から近くていいんだ、そしてあのかい

わいがにぎやかになってきたんだ、それから明るくなったんだというふうな話題が出るよう

な町づくりにすべきだと強く言っていた議員もいたことも、記録として残しておかないと、

後世に、町民の方々に、あるいはそう思っている方々もいると思いますが、何やっていたん

だ議会はというふうなことにもなりますから、提案して。検討できるかできないかはこれか

らの内容ですが、私は地価の問題もあるけれども、水田ですから、前のほうに650万という

価格はなかなか市街化区域だけれども、そこまで地権者も求めていないだろうというふうに

私は思っております。 

  だから、その辺を加味しながら検討する時間を持っていただければいいなというふうな思

いを強く訴えて、この②番はやめまして、③番に入ります。 

  この準工業予定地内は水田が主力というか、全部水田ですよね、この準工業地域に計画さ

れているところは。地権者の方々の買取価格とか、その辺はどのような程度で予定されてい

るのか。あるいは、また誘致する企業への販売価格は幾らくらいを試算されておられるのか

お尋ねいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ９番議員のご質問へご答弁を申し上げます。 

  準工業地域の整備につきましては、これまでのほかの工区と同様に、区画整理事業で整備

をしていくこととなってございます。区画整理事業のほうで整備しますと、町のほうで保留

地を販売することになります。この保留地の販売の価格につきましては、不動産鑑定評価を

して評価員の方に価格を諮問していただきまして決定となるため、申し訳ございませんが、

現在では価格は幾らというようなことはまだ未定ということでございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） ここに工場を誘致する、企業を誘致するという話を再三再四言ってみ

ても、今度はここが幾らだったら売却できるんだかという数字の単価が出てこないことには、

前に進めないんですよね。企業に行って、工場の用地が26町歩あるんですと言ったって、幾

らなんですかと聞かれたときに、これからなんですなんて言っていたのでは、今の経済界の

企業に対するスピードと、我が町の企業誘致のスピードの差があり過ぎます。オリンピック
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の100メーターの決勝の10秒を切るタイムと、鏡石の小学１年生の子供がレースしているよ

うなものですから。そのときに、価格が大体幾らぐらいから幾らぐらいなんですとかという、

今日ここで言うくらいの話は私は持っているんだろうと思うんですが、そういうのも全然な

いのでは、企業誘致の話には、土俵には上がれないのが当たり前ですから、その辺はどうな

んでしょうかね。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） 価格ということでありますけれども、まずご理解いただきたいのは、

この56ヘクタール、これを町が一遍に準工も含めた中で動かすことは財政上も無理だという

ことについては、議員の皆さんも多分ご承知のとおりだと思います。 

  そういう中で、先ほども言いましたように、第１工区はほぼ完了し、今、第３工区が始ま

って、何とか３工区については見通しがついてきたということであります。今回、ニプロの

お話もありました。そういう中で、すぐ取りかかることもできないことも当然で、そういう

ことで断念をしたということであります。ただ、ニプロさんについては自社用地があるので、

できる限り白河に行かないでこの鏡石町でやってほしいということは伝えてあって、それに

関しての町ができること、こういったものについてはしっかりと議員の皆さんにもお知らせ

したとおりお伝えをしてあるということです。 

  今回、３工区もほぼ見通しがついてきたということなので、４、５工区、さらには残りの

２工区、こういった全体のいわゆる県道から南側の部分について、どういった形で排水処理

をするかということが一番のネックになりますので、まずそういったことについて今回の補

正予算にも上げていただいたということも申し上げたとおりであります。 

  そういう中で、この排水の中によって調整池がどれだけになるのか、という事がある程度

決まる、そういう中で、４工区、５工区をどうするかということもあると。ただ、そういう

中に、本当に準工についていいのかどうかについても、いわゆる１工区、３工区、その隣が

準工ということで本当に住めるのかどうかということも、再度、これについては検討しなけ

ればならないのかなということも考えていかなければならないのかなというふうに思ってお

ります。そういう中で、しっかりと一歩一歩進んでいるということもご理解いただきたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） お話、答弁を伺いますと、準工業団地はあるけれどもなかなか難しい

という言葉で最終的にいってしまう、そうすると、よそからももしかして進出したいという
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言葉があっても、町がそれを受け入れることができないということですよね。26町歩の面積

は持っているんだけれども、持っているといったって、じゃ売りますよということができな

い。それは永遠と今、長く続いておりますね、そういうことが。 

  それではあの土地が、道から南側が、いつまでたっても地権者の方々には固定資産の評価

が高いために、以前には約6,000万近く、町が増収したわけです、それが、平成11年から田

んぼから市街化区域に変わったことによって。それは全部、笠石のあの土地を持っている所

有者の方が、基本的な、米を作っているけれども市街化区域の税額で納めているから、町に

約6,000万近く、あれから1,000万くらい増えたから7,000万近く納めていると思いますから。

町はそのほうがいいわね。 

  だけれども、地権者の方々の負担は大変なものがあるし、そしてそれが今後どうなんだと

いうふうになるとなかなかできない、すぐはできないというふうな答弁ばっかり来ちゃった

のでは、地権者の方々の不満と、あと我々議会は何やっていたんだという町民からの強い声

が出てきています。 

  ですから、これらについては何らかの形で対応できるスケジュールというものを明示する

くらいの予定はお持ちになれないんですかね。お尋ねします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） やらないとかということじゃなくて、やはりこの56ヘクタールという

のはあまりに広大だと。そういう中で、今、１工区と３工区が終われば、３工区は終わろう

として今、もう大体決まっているということなので。今、４、５工区について２工区も含め

て、ここの部分について今後やるのには、どうしても調整池を造らなければならないという

ことなんです。この調整池について、どれだけの大きさになるか、こういったことも計算を

して、事業費がどうなるのかということをはじき出さなければならないということなので、

着々と残りの部分に手をかけていくように、今、努力をしているということです。 

  ですから、平成10年に市街化区域になった。12年からスタートするわけであります。そ

ういう中で、じゃ本当に何年かは進まなかったという、これを取り戻さなければならない。

ですから着々と、１工区から進んでいるということも、これはご理解いただいて、議員の皆

さんと一緒になってしていかなければ、ここにばっかりお金をかけることもできない部分も

あります。現市街化区域もしっかりとしていかなければならない。そういったことも含めな

がら、この駅東についてもやっていかなければならないと、そういうことなので、やらない

ということではないので、一つ一つやっているということをご理解いただければありがたい

なと思います。 

  以上です。 
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○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 質問をする前に、議長の承諾をいただきたいと思います。 

  この後の県中地区都市計画の質問も通告しておりますが、残り10秒くらいではちょっと難

しいので、これは割愛させていただきたいと思います。 

  よろしいですか。 

○議長（古川文雄君） はい、分かりました。 

○９番（今泉文克君） それでは質問に、最後の残りにさせていただきますが……（ブザー音）

今、議長にお伺いした15秒くらいは時間をください。 

○議長（古川文雄君） はい。 

○９番（今泉文克君） それでは、なかなかできないというふうなこと、非常に厳しいのが後

ろにあると思いますけれども……。 

○議長（古川文雄君） 今泉議員、時間を超過した場合はそこで終わりになっております。 

  ９番、今泉文克君の一般質問はこれまでといたします。 

○９番（今泉文克君） 質問は執行で、議長には……。 

○議長（古川文雄君） その分、時間戻します。15秒戻します。よろしいですか。 

○９番（今泉文克君） いいです、それで。 

  ありがとうございます。ですから、スケジュールの作成を強く求め、そしてそれが早く達

成できるように願いながら私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君の一般質問はこれまでといたします。 

  ここで換気のため、５分間休議といたします。 

休議 午前１１時１９分 

 

開議 午前１１時２６分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

  傍聴人の方に申し上げます。傍聴規程にありますように、拍手や私語の禁止となっており

ますので、静粛に願います。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 円 谷   寛 君 

○議長（古川文雄君） 次に、11番、円谷寛君の一般質問の発言を許します。 

  11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） ご指名をいただきました11番議員の円谷寛でございます。本定例会
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一般質問の２番目の質問をさせていただきます。 

  私は、今回で一般質問121回目になります。これは、ちょっとした手前みそになりますけ

れども、ちょっとした記録ではないかと思うんです。私が100回目の一般質問をしたときに、

マメタイムスさんに記事を書いていただきました。これは管内で史上初めてだということだ

ったんですが、それからさらに21回の回数を重ねてまいりました。 

  昭和62年に町会議員になった頃から、当分の間は一般質問を通告しますと、担当課長が通

告議員の自宅を訪問いたしまして、質問の内容をもっと詳しく知りたいんだということで、

議員と話合いをしてまいりました。これは、質問内容を掘り下げると同時に、答弁する執行

の側にも内容のある答弁をするためにも大変意義のあるものであり、私どももまたその話を

する中でいろいろ勉強になったのであります。そのように執行が議員の質問に真剣に対処を

してきたわけでありますが、最近どうもその執行の答弁が私に言わせると軽くあしらわれて

いるのではないかというふうなことがままあるように思われてなりません。 

  また、このことは議長の側にも大きな責任があるのでございまして、私の初めて議員にな

ったときの議長は、町職員で総務課長を経験したことのある今泉冨三郎さんでございました。

今泉さんは、非常に議長として、私は今でも尊敬する議事さばきをいたしておりました。執

行が答弁漏れや的外れな答弁をすると、厳しく叱咤をされていたのを今もはっきりと思い出

すことができます。また、一般質問をした議員に対しては、議会終了後の懇親会の挨拶など

ではいつも、一般質問された議員の皆さん本当にご苦労様でしたというようなリスペクトを

示していただいたことが思い出として残っています。 

  ともあれ、我々の質問は町民から負託をされた大事なものでありますから、真剣な内容の

ある答弁をぜひいただくように要望しておきます。また、議長は高いところに座ったからと

いって、議員を低く見下ろすような態度ではなく、執行に対して議員の質問に真摯に答弁を

させるように、常に配慮をするように強く要望しておきたいと思います。前回の定例会の一

般質問では、まさに横暴とも取れる私の質問を拒否するような態度がありましたので、これ

は重大に抗議をしておきたいと思います。 

  質問に入る前に、最近の政治状況について一言述べておきたいと思います。 

  新型コロナウイルスの感染は、とどまるところを知らず拡大し続けています。感染者が病

状が進んでも自宅療養を強制され、そのまま亡くなっている人も出ています。病床確保策の

ための法律をつくったり、予算をつくるための国会を開くべきだという野党の要求を、与党

は無視をし続けています。コロナに感染した妊婦が入院できずに、自宅で出産をして赤ちゃ

んが亡くなっているなんていう例も発生をしております。救急車が来ても病院で受け入れる

ところがなく帰ってしまう、こういう状況も報道されております。 

  このように、国民の生命が危機にさらされているというのにもかかわらず、与党は憲法で
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国会議員の４分の１の要求があれば開催が義務づけられている国会を全く開こうとしており

ません。これは、絶対に許されない憲法違反の行為です。国会を開き、今までの自公政権の

失策が選挙の前に国民の前に明らかになるのが怖いのだとしたら、自らの政策に自信がない

ことを証明しているのであり、政権党としては全く失格であります。 

  我が町の感染者も40名となりました。県内13市を除く46町村の中では８番目の多さにな

りましたが、全くこれは油断のできない状況であります。ワクチン接種の促進とクラスター

防止のために、我が町も全力で取り組む必要があると思います。 

  それでは、通告書に従い、具体的質問に入ります。 

  まず、大きな１点は、成田地区遊水地計画についてであります。 

  成田地区遊水地については、今、先ほど今泉議員もいろいろと質問をされましたが、私も

若干ダブるところもあるかもしれませんけれども、質問をさせていたただきます。 

  まず、２年前の10月台風19号で大変な被害を、特にこの成田地区は受けました。その前

の大洪水は私が町議会議員になる前の年、昭和61年８月６日に大洪水がありまして、成田の

堤防が決壊をいたしまして、この成田の宿屋敷中心部はほとんど浸水の被害を受けました。

しかし、このときは大変な被害だったんですけれども、床下浸水がほとんどで床上浸水はご

く一部でございました。しかし、今度の19号の台風は、ほとんど八十数件が床上浸水に見舞

われたわけでございまして、これはまさに大変な大洪水だったわけでございます。 

  この成田の宿屋敷というのは、昔は宿場町であったと、それで宿屋敷という名前がこの間

まで残ってきたわけですね。町の地名変更で今は宿屋敷という地名はなくなったんですけれ

ども、ここは大変古い歴史のあるところでございました。この集落がほとんど床上浸水で、

ちょうど稲刈りのシーズンでもございましたので、コンバインのカッターで刻んだ泥まみれ

のわらが、それぞれの家に押し寄せて、家の中は本当に泥の混じったわらで埋め尽くされる

ような状況でございました。それで、逃げるのに遅れて残されたお年寄りが、消防署のボー

トに乗って朝方救助されるのを目の当たりにいたしました。本当に、これから地球温暖化の

ますます進む中で、もうこの地区は人が安心して住む土地ではなくなったんだというふうな

思いを強くさせられた光景でございました。 

  その後、遊水地にするという国の計画を聞き、まずイメージしたのはお隣、須賀川市の浜

尾遊水地でございました。浜尾遊水地は、今までの農地はそのまま耕作をしてください、で

も大雨が出たときには若干の間、水をためさせてもらいますというふうなことで、補償も部

分的な権利の部分の補償でございました。しかし、今度の６月にあった説明会の国土交通省

の説明は、全く異質なものでございました。この区域、ほとんど洪水に見舞われた地域を掘

削をして、家を立ち退かせて農地を全部買収して、深く掘り下げて阿武隈川に堰を造って、

雨が降ったときはどんどん水を入れて、雨がやんだらば川に戻しますというふうな計画でご
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ざいました。本当にびっくりをいたしました。 

  しかし、考えてみれば、これから地球温暖化の中で大雨がどんどん降るというふうなこと

を考えるときに、これはやむを得ないことなのではないかというふうな思いもさせられたわ

けです。それは、我々はその遊水地の計画が出る前に町長とも議論をいたしまして、これは

やはり高台移転をしないと、成田地区宿屋敷の人々の生命の安全は保たれないのではないか

ということを私も考えたわけでございます。そうしますと、やはり高台移転のためには、全

面買収というのは避けて通れないのではないかと、自分のお金で高台に移るなんていうのは、

ごく一部の人にはできるかもしれませんし、既に移った人もいるようですけれども、それは

みんなに通用することではないということでございますので、大変これはいたいのですけれ

ども、これはやはりやむを得ない。 

  そしてまた、遊水地というよりは私はダムというべきものではないのかと思いました。私

は、成田行政区の区長もさせていただいたこともあります。この成田地区ではただ一人の町

議会議員として、いろんな声を聞いてきましたけれども、堤防を高く頑丈なものにしてくれ

とは聞きましたが、堰を造って水を引いてくれということは全く聞いていなかったので、本

当にこの計画には驚きました。しかし、スーパー堤防を造って阿武隈川の水は防ぐことはで

きても、「前門の虎、後門の狼」との例えのとおり、後ろには鈴ノ川、諏訪池川の水が、阿

武隈川の水位が高くなって流れがせき止められて行き場を失い逆流してくる、いわゆるバッ

クウォーターというものをどうするのかという問題があります。そのためには、やはりここ

は高台移転しかないというふうな思いに至ったわけでございますけれども、長年住み慣れた

住まい、集落、それから耕作農地をダムの用地として失う住民の思いを思うとき、まさにこ

れは断腸の思いではないかと思うんですけれども、命を守ることがやはり何よりも重要な

我々政治の役割だと思うと、やむを得ないのかという思いにさせられるのです。 

  しかし、今回の計画はあくまでも事業の中心的な目的は下流の水害防止、これが一番の目

的であることは間違いのないことだと思います。郡山では中央工業団地に日立製作所の工場

があったんですけれども、この工場も移転をして今はありません。そうであるならば、成田

住民の方々が今後の生活と農業の経営に不安を持たずに済むような施策を国に要求し、その

実現のために町は全力を挙げて取り組むことが要求されると思います。成田地区住民の生活

と権利をどう守るのかについて、次の６点についてお尋ねをいたします。 

  まず、（１）番として、基本設計はいつまで町に提示されるのかについてお尋ねをいたし

ます。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） 11番議員のご質問にご答弁を申し上げます。 
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  今般の遊水地整備事業につきましては、国においては、現在、地下水調査、地形の測量、

地盤調査、構造物概略設計などを実施しております。また、今後においては、国や町など公

共施設の各管理者等との事前協議等を行う予定であり、上流遊水地群に係る基本設計につい

ては検討中の状況であります。また、町におきましても住民説明会を受け、関係者である町

民の意見や意向を十分に反映させるよう国にお願いしている状況であります。これらを踏ま

えて、国において基本設計案を作成し、町へ提示されるものと認識しております。 

  なお、現時点において基本設計が提示される時期については、いつ頃とは明示されており

ませんが、現地調査の進捗や地元意向への対応を考えると、早くても来年度以降になるもの

と思われます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） これは、今のところそういうことでしか分からないということであ

れば、私はやむを得ないだろうと思います。出たらば、速やかに我々にもお示しをいただき

たいと思います。 

  （２）番に入ります。 

  ２番目は、矢吹町、玉川村にもそれぞれダムが計画をされておるわけでございますが、や

はり国と我々がいろいろ要求をぶつけて話合いをするためには、やはり何といってもこの３

町村で結束をして、一緒になってやっぱりやっていかないと、個々ばらばらでは、相手は非

常に強大な国家権力ですから、こういうものと渡り合うことはできない。いろんな知恵を出

し合って、少しでも有利な条件を勝ち取るためには、この３町村で対策協議会を設置するべ

きではないかというふうに思うんですけれども、これに対して町長の見解をお尋ねいたしま

す。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） ご答弁申し上げます。 

  国による遊水地計画につきましては、ご承知のように鏡石町、玉川村、矢吹町の３町村合

わせますと、約350ヘクタールと広大な遊水地面積となっております。当然のことながら、

事業の進捗においては、矢吹町、玉川村と本町の３町村において、連携は必要であるという

ふうに考えております。担当課においては、既に随時情報共有を図っているということであ

ります。去る６月22日でありますけれども、３町村の首長による意見交換会も鏡石町で開催

させていただきました。今後も継続的に実施してまいりたいというふうに考えております。 

  また、この遊水地に関しては、県に対して３町村による要望活動も行ってまいりたいと、
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そういったことも協議している状況であります。そういう中で、今後も３町村で情報交換を

図り、連携してこの遊水地整備事業に対し、住民に寄り添った対応に努めてまいりたいとい

うふうに思います。ご意見のあった対策協議会、この設置については、その必要性について

も３町村で話し合っていきたいというふうに思います。 

  なお、付け加えて申し上げますけれども、やはりこの３町村で協議会をつくってというこ

ともあるんですが、私はここは県も巻き込むということも大事だと、350ヘクタールの広大

な土地、これが荒れてしまっては何もならないということなので、やはり３町村ばかりじゃ

なくて、県もこの遊水地については入ってもらうような、そういった活動もして、いわゆる

県とこの３町村、そういったことでしていければいいなということで他の町村にも申し上げ

てまいりました。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） ぜひ、この３町村の対策協議会を発展させていただいて、首長だけ

じゃなくて担当職員も含めていろいろ話合いをして、知恵を出し合って、少しでも優位な条

件を勝ち取るようにお願いしたいと思います。３町村はそれぞれの郡が違います。県議会議

員の選挙区も違いますので、７人の県議会議員がここの出身の県議会議員がいるわけですか

ら、こういう人たちにもぜひ協力をいただいて、県に対する働きかけなども広げていただき

たいものだなというふうに思います。 

  それでは、次の３番目でございます。 

  成田地区の当事者が、この問題をどう考えているのかということが重要で、先ほども一部

意向調査があったということですが、私はアンケート調査をすべきではないかということを

言いましたけれども、まだ未回収のものも大分あるし、まだ調査の項目についてももっと詳

しく、内容にいろいろな要素を織り交ぜてこれをすべきではないかということで、１回の意

向調査では当然終わらない、これからこういう問題をもっと進めるべきだというふうに思う

んですけれども、答弁をお願いします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） 11番議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

  ６月の住民説明会で国から遊水地計画の概要が示され、遊水地の範囲内は全面買収方式に

よるものと発表されました。町では、今般の遊水地事業計画により、移転対象となる水害か

ら居住地を守る成田地区推進協議会の会員である67世帯に対し、第１回目となる住宅移転に

関する意向調査を７月１日に発送し実施いたしました。 
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  また、全面買収方式には農地も対象となりますので、遊水地内で営農を継続することがで

きなくなりますので、農家の方への影響も大きいことから、地区内で営農している123名の

農家の方々を対象に、今後の営農の意向を把握するためのアンケート調査を７月27日付で発

送、８月12日回答期日として実施をいたしました。 

  この２つのアンケート、現在集計中でございます。意向調査につきましては、これからも

引き続き実施してやっていきたいというふうに考えてございます。そして、今後の移転や営

農の支援策、このために役立てていきたいと考えてございます。 

  なお、意向調査につきましては、これからもやっていきたいというふうに考えてございま

す。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） ぜひ、今の課長の答弁のように、いろんな項目、いろんな対象者を

重複的にやっていただいて、未回収の人たちには直接催促に行って回収をするくらいな努力

をして、ぜひ地域の皆さんの考えを把握して、これから対処をすべきだというふうに思いま

す。 

  次の（４）番目は、遊水地に計画され立ち退かざるを得ない人に、町は住宅団地を造成し

て分譲すべきではないかという項目についてでございます。先ほど今泉議員の質問にも、こ

の件が含まれていたと思うんですけれども、私は成田の住民として区長も経験した立場で、

これは笠石地内の区画整理の駅東開発地域に移ってしまうというのは、非常に成田としては、

これはもうなんか忍びないんですね。 

  そして、まだこの地域は、先ほど町長の答弁にあったように、非常に高い値段で町は買い

集めている土地なんですよね。そして市街化区域でもございますので、これは農家は結構宅

地が余計に必要なので、一般の勤労者の住宅と違って、例えば苗を育苗するにはハウスなど

もやはり管理上、家の近くに置きたいとかなんかになると面積も必要だと。そうすると、そ

ういう高い土地をたくさん買うということは大変難しいのではないかと思いますので、私は

この移転先を、旧成田行政区内の周辺、例えば池の台とか、成田原町と今は言うんですか、

そういう辺に、あとは新町とかそういう地域に、ぜひ成田の行政区の範囲内で、そして調整

区域を解除させて、比較的広い土地でないと農家はやっぱりなかなかまずいということでご

ざいますので、そういう調整区域を解除するような農地に建てるようにすれば、この地域だ

ったらば安くても買えるのではないかと、そういう思いもございますので、ぜひこの辺に住

宅団地を造って、やはり自分の力だけでは交渉して土地を求めたり、買ったり造成したりと

いうことは大変なことでございますので、ぜひそれを町として手を貸して進めるべきじゃな
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いかというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） ご答弁申し上げます。 

  先ほど今泉議員さんからも質問があったとおりでありまして、町としてもいわゆるアンケ

ートを取りながら、全員が全員、成田に残るということでもないようなので、次、三男の方

については駅東に行きたいという、そういった意向もあるようでありますので、もっともっ

と集約をしながら、どれだけの面積が必要なのかということも把握しながら、できる限り、

今、議員さんが言われたような、いわゆる成田地区は成田地区の中で対応できるようにして

いきたい。できれば宿屋敷が見えるところが、私は自分にとっても、そういうことであれば

宿屋敷が見えて、そういったことならばなおいいのかなと個人的には思っておりますので、

そういったことも含めて、成田地区の皆さんも多分そう思っているのではないかなというふ

うに思いますので、成田地区の意向も含めながらしっかりと対応してまいりたいというふう

に思います。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ここで円谷議員、議事の都合で、昼食を挟み午後１時まで休議といた

します。 

○１１番（円谷 寛君） 今からですか。 

○議長（古川文雄君） はい。 

○１１番（円谷 寛君） 分かりました。 

休議 午前１１時５４分 

 

開議 午後 １時００分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

  11番、円谷寛君。 

○１１番（円谷 寛君） 答弁の番ではなかったか。 

○議長（古川文雄君） いや、答弁は終わっています。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） では、午前に引き続き質問をさせていただきます。11番の円谷です。 

  成田地区遊水地計画の（５）番でございます。 

  水田面積が大幅にこの事業によって減少するわけでございます。今、零細な水田経営は機

械の維持、償却費によって赤字経営が必定であります。この問題に対応するためには、やは

り町でライスセンターを設置するべきではないかというふうに考えるんですが、これに対す
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る考えをお尋ねいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  産業課長。 

○産業課長（菊地勝弘君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  今回の遊水地計画では、約100ヘクタールの水田が減少することになります。また、遊水

地の外に少しずつ水田が残る方もおります。稲作は多くの種類の農機具が必要で、少ない水

田のために各農家が農機具一式を維持していくのは大きな負担だというふうに考えておりま

す。このため、遊水地計画に伴う稲作については、ライスセンターの設置なども当然検討し

ながら、経営の維持を支援してまいりたいというふうに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） ぜひ、この辺はご検討いただきたいと思います。 

  次に、遊水地計画の（６）番でございますが、これは先ほど来の住宅移転などの問題解決

のためには、新しく移転先となる地域は調整区域が大変多いわけでございまして、調整区域

の場合は宅地などへの転用が規制をされているわけでございまして、やっぱりこれでは成田

で遊水地の計画地に入った人たちが行き場所がなくなるわけでございますね。そのためには、

やはり調整区域の変更というものを国・県に対して働きかけて変更させるべきではないかと

いうふうに思いますが、いかがでございましょうか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） 11番議員のご質問へご答弁申し上げます。 

  市街化調整区域内における建築につきましては、通常であれば厳しい立地基準があります

が、今般の遊水地による住宅の移転については、一定の手続を踏まえる必要はありますが、

調整区域の変更をすることなく、市街化調整区域内への建築が可能ということを県に確認を

しております。 

  なお、今後は、移転対象となる世帯について、個々の案件に寄り添った対応を図ってまい

りたいと考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） そういうことで、一生懸命取り組んでいただきたいと思います。 

  それでは、大きい２番目に入ります。 
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  子育て支援策の強化についてございますが、これについては再度、前から言っています問

題なんですけれども、３点ほど質問をさせていただきます。 

  まず、第１点目は、給食費の無償化についてであります。 

  お隣の天栄村などでは、既に新しい年度から一部無償化が実施をされております。我が町

も、当然これは実施をすべきというふうに思いますが、これに対する執行の考えをお尋ねを

いたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（渡部修一君） ただいまの11番議員のご質問にご答弁申し上げたいと思います。 

  現在、新年度になりまして、新たに３自治体が給食無償化のほうにかじを切りまして、59

のうち40自治体、67％の市町村が何らかの方策を取っているということは承知しておりま

す。また、我が鏡石町でも、低所得者に対しましては、就学援助費の中で給食費の支援を行

っておりまして、低所得者に該当する家庭には給食費全額の補助を行っておりますので、そ

ういう方においては給食費の実質的な保護者負担はございません。令和３年度では59世帯、

76名がその対象として認定されております。給食費の支援額は約435万円になる予定であり

ます。 

  前回のご答弁でも申し上げましたが、低所得者以外の全ての家庭についても全額を公費で

賄いますと、全額で約6,220万円、３分の１補助といたしましても2,073万円の予算が必要

だと試算されています。現在、ご承知のとおり第二小学校の改修事業などが計画されている

ことからも、公費補助にするための財源の確保が非常に困難な状況にあるというのが現状で

ございます。そのため、学校給食費の無償化につきましては、食育、子育ての観点、また

国・県の動向、県内の各市町村の状況を把握し、町民からのご意見を直接聞いていらっしゃ

る円谷議員さんをはじめとする議員の皆様方のご意見も頂戴しながら、引き続き慎重に検討

してまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） この問題については、まだ引き続きやっていきたいというふうに思

っています。時間の関係もございますので、前に進めます。 

  （２）番は、バス通学費補助の拡大についてという問題でございます。 

  今、第二小学校の３年生までについて補助を出しているわけですけれども、これはやっぱ

りもっと、私、前々から言っていますように、町民の公平さに立って考えるならば、やはり

久来石の南のほうとか、さらには蒲之沢、あるいは深内とかあの辺の方々も対象にするのが
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公平な町政の在り方ではないかというふうに思いますが、この辺拡大をすべきじゃないかと

いうふうに思います。 

  と申しますのは、これは単にお金の総体的な流れを把握してもらいたいんですが、バスの

赤字路線に対しては補助金を出しているわけですね、町は。ですから、そのほうで出すお金

をこの通学バスの補助に出せば、その赤字の部分で出す補助金が減っていくのではないかと

いうふうに考えるんですね。ぜひ、この辺についてご検討いただきたいと思います。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（渡部修一君） 11番議員の今のご質問にご答弁申し上げます。 

  バス通学の補助については、議員のおっしゃるとおり、現在第二小学校の１年生から３年

生までを対象に実施しておりまして、対象は旧二小学区の児童でありまして、昨年度は10名、

今年度は８名へ補助を行っております。 

  なお、今年度８名のうち５名が往復の申請、３名は片道の申請でございます。 

  対象となる児童の人数は、年々減少傾向にあります。この事業開始から40年が経過してい

ることもあり、議員がおっしゃるようにバス代の補助の拡大につきましては、第一小学校の

バス通学児童、例えば久来石地区ですと定期購入者が約30名おりますので、そういった児童

との公平性も考慮し検討が必要であると、先日ホームページに公表しました教育行政評価の

中でも委員の皆様から意見を頂戴しているところです。 

  そういう意味で、バス通学費の拡大につきましては、事業開始当時と現在の状況が大きく

変化していることから、バス利用の実態を把握しながら検討していく必要があるというふう

に考えております。その際には、円谷議員のほうからもお話がありましたように、路線バス

の運行状況や今後の小学校の児童数の推移、安全な通学環境の確保等を総合的に勘案いたし

まして、路線バスのみならずコミュニティバスやスクールバスといったいろいろな方面から、

関係機関と連携を図り検討を進めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 赤字路線のバスに対する補助というものも十分考えていただいて、

どうせ赤字路線のバス路線に対して補助金を町で支出をしているわけですから、それをもっ

と積極的に、そういうものを有効に使うのには、やはり今、教育費の保護者負担の軽減とい

うのは、今の政治の相当大きな課題でございますので、ぜひここをもっと検討していただい

て、同じくお金を出すのならば、バス代の赤字路線の補助というよりも通学費に対して出す

という積極的な出し方をすべきではないかということで、この問題も引き続きやっていきた
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いと思います。今日は時間の関係もありますので、前に進めます。 

  （３）番は、通学路の整備・改良についてでございます。 

  これは今年、県道成田鏡田線の一部の歩道の工事をされておりました。しかし、その先に

行くと、全くまだ未整備で歩道らしい歩道はないと、こういう状況にありますので、やはり

今、第二小学校の生徒もたった８人しか定期券の補助をもらっていないということでありま

すから、多くの子供たちは満足な歩道もないようなところで通学をしているわけでございま

すから、もう少し本気になって、ここは成田・鏡田線が県道でございますが、そのほかに道

路についても通学路については整備、改良について、もう少し積極的にやるべきではないか

というふうに思いますので、この辺についてご回答をお願いします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（渡部修一君） ただいまの11番議員の通学路の整備・改良についてご答弁を申し上

げます。 

  通学路の安全確保に向けた取組については、鏡石町通学路交通安全プログラムに基づきま

して、通学路安全推進会議、定期的な合同点検を実施しております。今年度については、現

在、小中学校へ危険箇所の把握を実施して取りまとめを行っている状況であり、小中学校か

ら我々が感じていなかった部分にまで危険箇所等が上がってきているところです。 

  今年度の10月に学校教育委員会、道路管理者、警察等で危険箇所等の合同点検を実施し、

危険箇所についてしっかりとそれぞれが共有する予定でおります。また、合同点検の結果か

ら明らかになった対策が必要とされる箇所については、その箇所ごとに歩道整備、あるいは

防護柵の設置などのハード面の対策や、交通規制や交通安全教育などのソフト面の対策等を、

必要箇所に応じて具体的に実施メニューを検討し実施してまいります。 

  さらに、国道４号の拡幅事業も進捗する中で、道路環境も変化してきていることから、安

全な通学の設定についても、各学校やＰＴＡ、さらに地域住民の意見を取り入れながら、子

供たちが安全で安心して通学できるように、ハード面の積極的な改修、そしてソフト面の事

業の推進をそれぞれ進めてまいりたいと考えております。ぜひ、ご指導お願いしたいと思い

ます。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） ぜひ、子供たちが安全に通学ができるように、この面での取組をこ

れからも強く進めていただきたいと思います。 

  大きな３番の入札制度の不正利用防止策についてお尋ねをいたします。 
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  これは、かつて会津美里の町長が、入札制度の中で、最低制限価格を漏えいして業者に便

宜を与えたと、そして賄賂をもらっていたということで、町長は逮捕されて失職をしたわけ

でございますが、こういうことはやっぱり二度とあってはならない。 

  しかし、これは、私は制度に問題があるというふうに思うんですね。やっぱり僅か三つか

四つの数字が漏れることによって、重大な業者の利益が保障されてしまう、こういうものを

やっぱり温存しておくこと自体、問題があるというふうに私は思うんですね。だから、こう

いう制度はもうなくすべきではないか。 

  そして、もしかしていろんな理由がありますけれども、あまり安くすると手抜きがあるな

んていう声もあります。私は、これに対しては職員を従事させて検査を徹底すれば、その心

配はない。高く入札、落札させたからといって、手抜きがないということは限らないわけで

す。だから、私は検査できるような職員を張りつけて厳しく検査をしておくこということに

よって、このような手抜き工事の問題は解決されるのではないかと。ぜひ、この辺の検討を

お願いしたいというふうに思います。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） ご答弁申し上げます。 

  まず、行政の長が発注に係る秘密情報を漏えいすることは、入札の公正を著しく害する犯

行であります。町民からの信頼も大きく損なわれるということになります。まず、このよう

なことはいずれにしてもあってはならないという認識をしております。 

  あと、この歩切り、いわゆる最低価格、こういったことについては法律等もございます。

そういったことについては担当課長からも、総務課長から答弁させます。 

○議長（古川文雄君） 総務課長。 

○総務課長（橋本喜宏君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  今、町長が申し上げましたように、行政の長しか入札の、特に最低制限価格というものは

認識できないようなシステムになっておりますので、長の方がそういうふうな形になります

と、入札そのものが大きく揺らいでしまうというような環境でございます。 

  金額につきましても、今までは設計金額に対して、入札者なり町長なり、専決事項におけ

る入札者がある程度設計に対して減額するという方法が取られておりましたが、近年、その

やつは設計からいわゆる歩切りといいまして、何％下げるのはよくないよというような形で

国のほうから指導がございますので、金額につきましては、ある程度予測がつくというのも

なんなんですが、ある程度の数字が固まってしまうのかなというのが現在の状況でございま

す。 

  以上、答弁とさせていただきます。 
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○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） とにかく、原理的にはこれは大変な不正で、だから町長が首になっ

たわけなんだけれども、そういう不正が起きやすい制度そのものについて、やっぱりなるべ

く避けていく、極力避けるというふうなことをすべきじゃないかと思うんですね。これは私

が監査委員をやっている立場でちょっと思ったんですけれども、やはりなかなか進まないか

ら言うんですが、町長も副監査をやっている保健環境組合、私もそこの監査委員をやってい

るんですけれども、ここで長沼に今、設備開設をされようとしている不燃物置場の入札があ

って、私が入札価格をお尋ねしましたら、落札したのは東京の佐藤工業、そして最低制限価

格に満たなくて失格をしたのが竹中工務店。この竹中工務店は、佐藤工業よりも１億何ぼ安

く札を入れたことによって失格をしたんです。 

  私は、なぜ竹中工務店という日本の大手ゼネコンがやれるという１億円安いほうにさせな

いのか、この仕組みに私は問題があるんだと思うんです。決して竹中工務店は赤字を出すよ

うな企業だったら、そんな入札はしないはずなんですから、やはりこれは税金を極力安く使

うべという、有効に使うべという、そういう視点をやっぱりもう少し、我々は税金を一円も

無駄にしないという考えで持つべきではないかというふうに考えるわけですね。ぜひこれか

ら、そういう不正が入りやすい、そういう仕組みを改める、そういうことが必要ではないか

というふうに考えるんですが、いかがでございましょうか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） 私も先ほど申し上げたように、要は発注に係る秘密の情報を漏えいし

たことによって、ある町の長が逮捕されるという、そういうことの事件であります。私は、

この長に就任してから、いわゆる入札には一度も出席はしておりません。 

  もう一つは、入札の入札調書、予定価格、これについては当然、今は歩切りの関係があっ

て予定価格と500万円以上の場合には最低制限価格ということで、予定価格は様々なんでし

ょうけれども、下の数字は私自身が、これは職員も分からない、そういった中身で記入して、

そして封をして、それを総務課の金庫に預ける。そして入札時は副町長と、担当課で執行を

するという、というそういった方法を取って、私も一度もそういう中身では入札には参加し

ていない。自分が書いているわけですから、別に入札に出席する必要もないので、そういっ

たことでしっかりと業者との関係はしているということを申し上げたいと思います。 

  以上です。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 
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○１１番（円谷 寛君） 建前の話は何回も聞いたんですけれども、やはりそういう不正が起

きやすい状況をなくしていく、こういうことがやっぱり大事なんですね。やっぱり人間です

から、いろいろ弱みをつかまれるようなときもあるだろうし、そういう面で不正が入りやす

い、そういうものはやめていくということがやっぱり必要なんでないかということで、これ

からもこの問題については、またやっていきたいと思っています。 

  時間が８分になりました。次に、４番目に入ります。 

  公職選挙法をどのように守らせるのかということで、ここは他というふうになっているん

ですね、他というのは私、町長と教育長の次の欄は他だったんですね。だから、他という欄

はないんです、これは選挙管理委員長ですね。それで、その他というところに丸をつけたん

ですけれども、これは選挙管理委員長にお尋ねをするわけでございます。 

  公職選挙法をどのように守らせるのかということで、非常に、次のような問題について見

解をお尋ねいたします。 

  今朝ほどの新聞にも、須賀川市長、須賀川選出の県議会議員、さらには須賀川市の議長、

こういう者が禁じられている寄附行為で違反があったということで新聞に出されておりまし

た。宗方県議などは、私は会費だと思って出したんだと、しかし寄附になっていたとは知ら

なったなんて言っていますけれども、やはり寄附を３人の政治家がやっていたということで、

新聞に載っておりましたけれども、やはりやってならないことは、やってならないのです。

そのくらいのことが分からないでは、県議会議員としてはどうかというふうに言われてもし

ようがないのではないかと思うんですけれども。 

  私は具体的な内容は、次の４点ですね。こういうことはいかがなものかということで、時

間がもうないので、はしょってというか、１つずつやっていきたいと思います。 

  ①番は、町議選の告示日に、第一声に集まった有権者にパック入りの赤飯を配ったと、こ

ういう運動をやった議員、そのときは候補者だったんですけれどもおります。これに対して

はどのような見解でございましようか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選管書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  ご質問の行為につきましては、公職選挙法第139条飲食物の提供の禁止の制限違反につい

て関係してくる可能性があると思われます。しかしながら、個々の案件につきまして、選挙

管理委員会で法令に抵触しているかどうかを調査、判断することは、権限がないことからで

きないものと考えております。公職選挙法第５条において、市町村の選挙管理委員会は市町

村の議会議員、または市町村長の選挙に関する事務を管理することとされており、ご質問の

ような案件におきましては、法令に抵触しているかどうかの調査する権限については、警察
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の管理下にあると認識しております。 

  町選挙管理委員会としては、須賀川警察署と連携し、情報を共有することで公平な選挙の

執行を図りたいと考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） そうすると、次のほかの問題もそういうことになってしまうんです

ね。選挙管理委員会というのは、そういうことでいいんですか。警察だけが取り締まる、選

挙管理委員会は何もそこでは対応できないんですか、またお尋ねします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選管書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） おっしゃるとおり、先ほど答弁しましたように、公

職選挙法の法律上の中に、市町村なり中央選管なりの選挙管理委員会というものがうたわれ

ております。 

  ５条におきまして、先ほど申し上げたように、市町村の議会議員または市町村長の選挙に

関する事務を管理することとされておりまして、同じ公職選挙法の中の後ろのほうに、今、

言ったように、やっちゃいけないことが幾つか、139条であれば先ほど言った飲食物の提供

の禁止というような話になっておりますが、そちらのほうの調査権限、例えばそれを調査す

る、捜査するという権限につきましては、警察権の管理下に置かれているというふうな形で

ございますので、選挙管理委員会としてはそういう情報があれば、須賀川警察署のほうにこ

ういう情報がありましたよというような話をするだけで、情報を共有して、例えばその現場

はどうなっているのかというような話があれば協力はしたいなというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 何か非常に納得できないんですけれども、じゃみんな警察に任せて、

選挙管理委員会は何もやらないと、こういうことなんですね。 

  ２番目についても、一応お尋ねをしておきます。 

  ②、遊説先で有権者にアイスクリームを配ったという、そういう選挙をやった人がいるん

ですけれども、これについてはどうですか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 
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  ご質問の行為につきましては、先ほどと同じように、公職選挙法におきまして139条の飲

食物の提供の禁止の制限違反になると関係しております。 

  その行為についてのご回答となりますと、先ほどと同じような形になって大変恐縮なんで

すが、個々の案件につきましては、選挙管理委員会のほうでは抵触しているかどうかの判断

はちょっとできないというふうに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 非常に残念な解釈ですね。そういうことで選挙管理委員会は選挙違

反を何もできないみたいな話になってはどうかなと、これから私も勉強しなくちゃならない

と思っています。 

  ③番は、町議選の前の年のお盆に、候補者とは全く親戚になっていない、そういう人の家

に新盆にお金5,000円と桃１箱を供えたと。こういう候補者がいるんですけれども、これに

ついてはいかがでしょうか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  ご質問の行為につきましては、こちらのほうにつきましては、公職選挙法の第199条の２、

公職の候補者等の寄附の禁止、第249条の２、公職の候補者等の寄附の制限違反について関

係してくるものと思われます。 

  回答につきましては、先ほど①、②と同じような形ですので、選管のほうとしては抵触に

しているかどうかというのは権限がないことからできないというふうに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 全くそういうことでは、何か選挙違反を啓蒙するだけで何にもそう

いう権限がないということでは、ちょっと納得はできないんですけれども。 

  ４番目は、選挙で集まった人にごちそうをするために、賄い人に日当を払ったと。ごちそ

うすることと日当を払うこと、その２つの問題があるんですけれども、この辺についてはい

かがでしょうか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 



－74－ 

  ごちそうすることということでございますので、こちらのほうにつきましては、公職選挙

法の第139条、飲食の提供の禁止の制限違反について関係すると思われます。日当を払うこ

とにつきましては、公職選挙法の197条の２において、選挙運動に際し、事務員、車上運転

員、労務者に報酬など、一定の範囲までは認められております。 

  内容につきましては、先ほどと同様な回答でございますので、選挙管理委員会では法令に

抵触しているかどうかにつきましては、権限がないことから判断はできないというふうに考

えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） しかし、そういうものを選挙違反としてやっぱりやめさせる、そう

いう責任は選挙管理委員会にはないんですか。どうしてなくせないかということを選管は考

えないんですか、全然。お尋ねします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  確かに、公平な選挙というのも、おっしゃるように選挙管理委員会の大切な責務の一つで

ございます。そのために、こちらのように、これは前回の町議会議員の一般選挙に皆様に配

られている選挙の手引というようなもので、こちらのほうにこういうものは禁止されるよと

いうような形で記載して説明しておりますので、こちらのほうを準拠していただくように、

啓発活動には十分力を入れていきたいなというふうに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 啓蒙だけではなくて、選挙管理委員会はそういう違反を摘発すると

いう、そういう責任はないんですか。できないんですか、そういうことは。例えば、そうい

う訴えを受けた場合は、警察に摘発するということはできないんですか。お尋ねします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） 摘発行為というふうな形になりますと、摘発の言葉

の意味になっちゃうんですが、こちらは法律用語でございませんので、犯罪などを暴いて公

表するというようなことの言葉になってしまいます。そういうことですので、それが犯罪か

どうかという判断自体が、なかなかうちらのほうの選管のほうに権限が与えられておりませ
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んので、そちらのほうは情報を共有して、このようなことがあったよというような形で情報

提供までになってしまうというのが現状でございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 非常にこれは問題のある話なんですね。やはり、そういう行為をや

めさせるという責任が選挙管理委員会というのはあるんだろうと思うんです。選挙を管理し

ているということは、不正が起こらないようにやっぱり見ていく、あるいは場合によっては

そういう行為をした場合については訴えていくというようなこともやらないとなくならない。 

  日本の司法の行政に携わっていた前の法務大臣が、広島の参議院選挙で2,900万円ものお

金をばらまいたということが、もらった人が皆届け出て明らかになっているにもかかわらず、

法務大臣をやった人が選挙違反ではないなんて強弁をしているわけですね。こういう世の中

の乱れ、こういう中でやはり選挙違反などがまかり通っていくわけでございますから、やは

りもう少し積極的に、違反はやっぱり選挙管理委員として許さないんだというふうな考えに

はならないんですか、それはどうなんですか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（橋本喜宏君） 11番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  おっしゃるように、やはり公正な選挙、候補者の方々が同一の土俵に立ちまして公平な選

挙、誰でもできるような公平なる選挙というものにつきましては、選挙管理委員会が行うと、

管理する選挙では必ずそういうふうな選挙ではならないというふうに肝に銘じてはおります。 

  ただ、その先ほどの調査権なり捜査権につきましては、こちらが把握していないというの

も事実でございますので、選挙管理委員会としましては、そちらのほうの公平な選挙をする

ためにはこういうことはやってはいけませんよというような啓発活動に力を十分入れて、公

平な選挙の管理執行に努めてまいりたいというふうに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 非常に不満足なあれですけれども、私自身ももう少しこれから勉強

して、この問題についてまだ執行と答弁をめぐっていろいろ続けてやっていく考えでござい

ます。 

  時間もあまりございませんので、これで一般質問を終わります。 

○議長（古川文雄君） 11番、円谷寛君の一般質問はこれまでとします。 
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  ここで、換気のため５分間休議いたします。 

休議 午後 １時３９分 

 

開議 午後 １時４６分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 菊 地   洋 君 

○議長（古川文雄君） 次に、４番、菊地洋君の一般質問の発言を許します。 

  ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） ９月議会、最後の登壇者となりました菊地洋でございます。一般質問

をさせていただきます。 

  世界中がコロナ感染拡大のニュースの中、昨年開催を延期し、本年紆余曲折の中で、オリ

ンピック委員会と日本政府の半ば強引に、そして異例の無観客にて開催された2020東京オ

リンピックでした。しかし、開催をされると、やはりスポーツの祭典というだけあって、

数々の感動を与えてくれたと思います。特に感動したのは、柔道、阿部兄弟の同日金メダル

獲得や、レスリング川井姉妹の金メダル獲得など、日本中に大きな感動を与えてくれたと思

います。 

  柔道は９年前のロンドンオリンピックでは女子の松本薫選手の金メダル１個にとどまり、

大惨敗という結果でした。今回監督を務めた井上康生氏は、データの分析を徹底的に行い、

選手の得意技を伸ばし、弱点を克服し、そして選手を褒める手法で今回のオリンピックに臨

んだそうであります。そして、最後の責任は監督が取るとの指導法だったそうで、選手はそ

れぞれ伸び伸びと今回の競技に臨んだそうであります。結果、金メダル９個、銀メダル２個、

そして銅メダル１個の計12個のメダルを獲得することができたのだと思います。 

  大会史上最高のメダル58個を獲得することができ、終了いたしました。そして８月24日

よりパラリンピックが開催をされており、ここでもメダルラッシュが続いております。障が

いを克服しながら出場している選手達に、私たちは大きなエールを送っていきたいと思いま

す。 

  さて、新型コロナウイルス感染症拡大はとどまることを知らず、変異株、インド由来のデ

ルタ株が世界中に感染拡大をさせており、若年層の拡大が広がり、大変心配な事態になって

おります。我が町においても、９月１日現在、40例目の感染者を確認しているところで、中

には10代未満の感染も確認され、今後学校等への適切な対応が問われると思いますので、適

切な対応を執行側によろしくお願いを申し上げておきたいところであります。 
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  それでは、通告に従いまして通告をさせていただきます。 

  初めに、道路行政についてであります。 

  （１）の本年２月に発災した福島県沖地震において被害を受けた道路の改修状況について

お尋ねをいたします。 

  初めに、久来石の旧道の発注はしたと伺っていますが、いつ頃復旧完了する予定なのかに

ついてお伺いをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ４番議員の質問にご答弁を申し上げます。 

  本年２月の福島県沖地震により被災した町道久来石線の復旧状況でございます。９月９日

を完了の工期と定め、今現在施工中でございます。復旧箇所は２工区に分けて施工しており

ます。北側工区につきましては、舗装まで完了いたしました。現在南側の工区の舗装工事を

実施しているところでございまして、工期内には完了する予定でございます。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 国の災害査定の後の工事着手ということがあって、大変時間がかかっ

てきたと思うんですが、まず発注に当たって、もう既に今、北側はできているのは確認をし

ております。今、南側着手しておりますが、片側、片側での修復というのと、例えば両面一

遍に業者に見積りを出させるのとどっちが安いのか、その辺は試算をされましたか。お伺い

いたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） 発注に当たりましては、基本的には国の査定のとおり発注を

行うということですので、国のほうで認められた範囲の中での発注の方法でしか計算はして

ございません。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 確かに、国の言うとおりにやらなければ予算が下りてこないという、

これは承知しております。ただ、久来石の住民の方々からすれば、10年前の震災のときも結

構あの道路はやられました。そして、今回の２月の福島県沖地震のときにも、日に日に陥没

するように片側がずっと陥没していったというふうな経緯を見たときに、やはりあそこはし
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っかりとした舗装で完了させないと、今後また、例えば震度５とか震度６とかというような

地震が来たときに、同じように陥没するんではないかという、こういう心配があるんですけ

れども、その辺についてはいかがですか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ご答弁を申し上げます。 

  10年前にもかなりの大きな被害があって、今回も被害が久来石地区には特に多かったとい

うふうに認識してございます。 

  今回、施工してございます工事につきましては、あくまで国のほうで認められた分という

ことでございます。ただ、それ以外にも久来石の道路については非常に悪いところがある、

目立っているということは重々承知してございます。これにつきまして、さらに下がってい

る箇所、また老朽化による箇所、これもありますので、これにつきましては、やはり議員も

おっしゃいますとおり、その箇所のみでなく、ちょっと広い範囲での本格的な復旧が必要で

あろうということを十分承知してございますので、９月の議会のほうで補正予算のほうを上

げさせていただいて、その災害査定の箇所以外のところについても、年次計画的に継続しな

がら修繕工事はやっていきたいというふうに考えてございますので、ご理解いただければと

思います。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 了解いたしました。 

  大変、久来石の旧道はほかの地域と比べると、特に下のほうの道路が狭隘な部分があって、

この辺について今、普通車での交差にもかなり難を期すという、こんなふうなところがあり

ますので、その辺についてもよくよく考慮しながら、しっかり対応していっていただきたい

というふうに思います。 

  同じような質問なんですが、笠石の旧道の状況についてお尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ４番議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

  笠石の地区の旧道の災害復旧工事の状況のおただしでございます。 

  町道笠石・鏡田線につきましても、９月９日完了工期で施工中でございます。こちらにつ

きましては、既に現場の舗装のほうは完了してございます。 

  以上、答弁といたします。 
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○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 確認をしてまいりました。間違いなく舗装になっておりましたので。 

  続いて、③番の岡ノ内地内ニプロ裏側の旧道の復旧はということで、昨日確認をしてまい

りました。昨日、ローダーがかかって地固めをしていたようでありますので、この辺ももう

数日で完了するのかなと思うんですが、ここの完了はいつの予定なのかお尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ４番議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

  岡ノ内地内ニプロ裏側地区の災害の復旧ということでございます。 

  まず、岡ノ内池周辺の災害復旧の進捗状況でございますが、岡ノ内池、上の池のほう、４

号線に近いほうでございますが、こちらについては住宅地周辺について、仮復旧工事をして

ございます。これが完了しまして、現在、この岡ノ内池の上の池のほうの本復旧工事に向け

た測量設計業務、これをしてございます。９月30日工期で発注してございますので、間もな

く出来上がってくる。この業務により、岡ノ内池の上の池のほうは埋立てするのかという予

定でございますが、本復旧工事に係る費用が算出されますので、その後復旧工事を発注した

いというふうに考えてございます。 

  また、下の池、高速道路側の大きい池のほう、これの上に位置する10年前に崩落した岡ノ

内の団地の道路、こちらの災害復旧の工事、こちらは10月25日が工期でございます。現在、

鋭意施工中でございます。請負業者さんのほうからは、10月25日工期なんですが、９月上

旬、間もなく舗装のほうはできる予定であるというような報告を受けております。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 昨日、ローダーで固めていましたので、多分もうすぐ舗装は開始され

るのかなというふうに思って、10月25日まではかからないだろうというふうに、昨日私も

推測して見てまいりました。 

  いずれにせよ、２月に発災した地震から、やっと９月半ばになって、国の査定の遅れもあ

ったかと思うんですが、そこを通る住民にとって、生活道路として毎日のように利用してい

るわけでありまして、できるだけ早い完了が望まれたんですが、その遅くなった理由という

のはやっぱりあれですか、国の査定の問題ですか。その点についてお尋ねをしたいと思いま

す。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 
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  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ご答弁を申し上げます。 

  ２月13日に地震は発生しました。これを受けまして、町のほうでは災害復旧工事の準備を

進めていたわけでございます。いろいろな測量設計等、いろいろ進めておりまして、それで

もやはり災害査定、国のほうの査定のほうは５月ぐらいになってしまったと。国のほうに合

わせなければいけませんので、このような予定になってしまった。この査定を受けまして、

さらに設計のし直しでありますとか、そういうものが必要になってございましたので、実質

的には６月11日に工事の契約を結んだということですので、工事は６月に入ってからという

ことで、非常に地域住民の方にご迷惑をかけているということは重々承知してございますが、

何分そのような行程を踏まなければならなかったということをご理解いただければなという

ふうに思います。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） それでは、地震による被害を受けた道路の質問については以上といた

します。 

  それでは、既存の道路の今後の計画についてお尋ねをいたします。 

  まず初めに、また久来石から始まるんですが、久来石の屯所先を、高口宅の先を左折をし

た山林に向かって走る町道だと思うんですが、あの町道を計画をしたのは、計画をして今、

出来上がっているんですが、どういう目的であの道路を造ったのかお尋ねをしたいと思いま

す。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ４番議員の質問にご答弁を申し上げます。 

  どういう目的かということでございますが、当時、整備した年時はちょっと出てこないん

ですが、当時林道の整備事業というもので、あそこの山のちょうど真ん中に道路を通すとい

うものですので、林道整備事業として整備したというふうに、私どもとしては記録をしてご

ざいます。 

  なお、当時は林道としてですので、産業課のほうで整備したと記憶してございますが、今

現在、管理のほうは都市建設課のほうで管理している町道というふうになってございます。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 
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○４番（菊地 洋君） 上っていく道路が、行くときに看板が出ておりましてＲ12ということ

で、傾斜12度ほどあるところで、上って、ずっと上り口までは結構いい太さがあるんですが、

今度下っていくと段々道が狭くなっている道路というふうに、私、走って記憶しております。

ほとんど走っていない道路ですね、あれは。農繁期にトラクターとかそういうものが走って

いるのかどうかはちょっと確認はできておりませんが、今度は農繁期にちょっと見てみよう

と思うんですけれども、もったいないと思うんです、あの道路。上っていくときは大変いい

道路で、下りになるとちょっと細いんですが、全部舗装になっているんです、途中まで、田

んぼの手前までは。あの道路を何か利用するような計画は持てないですか、今後。お尋ねし

ます。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ご質問にご答弁を申し上げます。 

  ご質問の町道は、５メートルの舗装幅であります。最終的に一番南側につきましては、そ

の先は耕地、田んぼに面している道路で、その先５メートルの舗装幅を過ぎますと、約車１

台分の幅2.5メートルぐらいの砂利道にぶつかる道路でございます、現道。この道路は、主

に耕作道として地域で利用されております。ですので、耕作時期を除いては交通量は少ない

状況であるということでございまして、このような状況ですので、現在のところは道路を拡

幅等、そういう計画はないような状況でございます。また、その先2.5メートルは砂利道に

なってございます。砂利道ですので、そこの現道の舗装化ということも考えることがあれば、

地域でやってございます多面的交付金事業という、地域でそういう整備する事業があるんで

すが、これにより地元保全会での施工というものも可能であるのかなというふうに考えてご

ざいます。 

  なお、その先線をどうするかについて、地元施工、こういうものも考えながら、そういう

視野に入れた検討をしたいなというふうには思いますので、以上答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） あの道路について、なぜ今回一般質問したかというと、10年前の震災

のときに旧道を大型トラックが走って、実際あの近隣に住んでいる方々からは震度３ぐらい

の揺れを感じると、こういうふうなことを言われました。何軒からもこういう話を聞きまし

た。そして、まだ数年先になるかもしれませんけれども、久来石も国道４号線が４車線化に

なります。そうすると、矢吹に抜けていく道路というのが、今の旧道からだと南側に抜けら

れないという、こういうふうな状況になってくると思うんです。そうすると、既存にある、

今、質問した道路を、例えば棟沢開田からずっと観音湯に抜ける、あの道路にぶつけて矢吹
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方面に迂回できる、そういう道路を造ってはどうかなというふうな思いがあって、今回質問

をさせていただきました。この辺について、まだ計画は何にもないと思うんですが、執行の

考えをお尋ねいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） ご答弁申し上げます。 

  今、議員が言われたように、スーパー林道という名称を多分使っていると思うんですが、

この道をしっかり幅員をもっと広げて、そして矢吹に行けるような、そういった道路になれ

ば大変いいなと今お話を聞いて思っております。しかし、今、４号線拡幅のいわいる国で矢

吹・鏡石道路として今、動いています。そういう中で、町としては国のほうには、一旦矢吹

のほうに行くのに国道を、大きな交差点は別にしても、途中から右折はできないものですか

ら、ここについては国との話合いの中では副道として、交互通行できるように、対面できる

ように、そういった道路を国のほうにお話をして、多分そういったことで今、動いていると。

一旦４号線に出なくても、副道の中で矢吹方面に行けるような、そういった計画を今してお

ります。そういう中で再度、国と確認をしながら進めていきたいなというふうに考えており

ます。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 国道４号線の側道に関しては、安全確保をしっかりとしていただいて、

国のほうにもその辺をしっかり伝えていただきながら進めていただければというふうに思い

ます。 

  それでは、次の質問、②番に移らせていただきます。 

  成田浜尾作線、旧石川製作所さん付近の道路なんですが、石川製作所さんがそこから撤退

されて、現在大型トラックを有する運送会社が移設をしてまいりました。実は、石川製作所

さんの前の道路は、これも同じく10年前の震災のときから道路が大変傷んでいたというふう

なお話を伺っておりました。今回、この運送会社が来られたからというふうに理屈つけると、

何か運送会社に大変申し訳ないんですが、トレーラーが入ったり出たりという、こういうふ

うなところで、当然舗装そのものが大型トラックに耐え切れる舗装ではないと思うんですね。

傷んでいる状況は執行側ももう既に把握はしていると思うんですが、この辺についての今後

の対策はどういうふうに考えているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 
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○都市建設課長（吉田竹雄君） ４番議員の質問にご答弁を申し上げます。 

  成田浜尾作線は、舗装の経年劣化が進み、かつ運送会社の移設による大型トラックの通行

増加により、道路が損傷している状況でございます。このような状況を鑑み、今年度から年

次計画による補修路線と位置づけまして、当初予算でその予算を計上したところでございま

す。現在、工事を発注してございまして、工期を10月末と定めております。今年度施工の箇

所につきましては、その運送会社の出入り口の前を含めた道路の損傷個所を舗装打ち換え工

事をするということで実施をいたします。 

  なお、この路線につきまして、継続的に工事を実施してまいりたいということでございま

すので、ご理解をいただければなと思います。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） その工事の発注なんですけれども、先ほど私、話したとおり、大型ト

ラック等に耐えられるような舗装にされるのかどうか、その辺についてお伺いいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） 舗装につきましては、何のためにやるかといいますと、確か

にその運送会社さんのすぐ前のところをやりますので、目的としてはそれに十分目的を果た

すような舗装にしたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 了解いたしました。 

  続いて、③番の質問に移ります。 

  岡ノ内地内の国道４号線の４車線化に伴い新設した迂回道路から、天栄松本線から入って

きて、岡ノ内に入ってきて左折をする道路、旧職業訓練校に抜ける、五斗蒔方面に抜けてい

く道路でありますが、この迂回道路ができたおかげで、結構交通量が増えてまいりました。

先日、カーブミラーと、それから止まれの標識を造っていただきました。あそこを止まらな

いで、一時停止もしないでどちらも走っていくという、こういうふうな道路になってしまっ

て、交通事故が起きるのを大変心配しておりました。一時停止とカーブミラーつけていただ

いたおかげで、若干、どちらも止まりながら、徐行しながら走っていくという、こういうふ

うな傾向が見られるようであります。 

  そして、その道路を左折する訓練校へ抜けていく道路なんですが、ここはもう普通乗用車
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も交差できません。この道路について、何回か都市計画のほうには行ってお話をさせていた

だきましたが、改良計画はあるのかどうかお尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ４番議員の質問にご答弁を申し上げます。 

  国道４号の４車線化に伴い、迂回道路として新設した町道鏡田557号線という路線になり

ます。これにつきましては、昨年度完成いたしました。供用を開始したところ、やはり周辺

住宅等からの車両の交通量が増加しているということは承知してございます。この迂回道路

から旧職業訓練校へ抜ける道路、約170メートルの区間でございますが、舗装幅が約３から

４メートルであり対面通行が困難な状況であるということは理解してございます。ですので、

このような状況を鑑みまして、道路拡幅や待機所設置等、これらについては今後検討してま

いりたいというふうに考えてございます。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） まだ検討段階ですか。実際にはまだ何の動きもないんですか。検討段

階かどうかお尋ねします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） まだ、測量設計をするというような、そういう準備は整って

ございませんので、今後の課題とさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 実は、あそこの土地の所有者にも話を立ち話の中でさせていただきま

した。俺の家の目の前で交通事故起きるのは大変だと、町のほうからそういうふうな話があ

れば土地はいつでも提供するという、こういう話をされておりました。これは交通安全とい

う観点から考えたときに、やはり速やかに執行は動くべきじゃないでしょうか。お尋ねいた

します。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ご質問にご答弁申し上げます。 

  具体的に、あそこでちょっと交通量を調査したとか、そういうところまでちょっといって



－85－ 

ございませんので、もうしばらく検討の期間は与えていただきたいというふうに思いますの

で、ご承知願いたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 都市建設課長からちょっと時間を欲しいということでありますので、

しっかり時間を見ていきたいというふうに思いますので、早急な手当てをお願いしたいとい

うふうに思います。 

  それでは、大きな２番に入らせていただきます。 

  社会福祉協議会の在り方についてお尋ねをいたします。 

  副町長が社会福祉協議会の理事長という、こういうお立場であるそうでありますけれども、

町の社会福祉協議会の在り方というか、目的というか、存在意義というか、この辺について

お尋ねをしたいと思います。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ４番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  大きな２番の（１）、社会福祉協議会の在り方について問うというご質問ですが、鏡石町

の社会福祉協議会につきましては、昭和31年に設立し、昭和57年７月には社会福祉法人の

認可を受け、現在に至っております。住民と公私の社会福祉関係者、団体、機関等によって

構成されており、営利を目的としない民間非営利組織であり、地域福祉の推進を図ることを

目的とする団体として社会福祉法において位置づけられた組織であります。 

  また、ヘルパー事業などの福祉サービスの提供や見守り活動や居場所づくりを行う地域活

動、自立支援や生活福祉資金の貸付けなどを行う相談支援、老人福祉センターをはじめとし

た指定管理者としての施設の管理運営事業など、様々な事業を通じて地域の福祉施策を町と

協働で行っております。市町村に設置されております社会福祉協議会の在り方については、

社会福祉協議会は地域の社会福祉関係者とともに多様な組織関係者をつなぎ、地域生活課題

への解決に向けた支援を創造する連携・協働の場になることを目指す役割を目指すものとさ

れております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） 副町長。 

○副町長（小貫忠男君） それでは、４番議員のご質問で、先ほどの質問にもありましたが、

私、社協の会長ということなので、私のほうからも一言ご答弁させていただきます。 

  ただいまいろいろ法律的なこととか、実際の置かれている状況の説明がございました。私
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のほうからは、平たく言いますと、みんなで支え合いながら安心して暮らすことができる、

共に生きる豊かな地域づくり、そういうものを推進していくのが社協だろうというふうに思

っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 課長の答弁も、副町長の答弁も大変そのとおりでありまして、各市町

村においての地域福祉を推進する中核的な存在であるという、それから地域住民及び福祉組

織関係者との、今、副町長が言われた協働の組織であると。あと、地域生活の課題の解決に

取り組む、誰もが支え合いながら安心して暮らすことのできる共に生きる豊かな地域社会を

つくることを推進するための組織であるという、こういうふうなことであります。 

  今回、私がなぜこの社会福祉協議会について質問に至ったかというと、今はまだいいんで

すが、今後、少子高齢化が進む中において、要は民間の福祉組織にかかれない、こういう

方々が出てくるというふうなときに、この社会福祉協議会の果たすべき役割は物すごく大き

いなというふうに思うんですね。このことを考えたときに今の組織の状態でいいのかどうか

ということも併せて、そして金額、営利目的ではないというのはもちろんこれはそのとおり

なんですが、ただ鏡石においては物すごく、ちょっと仕事していないという言い方は悪いん

ですが、須賀川とか天栄とか矢吹町と比べるとかなり少ないんですね、金額的に。そのこと

を考えると、やはり私が先ほど言いましたように、福祉の人材を育てながら福祉に取り組め

るような、そういう組織体をつくっていくことが大事なんじゃないかなと。特に福祉、障が

い者、ここに取り組める組織づくりが大事ではないのかなという、こういう思いの中で今回

は質問をさせていただきました。 

  そこで、質問変わりますが、現在、社会福祉協議会は町から指定管理は幾つ受けているの

かお尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ただいまのご質問にご答弁申し上げます。 

  町の社会福祉協議会につきましては、現在、鏡石町老人福祉センターと屋内ゲートボール

場の２施設を指定管理者として委託をしております。 

  以上、ご答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 指定管理２つ、そして保育所もそうですか、違うんでしたか。取りあ

えず指定管理は２つですね。その指定管理の金額は妥当なのかどうか、お尋ねをいたします。 
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○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ただいまのご質問にご答弁申し上げます。 

  指定管理者の金額につきましては、各施設の維持管理に係る費用でございまして、光熱水

費や機械警備委託料、修繕費などのものでございます。この支出に対しまして、施設利用に

係る使用料や団体の負担金などの年間の収入がございます。これらは使用料だけでは支出を

賄いきれませんので、この差額分につきまして指定管理委託料として算出しているところで

あります。金額につきましては、毎年、決算と予算時に精査しておりますので、金額につい

ては妥当であると考えております。 

  本年度からの指定管理の委託料でございますが、老人福祉センターにつきましては230万

円、屋内ゲートボールにつきましては25万円、合計しまして255万円の委託料でございます。

本年から令和５年の３年間の指定管理というようなことで実施しております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 保育所は社協で委託されているんですか。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  副町長。 

○副町長（小貫忠男君） 保育所につきましては、社協の自主運営ということで、社協で運営

しております。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 失礼しました。 

  先ほども、今後の福祉計画ということについてちょっとお話をさせていただきましたが、

鏡石町社会福祉協議会として今後の福祉計画を立てているのかどうかお尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ただいまのご質問にご答弁申し上げます。 

  社会福祉計画とはということで、高齢者や障がい者、子ども・子育て、健康づくりといっ

た福祉の分野、共通の理念と取組を定めたもので、福祉分野の上位計画として位置づけられ

ている計画として、社会福祉法の第107条に定められた市町村ごとの地域福祉計画として策

定する計画であり、本町においても「あたたかみのある福祉のまちづくり」として、現在第

５次総合計画の基本計画としても位置づけされております。 
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  今後の社会福祉計画としては、現在、来年度から10年間を計画年度とする第６次総合計画

を策定中であり、新たな総合計画においても地域福祉の推進と地域生活課題の課題を図る計

画として位置づけを持った計画として策定を進めております。 

  社会福祉協議会の計画につきましては、この町の計画を受けまして、地域福祉計画の理念

を具体的な活動につなげるために、地域の人と社会福祉協議会の連携による地域福祉活動の

取組と、社会福祉協議会の活動の指針となる地域福祉活動計画を令和元年度から令和５年度

までの計画期間として策定をして、現在、これに基づきまして実施しております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 国は本年度の４月から、新たにこの社会福祉改正法の中でしっかり取

り組んでいる行政に対して交付金を新設しております。ですから、そういう観点の中で、今

後、社会福祉協議会の存在意義が問われてくる時代になってくると思いますので、しっかり

とした体制づくりが大事だと思います。町民福祉の観点から、しっかりとした今後の取組を

お願い申し上げて、町長の今後の考え方についてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） 今の議員の質問を受けて、いろいろ考えさせるところがいっぱいあっ

たなと。最後の社会福祉協議会の在り方ということの中での今後の社会福祉計画、これは社

協で持っている計画がございますけれども、ただいずれも計画書があったからいいというも

のでは私はないと思っています。要は、社会福祉協議会にそれだけの人員とお金と、先ほど

言われた今までの介護とか障がい者の関係、こういった部分が民間でできるもの以外に、や

はり社協としてしっかりと共に生きる、そういったものを含めてやっていくのには、やはり

人とお金だと。 

  取りあえず、町としては協議会の会長には副町長を送っていると、これは町と一体となろ

うという、もう一つは事務局長も町から送っている。やはりそれだけでも足りないというの

も事実でありますので、これからどうして社協にお金が入って、そして町としてもしっかり

と支援できるのか、それをこれから検討していきたいと思います。 

  ただ、その中においては、今、公私連携で保育所を社協にお願いしているという、そうい

ったことも含めてトータル的にお金が社協に回って、もっともっと福祉がよくなるような、

そういうシステムづくり、そういったものについて構築していきたいというふうに考えてご

ざいます。 

  以上であります。 
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○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 町長の社会福祉協議会への取り組む姿勢をいただきましたので、社協

については以上で終わらせていただきます。 

  次に、成田地区の遊水地計画についてでございます。 

  前段の先輩議員２人が遊水地計画について質問をされました。私もダブってくるようなと

ころもあるかもしれませんが、質問をさせていただきます。 

  国土交通省が遊水地計画の方針を示した後に、先ほどもありましたけれども、アンケート

調査を実施したということであります。その内容については、何かこの後の全協でお知らせ

をするという、こういうふうなことでありますので楽しみにしておきたいというふうに思い

ます。 

  これについては、取りあえずここで終わります。 

  次に、遊水地の協議会の意向について、どんなふうに協議会の方々は考えていらっしゃる

のか、お尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） ７月に行いました住宅移転等に関する意向調査についてでありますけ

れども、今回の遊水地事業計画によりまして移転対象となる、いわゆる水害から居住地を守

る成田地区の推進協議会の会員であります67世帯に実施をしたと、先ほども申し上げました

けれども回収率が59世帯で86.8％の回収率でありました。詳しくは後で議会のほうに申し

上げますけれども、この中においてこの遊水地事業については、回答者の89.8％の方がこ

の遊水地事業はやむを得ない、そして移転に賛同するとの意見が多かったように思います。

また、昨今の異常気象による、全国的な大雨被害が多発していることもありまして、一日も

早く事業を進めてほしいとの声も寄せられているのも事実であります。 

  協議会としては、おおむね賛同を得ているような状況であるというふうに認識はしていま

すけれども、しかしながら、ご意見の中には国や町に対するご意見も寄せられていることか

ら、国における対応をお願いするとともに、今後も協議会の皆様に対して引き続き意向確認

を続けまして、やはり皆さんに寄り添ったそういった対応をしていきたいというふうに考え

ております。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 67世帯で89.8％の回答率ということでご答弁をいただきました。成
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田の部落のところを歩いていろいろ話をお伺いさせていただくと、何かうわさ話が先行して、

でかい堤防ができるんだどと言う人と、今できた県道の空港に行く道路はなくなるんだと、

もう走れなくなるんだどとか、それからどれぐらい掘られんだべないという、こういうふう

な話がもう説明されたものに対しても片方かみつきながら、何かうわさ話が先行していると

いう。そして、何か話を聞くと、玉川はもう調査に入ったんだどとかという、こういうふう

な話、我々はそういう話をまだお伺いしていませんので、いやそんなことはありませんとい

う、こういうふうな回答をして歩くんですが、もう結局不安で不安でどうしようもないんで

すね、成田の方々は。どうなんだべという、こういうふうな不安さが先んじている。こうい

うふうな状況だという。 

  アンケートはやられましたけれども、その後、やはり小まめに国交省から具体的な方針が

出てこなければ、町としても説明はなかなかできないと思うんですが、そういうふうな話合

いの場というのを設けられたほうがよいのかなと私は思うんですが。結局、不安で不安で、

いろんなうわさをみんな耳に入れちゃうんです。というふうなことがありますので、その辺

について今後どのような対応をしていくのかをお尋ねをしたいと思います。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） まさに地権者の皆さん、該当する皆さんは、多分そのように思ってい

るのは当然であります。そういう中で、今回アンケート調査、これは遊水地の対象になった

という以前から、町のほうでは地権者のほうには、住宅地、アンケートを取っているのは事

実であります。そういう中で今回も取らせていただきました。そういう中で、今回のアンケ

ートについて今、精査をしながら、議会の皆さんにもお話をしながら、そしてこれを基に、

いわゆる推進協議会との話合いもこの議会が終わった後予定をしているということなので、

少しずつでありますけれどもそういった方向で進めていきたい。 

  ただ、やはり地権者の皆さん、最終的には全面買収ということなので、その価格が本当に

住宅が幾らで買っていただけるのか、宅地は幾らなのか、農地は幾らなのか、ある程度そう

いったものが出ていないと、最終的な判断はこれはつかないというふうに思っております。

でも、つかないからといってそれまで待つということではありませんので、当初の予算にな

るかと思いますけれども、先ほど言いましたように、住宅の移転をどういった方向でどこに

した場合にという、そういった想定の中での予算はして、計画を事前にしていきたいと、そ

ういう考え方であります。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 
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○４番（菊地 洋君） 高台移転ということで話が出されておりますが、実際に住民の中には

もう鏡石から離れたいという方も中にはいるかもしれません。その辺の調査については、町

内に移転するのか町外に移転するのか、その辺の調査というのはこのアンケートの中に入っ

ているのかどうか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ４番議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

  今般実施いたしました住宅移転に関する意向調査において、現在考えている移転先の質問

の中で、町内移転か町外に移転かの設問の項目もございます。国の事業がまだちょっと確定

していない部分もありますので、現段階においてでございますので、まだ検討中や未定、未

回答といった意見が多くはございましたが、この中で回答ですが、移転先についてはご回答

いただいたほとんどの方が町内での移転を考えているということでございました。回答して

いただいた方で、現段階で町外への移転を考えているとの回答は１世帯のみでございました。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） やはり、しっかりとその意識の中で寄り添いながら進めていくことが

我々執行側の使命ではないかなというふうに思いますので、その辺のフォローはよろしくお

願いしたいと思います。 

  次の質問とダブってくるんですが、町としての移転へのサポート体制について、どのよう

にするのかお伺いをいたします。 

  まず初めに、今、回答いただきましたけれども、住宅移転へのサポート体制は今後どうす

るのかということで、先ほど円谷議員も言われましたけれども、例えば町の区画整理のとこ

ろに来ていただくのかとか、いろんな案があると思うんですが、ライフラインをしっかり町

が造ってこの辺でどうですかという、こういうふうな体制をするのか、もしくはそれぞれの

個々の方々に希望のところに移っていただくのかという、こういうふうな住宅のサポート、

移転の先があると思うんですが、実は協議会の会長と若干お話をさせていただきました。協

議会の会長は、阿弥陀坂の中腹辺りに住宅を造成して、その辺に成田の人たちみんな住んで

もらえば、宿屋敷が全部見えるから安心して移転してくるのではないかという、こんなふう

な協議会の会長の意見はあるようであります。その辺について、執行はどのように考えてい

らっしゃるのかお尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 
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○町長（遠藤栄作君） 住宅についての移転のサポートと、これについてはいち早く４月に治

水対策室、これを設置したということで、その辺のサポートは４月から既に始まっているも

のというふうに思っています。 

  移転につきましては、まず移転対象となる皆様の意向が先ほども申し上げましたが最優先

であるということであります。住宅移転についてのサポートが必要な方々に対しましては、

国と連携し、宅地造成、さらには移転先候補地の情報提供をはじめ、各世帯における要望に

ついて寄り添いながら、個々に対応してまいりたいということであります。ですから、個々

の体制、先ほどの駅東等も当然ございますし、集団といって協議会の会長さんとお話しされ

た、そういった部分含めて、しっかりと対応してきたい。ただ、この約70世帯がどれだけ、

半分なのか３分の１なのか、それはまだ分かりません。そういう中でしっかりとそれは話合

いをしながら、大体どのくらいの規模になるなということを含めながら、場所の選定につい

ては皆さんと一緒にしていきたいなというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 続きまして、②番の農業継続の場合の農地のサポート体制というとこ

ろでありますが、成田地区は農業においてはかなりの高所得を取っている、こういうふうな

地域だと思います。キュウリはもちろん、それに水稲については圃場整備が終わったばかり

で本当にもったいないなと、こういう思いがあるんですが、米もそうでありますし、キュウ

リもそうでありますし、イチゴもそうでありますし、昔はキュウリ農家が約100軒近くあっ

たという、こういうふうな話を伺っております。そういう意味で、本当に農業所得そのもの

は成田地区そのものは大変高い地域であったと。ここで田んぼ買います、国のほうで買上げ

というふうになったときに、農業継続しますというふうになったときに、代替農地等々につ

いてはどのような体制で考えていくのか、これも国交省の示しがない限り正確な答弁はでき

ないと思うんですが、あえてお尋ねをいたします。 

○議長（古川文雄君） 質問に対する執行の答弁を求めます。 

  町長。 

○町長（遠藤栄作君） それでは、答弁申し上げます。 

  先ほど、前の議員の皆さんにもお話ししたように、この地域、水田だけでも100ヘクター

ル、そうしますと我が町の水田面積のちょうど１割に当たるということで、なおかつ圃場整

備が終わったばかりだと。大変残念な土地になってしまったと。当初は、国の発表前は、も

しなるとすれば遊水地については農地としてそのまま使っていることができるなというふう

に思っておったんですが、全面買収、そして掘り下げるという、そういったことになってし
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まったと、これについては本当に残念だというふうに思っております。 

  ただ、我が町の農地は１戸当たりの面積はかなり多いという、そういうことも含めて代替、

そういった農地についてはあるのかなと。ただ、今、成田のあの地域のような水田というの

は望めないということもあります。でも、これもいずれにしても圃場整備はやらなければな

らないということもあるので、そういった調整をしながらしていきたい。そのためにも、こ

の７月には治水対策室のほかに今回営農対策室を設けました。その中で、既にその農地を売

ってもいい、欲しいというのもぽつぽつ出てきているのも実態であります。そういったもの

をしながら、しっかりと営農対策も含めて営農の関係のサポートをしていきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願いします。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 成田の水田については、何かもったいない思いだけなんですね。あそ

この米は大変おいしいんです。氾濫によって土地が大変肥沃になっておりますので、私もず

っともうここ20年ぐらい成田の米を食べさせていただいております。大変おいしく食べさせ

ていただいて、あそこから米が生産されないというのは大変残念なんですが、これも国の事

業で、また命と財産を守るという、こういう観点から考えると致し方ないのかなというふう

な思いがあります。 

  町にとって、大きな事業になることは間違いない、そして成田の方々にとっては大きな寂

しさを感じる、こういうふうな事業になってしまうのかもしれません。そういう観点から、

国主導になるとどうしても住民の希望がかなわない、こういうふうな事態になってくること

が予想される場合もあります。そんなことを考えながら、先ほど円谷議員が提案されたよう

に、鏡石、矢吹、そして玉川の合同の、それぞれの協議会は協議会でいいんですが、３町村

の協議会をしっかりとつくって、国・県にしっかりした対応、要望をできるような、そうい

う体制をつくっていくことが今後課せられることなのかなというふうに私は思います。 

  何しろ全庁一体となって、しっかりと取り組んでいただくことを切にお願いを申し上げま

して、遊水地区計画については以上で終わりとさせていただきます。 

  以上、何点か質問をさせていただきました。検討するという、こういうふうな回答をいた

だけましが、検討にとどまらず、予算を伴うものもありますが、町民本位の立場で積極的な

執行運営をよろしくお願いを申し上げて、私の一般質問を終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（古川文雄君） ４番、菊地洋君の一般質問はこれまでといたします。 

  以上をもって、通告のありました一般質問は全部終了いたしました。 
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──────────────────────────────────────────── 

◎休会について 

○議長（古川文雄君） お諮りいたします。 

  議事運営の都合により、明日９月４日から９月13日までの10日間を休会としたいと思い

ます。 

  これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、９月４日から９月13日までの10日間を休会とすることに決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（古川文雄君） 以上をもちまして本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

散会 午後 ２時５０分 
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開議 午前１０時００分 

◎開議の宣告 

○議長（古川文雄君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員数は10名です。定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開き

ます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（古川文雄君） 本日の議事は、議事日程第４号により運営いたします。 

──────────────────────────────────────────── 

◎決算審査特別委員会報告（認定第３号）及び報告に対する質疑、討論、

採決 

○議長（古川文雄君） 日程第１、認定第３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算認定に

ついての件を議題といたします。 

  本案に関し、決算審査特別委員長の報告を求めます。 

  11番、円谷寛君。 

〔決算審査特別委員長 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（決算審査特別委員長 円谷 寛君） 令和２年度鏡石町決算審査特別委員会審査報

告書を申し上げます。 

  特別委員長を承りました円谷でございます。お手元に配付の書類に基づいて報告をしたい

と思います。 

  鏡石町議会議長、古川文雄様。令和２年度鏡石町決算審査特別委員会委員長、円谷寛。 

  令和２年度鏡石町決算審査特別委員会審査報告書。 

  本委員会は令和３年９月２日付託された議案を審査の結果、次のとおりとすべきものと決

定したので、会議規則第72条の規定により報告します。 

  記。 

  開催月日、令和３年９月８日水曜日、会議時刻９時57分、閉会時刻16時８分、出席者、

委員８名、議長、開催場所、議会会議室。 

  ９月９日木曜日、会議時刻が９時57分で、閉会時刻が16時21分、委員８名、議長、議会

会議室。 

  ９月10日金曜日、会議時刻９時57分、閉会時刻14時43分、出席者、委員８名、議長、場

所は議会会議室。 

  説明者。町長、副町長、教育長、各課長・副課長・担当職員となっております。 
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  付託件名は、認定第３号 令和２年度鏡石町一般会計歳入歳出決算、同じく令和２年度鏡

石町国民健康保険特別会計歳入歳出決算、同じく令和２年度鏡石町後期高齢者医療特別会計

歳入歳出決算、同じく令和２年度鏡石町介護保険特別会計歳入歳出決算、令和２年度鏡石町

土地取得事業特別会計歳入歳出決算、令和２年度鏡石町工業団地事業特別会計歳入歳出決算、

令和２年度鏡石町鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算、令和２年度鏡石町

育英資金貸付費特別会計歳入歳出決算、令和２年度鏡石町公共下水道事業特別会計歳入歳出

決算、令和２年度鏡石町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算、令和２年度鏡石町上水道

事業会計歳入歳出決算。 

  審査結果。令和２年度鏡石町一般会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２

年度鏡石町国民健康保険特別会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡

石町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町

介護保険特別会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町土地取得事

業特別会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町工業団地事業特別

会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町鏡石駅東第１土地区画整

理事業特別会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町育英資金貸付

費特別会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町公共下水道事業特

別会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算は、認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町上水道事業会計歳入歳出

決算は、認定すべきものと決した。 

  審査経過。町長、副町長、教育長、各課課長、副課長、担当職員に説明を求め、各会計ご

とに審査を行った。 

  主な質疑は別紙のとおりであり省略をいたします。別紙を参照していただきたいと思いま

す。 

  令和２年度鏡石町一般会計歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきものと決した。令和２

年度鏡石町国民健康保険特別会計歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきものと決した。令

和２年度鏡石町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきものと決し

た。令和２年度鏡石町介護保険特別会計歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきものと決し

た。令和２年度鏡石町土地取得事業特別会計歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきものと

決した。令和２年度鏡石町工業団地事業特別会計歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきも

のと決した。令和２年度鏡石町鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算は、全

会一致で認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町育英資金貸付費特別会計歳入歳出決算

は、全会一致で認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算は、全会一致で認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町農業集落排水事業特別会
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計歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきものと決した。令和２年度鏡石町上水道事業会計

歳入歳出決算は、全会一致で認定すべきものと決した。 

  意見なし、であります。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） これより決算審査特別委員会委員長報告に対する質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより採決に入ります。 

  令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算に対する委員長の報告は、一般会計、特別会計及び

上水道事業会計全11会計決算はいずれも認定すべきものであります。 

  お諮りいたします。 

  令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方の

起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（古川文雄君） 起立全員であります。 

  したがいまして、認定第３号 令和２年度鏡石町各会計歳入歳出決算認定についての件は、

委員長報告のとおり認定することに決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第２、議案第178号 令和３年度鏡石町一般会計補正予算（第４

号）の件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  副町長、小貫忠男君。 

〔副町長 小貫忠男君 登壇〕 

○副町長（小貫忠男君） おはようございます。 

  ただいま上程されました議案第178号 令和３年度鏡石町一般会計補正予算（第４号）に
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つきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

  議案書９ページをお願いいたします。 

  このたびの補正予算につきましては、健康福祉センターの建設費の増額及び第二小学校部

分改修工事費第２期分の事業費補正並びに繰越金の整理に伴う補正予算などで、第１条とい

たしまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億4,351万5,000円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ69億9,714万6,000円とするものであります。 

  第２条は継続費の補正、第３条は地方債の補正であります。 

  議案書12ページをお願いいたします。 

  12ページ、第２表、継続費の補正であります。 

  １、追加といたしまして、10款教育費、２項小学校費、事業名、第二小学校整備事業、総

額２億3,000万円。年割額の令和３年度が9,200万円、令和４年度１億3,800万円であります。 

  ２、変更。３款民生費、１項社会福祉費、事業名が健康福祉センター建設事業。事業費の

総額を２億1,000万円増額いたしまして17億3,400万円とし、年割額といたしまして令和３

年度が１億2,400万円を増額し６億9,360万円、令和４年度につきましては8,600万円を増額

いたしまして10億4,040万円とするものであります。 

  第３表が地方債の補正であります。 

  １、追加といたしまして、起債の目的が学校教育施設等整備事業費、限度額4,320万円で、

起債の方法、利率、償還の方法は記載のとおりであります。 

  ２、変更。起債の目的、社会福祉施設建設事業費。こちらにつきましては、限度額を２億

9,640万円から３億6,090万円とするものであります。 

  補正の詳細につきましては、16ページからの事項別明細書に基づきご説明を申し上げます。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○副町長（小貫忠男君） 以上、提案理由のご説明を申し上げました。 

  ご審議をいただき、議決賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  質疑ありませんか。 

  ７番、渡辺定己君。 

〔７番 渡辺定己君 登壇〕 

○７番（渡辺定己君） おはようございます。 

  一般会計補正予算第４号の中身で、12ページの第２表の変更の件、これは福祉センターの

単価の上昇によって２億1,000万の増額になったわけでございますが、これ素人なものです

からその点分からないんですけれども、今後入札があって契約した場合、どのくらいの期間

の上げ幅は猶予できるのか。これ会社によっては違うと思います。例えば、会社によっては
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半年、場合によっては１年とか。契約した後、資材が上がったからということで、また補正

を組むようになると、またこれは大変なことでございますから。その点どのくらい余裕があ

るのか、その点ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（古川文雄君） 質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

〔福祉こども課長 栁沼和吉君 登壇〕 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） おはようございます。 

  ７番、渡辺議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  健康福祉センター関係でございますが、工期の関係で資材の高騰等のご質問でございます

が、現時点ではそういった高騰による上昇の幅というのは考慮はしておりません。全体的に

は設計でございますが、高騰等の資材の関係は十分調査して設計に組み込みたいということ

で進めておりますので、なお、何らかの事情で資材が高騰になった場合には、発注者、受注

者それぞれ協議によって、そういった内容を決定して契約の変更等を検討してまいりたいと

いうことで考えております。ご理解賜りますよう、よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ７番、渡辺定己君の再質疑を認めます。 

〔７番 渡辺定己君 登壇〕 

○７番（渡辺定己君） 再質問させていただきます。 

  ただいま課長のほうから詳細事項を説明あったわけでございますが、設計業務にこれから

入るわけでございます。基本設計から段階を踏んでの事業、どのように推移していくのか、

展開していくのか。分かる範囲でいいですから、お答えお願いします。 

○議長（古川文雄君） ７番議員の再質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

〔福祉こども課長 栁沼和吉君 登壇〕 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ７番議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  設計の現時点の進捗でございますが、基本設計に基づきまして主要な部材関係の設計をし

まして、概算の工事費ではありますが設計を決めまして、このたびの補正予算ということで

計上させていただきました。 

  現時点ではもっと内容を掘り下げて詳細なところまで設計を進めておりまして、現時点で

は詳細の設計に基づいて各部材の数量や見積り等を、現時点で集計しているところでござい

ます。10月の上旬ぐらいには一度金額が出るというような今工程で、作業を進めております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ７番、渡辺定己君の再々質疑を認めます。 
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〔７番 渡辺定己君 登壇〕 

○７番（渡辺定己君） 再々質問させていただきます。 

  ただいま課長のほうから、10月頃をめどに金額が出るからという話でした。 

  私も質問したのは、実質基本設計がいつ、いろんな細々計算して今言った総額が出た、こ

の鮮明な総額が出たわけ。結局、入札価格が出るようになった入札はいつか。それから、大

体入札してから工期の開始がいつ頃かということを聞きたかったんですけれども。大体これ

から先順調にいくと思うんで、大丈夫かなとは思っているんですけれど。 

  それで再々質問の内容は、前にも話ししましたけれども、はっきり言ってこの事業が始ま

ってから大分時間が経過しております。そういった意味で、令和４年度の年末までには、年

末と言ったら３月末までに完成するということですが、これは間違いないですか。 

  再度、これ質問させていただきます。 

○議長（古川文雄君） ７番議員の再々質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

〔福祉こども課長 栁沼和吉君 登壇〕 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ７番議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  入札の時期でございますが、現時点での予定でございますが、11月の末か12月の上旬を

予定しております。 

  工事の着手時期でございますが、入札を受けまして、12月の定例会等におきまして工事請

負契約の議決をいただき、その後工事の着工というようなことで進めたいと思っております。 

  工事の完成時期でございますが、以前からお話ししておるとおり、令和４年の年度末、３

月末をもって完成するというようなことで鋭意努力してまいりたいと思います。 

  以上、ご答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ほかにありませんか。 

  11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 11番の円谷ですが、今の補正予算について、ちょっと質問させてい

ただきます。 

  ７款商工費のうちの観光費ですね。ページは26ページから27ページになると思うんです

が、この説明事項の中に、220番地域情報発信事業として1,100万計上されておりますが、

この地域情報発信事業というのは具体的にどういう内容なのか、ちょっと説明願います。 

○議長（古川文雄君） 質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  産業課長。 

〔産業課長 菊地勝弘君 登壇〕 
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○産業課長（菊地勝弘君） 11番議員の質疑にご答弁申し上げます。 

  地域情報発信事業1,100万の補正予算計上でございますが、こちらは復興庁の補助事業で

ございまして、風評被害の払拭を目的としております。中身としましては、メディア等によ

る食や農業さらには観光といった鏡石町の魅力を発信する事業でございまして、動画を制作

しまして、テレビ、ＳＮＳ、ユーチューブなどで県外等の消費者にそういった鏡石町の魅力

を発信する事業となっております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ほかにありませんか。 

  ２番、角田真美君。 

〔２番 角田真美君 登壇〕 

○２番（角田真美君） 私のほうから、金額は少しなんですけれども、少額ですけれども非常

に大切なところなものですから、質問させていただきます。 

  29ページ。10款の学校の維持管理に関する経費、立木伐採委託に関してであります。 

  この立木伐採、金額は確かに120万と少ないんでありますけれども、この場所ですね。勤

労青少年ホームの前、第一小学校の歩道のところであります。非常に日々危険が増している

と思います。それで、私、以前、二本松と矢吹町で目の前で朽ちて倒れるのを目撃しており

ます。昨年から今年にかけてありました。ということから、あの場所、非常に町の町民の方

が非常に利用も多いと。日々朽ちてくるということから危険度が増していますので、いつ、

早急にやっていただきたいんですけれども。子供さんも通ります。老人の方も毎日通ってお

ります。そういったことで、いつ施工するのか、それをお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（古川文雄君） 質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  教育課長。 

〔教育課長 根本 博君 登壇〕 

○教育課長（根本 博君） ２番議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  10款の28、29ページの中の立木伐採の委託ですが、まず教育関係で予算化したものにつ

いては３か所ございます。まず、１か所が役場交差点の桜の木１本の剪定、あとは役場と第

一小学校の間の桜の木とケヤキの木の６本、また校庭内の１本という形です。 

  今、２番議員のご質問の中であったものにつきましては、24ページ、25ページの中の児

童福祉施設の中の203番児童ふれあい交流館の立木伐採委託。こちら16万9,000円になって

いますが、こちらが役場と勤青ホームの間の伐採になります。こちらのほうは福祉こども課

のほうで所管して、伐採のほうをしていただくというふうに役割分担をかけておりますので、

そちらのほうで今鋭意準備しているというふうに考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 
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  教育関係の伐採につきましては期の関係がありますので、危険性を考えながら、時期、桜

はあまりいじめすぎると枯れてしまうという状況もありますから、伐採については、その辺

の見積りもしながら進めていきたいというふうに考えております。 

  先ほど言った児童ふれあい交流館の間につきましては、先ほど来福祉こども課のほうで進

めておりますので、当然ながら大分枯れておりますので伐採という形で考えておるので、補

正が通れば速やかに執行することに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） ほかに質疑ありませんか。 

  ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） ４番の菊地です。 

  同じ教育費。10款なんですが、同じ29ページ。先ほどの質問の立木伐採の下です。 

  第二小学校の校庭の整地工事ですね。見せていただきました。大変水たまりがあって、状

況、悪い状況であるというふうな感じで見てまいりました。一小と比べて二小、大変この環

境よくないというふうな思いをしてまいりましたので、この97万5,000円でどこまでの工事

をやるのか、その内容についてお尋ねをいたします。 

  以上です。 

○議長（古川文雄君） 質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  教育課長。 

○教育課長（根本 博君） ４番議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  今回第二小学校の校庭整備事業ということで97万5,000円の補正をおいています。当初予

算で、275万円の当初予算を計上しておりました。そちらで施工しようということで準備を

進めたところ、その範囲も広げたほうが効果的にできるということで、今回、当初5,525平

米の施工面積から2,160平米を追加しまして、7,685平米の面積で行うようになります。 

  今回は表面の不整形部分を整形しながら、補充材を入れて土壌改良等も含めながら施工す

るという形で、地土固めをしながら、平らにして施工するという形で考えておるということ

でございます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ほかに質疑ありませんか。 

  ９番、今泉文克君。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） 私のほうからは１つお伺いしたいんですが、23ページに先ほども質問

でたんですが、健康福祉センターの建築工事ということで補正が出ました。これ１億2,400
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万というふうな大きい金額なんですね。 

  当初は伺ったところだと15億2,000万だったんですが、それが10％近くも増額で出るとい

うのは、何かこれしばらく工事が進んで物がなって、いろいろ変わってきて出てきたという

なら分かるんですが。まだ、この基本価格が出てから、まだ僅か３か月、４か月の状況です

よね。そこの中で、ぽんとこんなふうに大きく補正が出るというのは、この辺をもう少し説

明をお願いいたします。 

○議長（古川文雄君） 質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

〔福祉こども課長 栁沼和吉君 登壇〕 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ９番議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  健康福祉センターの工事費の増額分でございますが、使用部材の設計が確定したところに

よりまして事業費を一度算定しております。この算定によりまして、工事費の全体額ですが

２億1,000万を増額するというような結果となりまして、年割額としましては令和３年度に

つきましては１億2,400万円を増額するものでございます。使用部材の決定によりまして、

あと各部屋等の間仕切り等の詳細の部分もいろいろ設計に組み入れた分に対しての増額等の

ものでもございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（古川文雄君） ９番、今泉文克君の再質疑を認めます。 

〔９番 今泉文克君 登壇〕 

○９番（今泉文克君） ただいま課長からご理解をお願いしますと言われたけれども、ちょっ

と理解できないんです、私は。 

  なぜかと言うと、町長。我々にこの建物を造っていいですかというふうに承認をおこさせ

ておいて、じゃ承認をもらったからやりますよと言っていて、そして後になって、当初は15

億だったですよと言っておいて、後になって追加で17億ですよなんて、そんなふうにね。

我々は15億で承認しているわけですから、それが工事にまだ着手もしないうちに、ぽんがぽ

んがとこんなふうに10％近くも上がるような仕事でどうするんですか。 

  前の「かんかんてらす」もそうですよ。当初少なく私らに承認させて、これ工事やってよ

ろしいですかということでやって、そして始まったらば最終的には２億近くまで、ぼこぼこ、

修理した、あれだこれだと増やしていっちゃったんですよね。もう大阪城を徳川家康が攻め

ているようなもので、外堀を埋めて内堀を攻めてそして大砲で打ち込んで。もうこんなにな

っちゃうと議会というのは、あれ当初こんなはずでなかったなというふうに思うんですが。

町と執行は承認をもらっているからやるんですよというふうな答弁になるかもしれないけれ

ども、こんなふうに簡単にぼんごぼんご。 
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  我々に説明というか、今課長、全協で先日説明した内容は資料はありますけれども、全部

進めておいて、そのわずかな後にこのようにぼかぼかぼかっと、こう増えてきた。この間仕

切りの追加分、言葉では分かるけれども、図面でも出ていてこんなふうに修正になりました。

それから、大きいのだとこの建築構造の見直し4,750万。これもどんなふうにこの建築構造

の見直しをしたのか。四千万も五千万もいじってくるならば、ちょっとその辺の説明をね。

町長、我々にここに出す前に全協で２回もあるんだから、全協と臨時全協とあるんだから、

説明をやっぱりちょっとして、図面でも出してしっかりと説明するべきだと思う。 

  ここにおいてある、ひさしの面積増加、南側に拡大しますということだけれど、なんでこ

んなふうな、ひさしというのが当初から必要だったんならば、最初から予算に入っていなく

ちゃならないでしょう。これも3,000万ですから大きいからね。金額もかかるんでしょうけ

れども、これを簡単にはいはいというわけにはいかないんですよ。うん。 

  それから、この設備の変更で太陽光発電の設備が変更になったから、これは減額になりま

したけれど。だけど、なんで太陽光発電が、ここに頂いているこの設計図のあれから見ると、

どこのところが減ってそしてどんなふうに減額になったんだかということも。これは800万

ほどですから、増額から見れば僅かなところです。やっぱり議会にきちんと。このような増

額になった１億2,000万というのは大変な金額ですよ。これがこんなふうにさっと紙一枚で

９月の議会でぽんと出されちゃったんでは、何か前の「かんかんてらす」みたいな、心配で

たまらないんです。後から次から次と出てくると、15億が17億になり、そしてまたこの後

追加工事がありますなんて話が出てこないというふうに、私は思うんですけれども、設計図

を作る段階、あるいはこのように我々に発表する段階には、中でこれ検討審議会とか何かも

あるからそこでもんでと思うんですが、よく話合いをしてそれらをきちんと形にしてから、

我々にこれだけかかります、こういう図面になりますというふうに来ないと。デスクで自分

が書いたような感じでこのくらいか、このくらいかでこんなふうにやって、それを議会に上

げてよこされたんでは、承認した後、駄目ですと言うわけには簡単にはいかないです。 

  この議員の方々が、どんなふうに皆さん思っておられるかは分かりませんが、やっぱりこ

の17億もの仕事をやるんですから、そういうところはしっかりと手順と説明とそういうのを

ちゃんとやってもらうように強く求めるものであります。 

  そのようなことで、これらに、こういうふうな今言ったような１億2,000万を超す、間仕

切りがどんなふうになったんだか建築構造の見直しがどうなったんだかということを詳細に、

後日でもいいですから、ちゃんと説明をしていただけるように、強く町長に、雪だるま式に

増やさないでやってもらうことを求めるものであります。 

  それをお伺いいたします。 

○議長（古川文雄君） ９番議員の再質疑に対する執行の答弁を求めます。 
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  町長。 

〔町長 遠藤栄作君 登壇〕 

○町長（遠藤栄作君） ９番議員のご質問にご答弁申し上げます。 

  先ほどの渡辺議員さん、さらには今９番議員の今泉議員さん、まさにおっしゃるとおりで

あります。いずれにしても、前にもちょっと私も全協の中でもお話ししましたけれども、や

はり設計に入ってから、この設計期間があまりにも長かったと。これは本当に認めざるを得

ないというふうに思います。 

  そういう中で時間がたって、年度も越してしまったというそんなことがあって、当初予算

の中では基本設計、その中で予算を確保したということであります。そういう中で、今実施

設計に入っているわけですが、この実施設計の段階の中で今回の２億1,000万、こんな数字

が出たということであります。これが遅れれば遅れるほど、さらに今建築部材が上がってい

るという、これもあります。そういう中で、遅れれば遅れるほど状況がだんだん変わってい

くということでありますので、そんなことも含めていち早く、これ以上延ばすことはできな

いというふうに、私も思っておりますし。この先ほど言われた中身について、いわゆる今回

増えた部分とか屋根の分そういった部分については、この後にさらに詳しくどんなふうにな

ったか、そのことになるとちょうど実施設計もほとんど完了するということになると思いま

すので、そういう中でしっかりとご説明させていただきたいというふうに思います。 

  ご了承いただきたいと思います。 

  以上であります。 

○議長（古川文雄君） ほかに質疑ありませんか。 

  11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） ３点ほど、また質問させていただきます。 

  まず第１点は、その議案書の26、27ページにあります農業土木費ですね。農道排水路補

修の場所、これ200万あるんですけれども、どこの場所を直すのかということと、２つ目は、

同じページの下段の説明、208番主要幹線道路補修ということに3,000万計上されているん

ですけれども、この場所も教えていただきたいと思います。あと一つ、私聞き漏らしで申し

訳ないんですけれども、その上段にあります、あ、別なページか。27、28か。防災無線の

屋内受信機ですね。これ何台なのか、台数について、先ほどちょっと説明あったんですけれ

ども聞き漏らしたので。ちょっと金額が大きいので気になったものですから、よろしくお願

いします。 

○議長（古川文雄君） 質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  都市建設課長。 
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〔都市建設課長 吉田竹雄君 登壇〕 

○都市建設課長（吉田竹雄君） 11番議員のご質疑にご答弁を申し上げます。 

  まず、農業土木、農道及び排水路補修工事。これにつきましては、場所につきましては、

久来石の南、もう一つ城ノ内、もう一つ成田の諏訪町の３か所、のり面やＵ字溝の敷設を予

定しております。 

  次の主要幹線道路の舗装補修につきましては、久来石線と笠石鏡田線を予定しております。

俗に言う旧国道の舗装を直すという中身になってございます。 

  以上、ご答弁させていただきます。 

○議長（古川文雄君） 総務課長。 

〔総務課長 橋本喜宏君 登壇〕 

○総務課長（橋本喜宏君） 続きまして、11番の議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  29ページ上段の防災費における管理備品としましては個別の受信機、家庭内の個別の受信

機につきましては37台、アンテナにつきましては10基を予定しております。 

  以上、答弁といたします。 

○議長（古川文雄君） ほかにありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより、議案第178号 令和３年度鏡石町一般会計補正予算（第４号）の件について採

決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

〔起立全員〕 

○議長（古川文雄君） 起立全員であります。 

  したがいまして、本案は原案のとおり可決されました。 

  ここで換気のため５分間休議といたします。 

休議 午前１１時０４分 
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開議 午前１１時０９分 

○議長（古川文雄君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１７９号及び議案第１８０号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第３、議案第179号 令和３年度鏡石町国民健康保険特別会計補

正予算（第１号）及び日程第４、議案第180号 令和３年度鏡石町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）の２件を一括議題としたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがいまして、議案２件を一括議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  税務町民課長。 

〔税務町民課長 倉田知典君 登壇〕 

○税務町民課長（倉田知典君） ただいま上程されました議案第179号 令和３年度鏡石町国

民健康保険特別会計補正予算（第１号）及び議案第180号 令和３年度鏡石町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）の２議案につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

  32ページをお願いします。 

  初めに、議案第179号 令和３年度鏡石町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

きまして、ご説明申し上げます。 

  このたびの補正予算につきましては、令和２年度の決算に伴う繰越金の確定による補正で

あり、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6,527万8,000円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ13億9,940万9,000円とするものであります。 

  詳細につきましては、38ページからの事項別明細により説明いたします。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○税務町民課長（倉田知典君） 続きまして、43ページをお願いします。 

  議案第180号 令和３年度鏡石町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につきまし

て、提案理由のご説明を申し上げます。 

  このたびの補正予算につきましては、令和２年度の会計の決算に伴う繰越金の確定及び広

域連合納付金の補正であり、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ77万1,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億2,089万6,000円とするものでありま

す。 

  詳細につきましては、48ページの事項別明細により説明いたします。 
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〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○税務町民課長（倉田知典君） 以上、一括上程されました２議案につきまして、提案理由の

説明を申し上げました。 

  ご審議いただき、議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより２件の一括質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって一括質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  初めに、議案第179号 令和３年度鏡石町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより、議案第179号 令和３年度鏡石町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の

件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがいまして、本案は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第180号 令和３年度鏡石町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

いて討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより、議案第180号 令和３年度鏡石町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 
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  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１８１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第５、議案第181号 令和３年度鏡石町介護保険特別会計補正予

算（第１号）の件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  福祉こども課長、栁沼和吉君。 

〔福祉こども課長 栁沼和吉君 登壇〕 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） ただいま上程されました議案第181号 令和３年度鏡石町

介護保険特別会計補正予算（第１号）につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

  議案書52ページをお願いします。 

  このたびの補正につきましては、歳入は、令和２年度会計の決算に伴う繰越金及び令和２

年度の実績による介護給付費交付金及び県負担金の増額、令和３年２月13日福島県沖地震に

伴う介護保険料の減免による減額等、歳出につきましては、介護給付費の準備基金積立金及

び国・県等の実績による返還金の増額等による補正でございます。既定の歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ1,183万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

11億2,533万2,000円とするものであります。 

  詳細につきましては、58ページからの事項別明細書によりご説明申し上げます。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） 以上、議案第181号の提案理由をご説明申し上げました。 

  ご審議いただき、議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

  11番、円谷寛君。 

〔１１番 円谷 寛君 登壇〕 

○１１番（円谷 寛君） 質問をさせていただきます。 

  大変金額が小さいんですけれども、ちょっと勉強のためにお尋ねをいたします。 

  60ページ、61ページの歳出の中の認定審査会費ですね、介護認定審査会費。 

  これが報酬で９万8,000円減額になって、委託料で９万8,000円増額になって。そして、
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これは岩瀬地方介護認定審査会委員報酬を減額して、岩瀬地方介護認定審査会委員派遣委託

料として９万8,000円計上されて増額でなっているんですけれども、この仕組みというもの

をちょっと説明していただきたいと思います。委員が何で派遣になったのか、その辺は仕組

みとして説明をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（古川文雄君） 質疑に対する執行の答弁を求めます。 

  福祉こども課長。 

〔福祉こども課長 栁沼和吉君 登壇〕 

○福祉こども課長（栁沼和吉君） 11番議員のご質疑にご答弁申し上げます。 

  ３の歳出のうち認定調査委員の報酬と派遣委託料の関係でございますが、初めに報酬につ

きましては、この岩瀬地方介護認定審査会の委員につきましては三合議体、３つのグループ

にありまして、それぞれのグループが４名委員をお願いしております。委員の構成につきま

しては、医師、看護師、あとはケアプランナー等のそれぞれの各職種の方でございます。 

  それで各職種から委員をお願いしているわけですが、法人とか、あとは病院に所属してい

ない個人の方も委員にお願いをしております。その方につきましては、報酬というようなこ

とでお願いしております。あと派遣委託料につきましては、社会福祉法人とか病院関係のそ

ういった法人に所属している方を病院等から派遣していただくというようなことで、これに

つきましては委託料ということで整理をさせていただいております。 

  以上、ご答弁申し上げます。 

○議長（古川文雄君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第181号 令和３年度鏡石町介護保険特別会計補正予算（第１号）の件を採

決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１８２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第６、議案第182号 令和３年度鏡石町工業団地事業特別会計補

正予算（第１号）の件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  産業課長、菊地勝弘君。 

〔産業課長 菊地勝弘君 登壇〕 

○産業課長（菊地勝弘君） ただいま上程されました議案第182号 令和３年度鏡石町工業団

地事業特別会計補正予算（第１号）につきまして、提案理由をご説明申し上げます。 

  議案書の63ページをお願いいたします。 

  このたびの補正につきましては、令和２年度会計の決算に伴う繰越金及び環境整備委託料

を増額する補正予算でありまして、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ57万

8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ4,661万5,000円とするものであ

ります。 

  詳細につきましては、68ページからの事項別明細書によりご説明申し上げます。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○産業課長（菊地勝弘君） 以上、議案第182号につきまして、提案理由をご説明申し上げま

した。 

  ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第182号 令和３年度鏡石町工業団地事業特別会計補正予算（第１号）の件
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を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１８３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第７、議案第183号 令和３年度鏡石町鏡石駅東第１土地区画整

理事業特別会計補正予算（第２号）の件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  都市建設課長、吉田竹雄君。 

〔都市建設課長 吉田竹雄君 登壇〕 

○都市建設課長（吉田竹雄君） ただいま上程されました議案第183号 令和３年度鏡石町鏡

石駅東第１土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）につきまして、提案理由をご説明

申し上げます。 

  議案書73ページをお願いいたします。 

  このたびの補正につきましては、令和２年度会計の決算に伴う繰越金及び事業促進のため

の設計業務費と工事請負費の増額の補正でございます。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ5,339万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億4,659万円と

するものです。 

  詳細につきましては、78ページからの事項別明細書によりご説明申し上げます。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○都市建設課長（吉田竹雄君） 以上、議案第183号について提案理由をご説明申し上げまし

た。 

  ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 

  これより討論を行います。 
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  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第183号 令和３年度鏡石町鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計補正予

算（第２号）の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第１８４号～議案第１８６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第８、議案第184号 令和３年度鏡石町公共下水道事業特別会計

補正予算（第２号）及び日程第９、議案第185号 令和３年度鏡石町農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）並びに日程第10、議案第186号 令和３年度鏡石町上水道事業会計

補正予算（第１号）の３件を一括議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案３件を一括議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  上下水道課副課長、吉田光則君。 

〔上下水道課副課長 吉田光則君 登壇〕 

○上下水道課副課長（吉田光則君） ただいま一括上程されました議案第184号 令和３年度

鏡石町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）、議案第185号 令和３年度鏡石町農業

集落排水事業特別会計補正予算（第１号）及び議案第186号 令和３年度鏡石町上水道事業

会計補正予算（第１号）の提案理由についてご説明申し上げます。 

  初めに、議案第184号 令和３年度鏡石町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて、ご説明申し上げます。 

  議案書83ページをお開き願います。 

  このたびの補正予算につきましては、令和２年度決算により生じました繰越金の整理に伴

う歳入歳出予算の補正となります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ300万

6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億7,067万2,000円とするもの
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であります。 

  内容につきましては、85ページからの事項明細書によりご説明申し上げます。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○上下水道課副課長（吉田光則君） 続きまして、議案第185号 令和３年度鏡石町農業集落

排水事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

  議案書91ページをお開き願います。 

  本件補正予算につきましては、先ほどの公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）同様、

令和２年度決算により生じました決算繰越金の整理に伴う歳入歳出予算の補正となります。

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ93万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億2,850万円とするものであります。 

  内容につきましては、93ページからの事項別明細によりご説明申し上げます。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○上下水道課副課長（吉田光則君） 最後に、議案第186号 令和３年度鏡石町上水道事業会

計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

  議案書98ページをお開き願います。 

  本件補正予算につきましては、国による国道４号拡幅事業により現在の配水管埋設位置が

車道になってしまうということから、当該配水管を歩道部へ移設するよう求められたことに

伴い、当該配水管敷設替工事の設計業務を委託するために必要となる費用を増額する補正と

なります。財源につきましては、既に発注済みの工事費請差を充用するため、令和３年度鏡

石町上水道事業会計当初予算の第４条で定めた資本的収入及び支出、支出、第１款資本的支

出、第１項建設改良費内での組替えとなり、既決予定額である17億4,639万9,000円からの

増額はありません。 

  詳細につきまして、100ページからの事項別明細書によりご説明申し上げます。 

〔以下、「歳入歳出事項別明細書」により説明する。〕 

○上下水道課副課長（吉田光則君） 以上をもちまして、一括上程されました議案第184号 

令和３年度鏡石町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）、議案第185号 令和３年度

鏡石町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）及び議案第186号 令和３年度鏡石町

上水道事業会計補正予算（第１号）の提案理由の説明を終了いたします。 

  ご審議の上、議決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の一括説明を終わります。 

  これより３件の一括質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって一括質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  初めに、議案第184号 令和３年度鏡石町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第184号 令和３年度鏡石町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の

件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第185号 令和３年度鏡石町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第185号 令和３年度鏡石町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

の件を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第186号 令和３年度鏡石町上水道事業会計補正予算（第１号）について討論

を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより議案第186号 令和３年度鏡石町上水道事業会計補正予算（第１号）の件を採決

いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議会運営委員会閉会中の継続調査の申出について 

○議長（古川文雄君） 日程第11、議会運営委員会閉会中の継続調査の申出についての件を議

題といたします。 

  議会運営委員長から、会員規則第70条の規定によって、お手元に配付いたしました所管事

務について閉会中の継続調査の申出があります。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがいまして、議会運営委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決し

ました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議会運営委員会閉会中の所管事務調査の申出について 

○議長（古川文雄君） 日程第12、議会運営委員会閉会中の所管事務調査の申出についての件

を議題といたします。 

  議会運営委員長から、会議規則第70条の規定によって、お手元に配付しました所管事務調

査実施の申出があります。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員長から申出のとおり、所管事務調査を実施することにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議会運営委員長から申出のとおり、所管事務調査を実施することに決しまし

た。 
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──────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（古川文雄君） ここで総務文教常任委員長から、会議規則第13条の規定によって、お

手元に配付したとおり意見書案１件が提出されております。 

  所定の賛成者がおりますので、動議は成立いたしました。 

  お諮りいたします。 

  本案を日程に追加し、日程第13として議題とすることにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本案を日程に追加し、日程第13として議題とすることに決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎発議第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（古川文雄君） 日程第13、発議第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方

税財源の充実を求める意見書案についての件を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  ４番、菊地洋君。 

〔４番 菊地 洋君 登壇〕 

○４番（菊地 洋君） 議員提出議案。 

  発議第３号 鏡石町議会議員、古川文雄様。 

  令和３年９月14日。 

  提出者、鏡石町議会議員、菊地洋。賛成者、鏡石町議会議員、大河原正雄。賛成者、鏡石

町議会議員、角田真美。賛成者、鏡石町議会議員、橋本喜一。 

  コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書案。 

  上記の議案を別紙のとおり鏡石町議会会議規則第13条の規定により提出します。 

  提案理由、新型コロナウイルスの感染拡大は変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚

大な経済的・社会的影響を及ぼしている中で、地方財政は、来年度も巨額の財源不足が避け

られない厳しい状況にある。 

  このような状況において、町が地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供していく

ためには、地方交付税の一般財源総額の確保・充実が不可欠である。 

  これらを政府・国会に対し強く要望するため、意見書を提出する。 

  コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書。 

  新型コロナウイルスの感染拡大は変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済

的・社会的影響を及ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で地方財政は来年
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度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。 

  地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、

防災・減災対策、デジタル化や脱炭素社会の実現とともに財政需要の増嵩が見込まれる社会

保障等への対応に迫られており、このためには、地方税財源の充実が不可欠である。 

  よって国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記の事項を確

実に実現されるよう、強く要望する。 

  記。 

  １、令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本

方針2021」において令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確

保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、

ほかの地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。 

  ２、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、

断じて行わないこと。また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策と

して講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきもので

あり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。 

  ３、令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年

度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。 

  ４、令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽

減の延長について、更なる延長は断じて行わないこと。 

  ５、炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として

地方に税源配分すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  令和３年９月。 

  衆議院議長。参議院議長。内閣総理大臣。内閣官房長官。財務大臣。総務大臣。経済産業

大臣。経済再生担当大臣。 

  福島県鏡石町議会。 

  以上でございます。 

○議長（古川文雄君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 質疑なしと認めます。 

  これをもって質疑を終了いたします。 
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  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終了いたします。 

  これより発議第３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める

意見書案についての件の採決を行います。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔挙手全員〕 

○議長（古川文雄君） 挙手全員であります。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（古川文雄君） ここで総務文教常任委員長から、お手元に配付したとおり所管事務調

査実施の申出があります。 

  お諮りいたします。 

  本件を日程に追加し、日程第14として議題とすることにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件を日程に追加し、日程第14として議題とすることに決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎総務文教常任委員会閉会中の所管事務調査の申出について 

○議長（古川文雄君） 日程第14、総務文教常任委員会閉会中の所管事務調査の申出について

の件を議題といたします。 

  総務文教常任委員長から、会議規則第70条の規定によって、所管事務調査実施の申出があ

ります。 

  お諮りいたします。 

  総務文教常任委員長から申出のとおり、所管事務調査を実施することにご異議ありません

か。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、総務文教常任委員長から申出のとおり、所管事務調査を実施することに決し

ました。 
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──────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（古川文雄君） ここで産業厚生常任委員長から、お手元に配付したとおり所管事務調

査実施の申出があります。 

  お諮りいたします。 

  本件を日程に追加し、日程第15として議題とすることにご異議ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本件を日程に追加し、日程第15として議題とすることに決しました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎産業厚生常任委員会閉会中の所管事務調査の申出について 

○議長（古川文雄君） 日程第15、産業厚生常任委員会閉会中の所管事務調査の申出について

の件を議題といたします。 

  産業厚生常任委員長から、会議規則第70条の規定によって、所管事務調査実施の申出があ

ります。 

  お諮りいたします。 

  産業厚生常任委員長から申出のとおり、所管事務調査を実施することにご異議ありません

か。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（古川文雄君） 異議なしと認めます。 

  したがって、産業厚生常任委員長から申出のとおり、所管事務調査を実施することに決し

ました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉議の宣告 

○議長（古川文雄君） 以上をもって、本定例会に付議された案件は全部終了いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎町長挨拶 

○議長（古川文雄君） ここで、招集者から閉会に当たり挨拶があります。 

  町長、遠藤栄作君。 

〔町長 遠藤栄作君 登壇〕 

○町長（遠藤栄作君） 閉会に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

  議員各位には、去る２日から本日までの13日間にわたり、全18議案につきまして慎重に

ご審議をいただき、全議案を原案どおり認定、承認、同意、議決賜りました。 



－123－ 

  今定例会は決算議会と言われるように、令和２年度決算審査が特別委員会において行われ

たところであります。会期中、議員各位から賜りましたご高見等につきましては、十分にこ

れを尊重して対応してまいりたいと考えております。 

  また、感染拡大の収束の兆しが見えない新型コロナウイルス感染症対策についても、万全

を期してまいりますので、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

  最後になりますけれども、議員各位にはご多忙のこととは存じますが、ご自愛をいただき、

ますますご健勝にてご精励を賜りますようお願い申し上げ、閉会の挨拶といたします。 

  ありがとうございました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○議長（古川文雄君） これにて第９回鏡石町議会定例会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

閉会 午前１１時５９分 
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